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司
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」
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行
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れ
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。
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。
品
目
は
天
皇
、
公

特
集音
楽
で
ま
ち
お
こ
し

⑨ 

間
凶
立日
楽
文
化
の
基
礎
づ
く
り
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
佐
野
光
司
(綱
服
学
園
大
学
音
楽
学
部
教
授
一
)

幼
陀
紀
の
文
化
残
す
レ
・
コ

l
ド
館
建
設
北
海
道
新
冠
町
・
中
村
修
二
・:・

日
本
最
大
の
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
仙
台
市
・
根
本
茂
:
:
:
j
i
-
-
-
巾

世
界
各
地
の
ギ
タ
ー
を
集
め
た
文
化
館

茨
城
県
八
郷
町
・
久
保
田
克
己
:
:
:
:
j
a
e
-
-
;
:
:

ロ

世
界
に
発
信
す
る
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
エ
ス
タ
長
野
県
松
本
市
・
坪
田
明
男

・・
:
e
・e
・-・::叫

愛
知
交
枠
来
同
を
巾
心
に
ま
ち
づ
く
り
愛
知
県
岩
倉
市
・
今
枝
幹
夫
-
i
・e・---ae
・e・---e
・e・-市

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
詰
災
復
興
神
戸
市
長
田
区
・
川
野
欣
樹
:
j
i
-
-
e
:
j
a
-
-
-沼

地
域
に
恨
付
い
た
古
楽
文
化
活
動
山
口
県
周
東
町
山
口
祐
司
::・
j

i

-

-

・:-m

豊
か
な
心
育
む
音
楽
施
設
を
整
備
香
川
県
志
度
町
・
石
原
龍
仁
・・・・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
お

海
と
大
地
の
交
響
州
有
明
讃
歌
を
制
作
福
岡
県
有
明
広
域
市
町
村
圏
・
中
尾
清
志
:
・
・
・
・
・
;
:
:
:
叩

・
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

行
政
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
へ
の
対
応
相
川
宗
一(さ
い
た
ま
市
長
)
・

-
-
a
a
-
-
j
i
-
-
3

・
コ
ラ
ム

お
国
説
り
の
失
敗
田
谷
聡
(石
川
県
企
画
開
発
部
長
)

a
i
-
-
-
i
・e・-
-

・2

フ
ァ
ク
ス
一
枚
大
作
戦
隈
部
一
雄
(熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
委
員
)
・:
:
:
e・e・-
:
e
・e
・-U

-
地
方
行
財
政
関
連
施
策
解
説

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て

総
務
省
自
治
行
政
局
自
治
政
策
課
::・
:
・・
j
i
-
-
:
・泣

地
域
産
品
・
観
光
お
こ
し
研
修
会
-
j
i
-
-
:
:
;
:
e・e・-
:お

-
全
園
地
域

υ
1ダ
聾

成

盤

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
報
告
:
・
・
:
・
:
:
・
話

修
了
者
研
修
会
j

i
-
-
j
:
:
:
:
:
判

・
ト
ピ
ッ
フ
ス

全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
、
函
館
で
開
催
北
海
道
函
館
市
・阿
部
貴
樹

:
:
:
:
:
j
i

-

-
お

全
国
唯
一
の
高
層
科
学
館
「
ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク
」
が
オ
ー
ブ
ン
福
島
県
郡
山
市
・
永
戸
法
夫
・・:・
j
i
-
-:
・
:
:
ぬ

・
地
埠
づ
く
り
団
体
探
訪

田
舎
倶
楽
部
北
海
道
恵
庭
市

・・・

aa---拍

・
地
域
を
支
え
る
女
性
パ
ワ

l

あ
や
お
り
夢
を
咲
か
せ
る
女
性
の
会
岩
手
県
遠
野
市

:
:
i
・e・-:;・
;
位

第
百
園
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修
会

:
:
・
・
・
・
:
絹

地
域
だ
よ
り
/
セ
ン
タ
ー
通
信

・
・
・
・
必

・
グ
ラ
ビ
ア

音
楽
で
ま
ち
お
こ
し
:・.• 

家
か
ら
庶
民
ま
で
各
階
各
層
の
人
が
楽

し
ん
だ
。
談
山
神
社
の
祭
り
は
、
祭
神
で
あ
る

藤
原
鎌
足
公
が
法
興
寺
(
今
の
飛
鳥
寺
)

で
中
大
兄
皇
子
(
後
の
天
智
天
皇
)
と

ま
り
を
け
り
な
が
ら
大
化
改
新
の
計
画

を
練
っ
た
、
と
の
故
事
に
よ
る
。

京
都
蹴
鞠
保
存
会
の
鞠
足
(
ま
り
を

け
る
人
)
が
烏
帽
子
、
狩
袴
と
い
っ
た

古
風
忽
装
束
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
|
ル
大
の

鹿
皮
製
ま
り
を
十
五

M
四
方
の
庭
で
け

る
。
勝
ち
負
け
は
忽
く
、
け
り
易
い
ま

り
を
相
手
に
与
え
る
の
が
ル
ー
ル
だ
。

祭
り
終
了
後
は
観
光
客
も
鞠
足
と
一

緒
に
芯
っ
て
い
に
し
え
の
遊
び
に
興
じ

た
。
-
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ラ
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叉
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音楽はわれわれ人聞にとって生まれたときから切っても切れない関係にある。

赤ちゃんをなだめすかす子守唄、幼少時に口ずさんだ童歌、学校での音楽会、

エ7亡「心和ませるコンサートなどさまざまだ。

一一ー 自治体でもまちづくりに音楽を採り入れるケースが多い。

わがまちだけ、広域圏に及ぶ活動、はたまた国の内外に知られる演奏会などいろいろ。

そのメニューも多様だ。今回はそんな事例を紹介したい。

~楽施設=香JII\黒志度町
Eヨギリシャ風の劇場テアト口ンとランパルホールでは、
ロックからクラシックまで幅広く演じられる

Z邑 楽文化振興計画=愛知県岩倉市
Eヨ地元の愛知交響楽団に練習の場を提供したことで、さ
まざまな音楽文化活動が盛んに行われている



ス トリート・ジャズ・フエスティパ日仙台市

繁華街をステージに見立て590のアマ、プロ団

体が演奏。その規模は日本一

，.a.l'タ一文化館=茨城県八銀問T
-.--世界的ギタリストとの縁で、各国のギターを集

めた展示室と演奏のできる施設を建設

レ -ー館=北j開馴
20世紀の音楽文化を後世に残そうと全国から寄贈してもらったレコ

ードは63万枚に

=rュージ‘ツクタウン=神戸市長田区
.....阪神淡路大震災の復興で若者が集まるまちにしようと、長田発の音

楽発信に取り組む



さ
い
た
ま
市
長

相
川
宗一

巻
頭
エ
ッ
セ
ー

行
政
パ
-
ブ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
へ
の
対
庇

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
提
案
は
、
あ
く
ま
で
も
二
卜
世
紀
か
ら
新
世
紀
、
つ
ま

り
二
十

一
世
紀
へ
の
つ
な
ぎ
の
行
政
手
法
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
至
っ

て

お
り
ま
す
。

本
年
五
月

一
口
、
埼
玉
県
の
浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市
の
三
市
が
合
併
し
、

新
坐
さ
い
た
ま
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
百
三
万
の
人
口
を
擁
す
る
さ
い
た
ま
市

は
、
合
併
協
議
の
当
初
よ
り
二
年
後
の
政
令
指
定
都
市
を
日
指
す
こ
と
を
内
外

に
表
明
し
、
新
た
な
旅
立
ち
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
世
紀
に
入
り
、
人
口
数
十
万
の
都
市
合
併
と
し
て
、
そ
の
意
味
す
る
も
の

は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
私
は
、

二
十
世
紀
の
負
の
遺
産
と
い
え
る
、
行
政
の

閉
鎖
性
や
、
自
主

・
自
立
の
欠
落
な
ど
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
解
消
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
日
本
の
地
方
自
治
を
担
う
、
各
地
の
先
進
的
な
首
長
さ
ん
は
気

付
き
、
対
処
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
行
政
運
営

の
中
に
市
民
参
両
や
情
報
公
開
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

実
施
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
し
て
、
国
民
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
新
生
さ
い
た
ま
市
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
今
後
の
行
政
の
指
針
と

し
て
こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
へ
の
公

約
と
し
て
、
行
政
へ
の
市
民
参
画
、
情
報
公
開
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
財
政
の
予
算
主
義
か
ら
決
算
主
義
へ
の
変
更
な
ど
、
冊
子
と
し
て
ま
と

め
、
市
民
の
前
に
提
示
を
い
た
し
ま
し
た
。

巻頭工yセー

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
は
そ
の
段
階
を
経
て
、
次
の
時
代
に
即

応
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
地
方
行
政
に
関
し
て
の

二
十

一
世
紀
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
(
理

論
的
枠
組
み
の
変
化
)
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
考
え
ま
す
と
、

一
番
大

き
な
変
化
の
要
因
と
し
て
、
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
財
政
難
や
地
方

分
権
に
よ
る
権
限
の
移
譲
、
そ
し
て
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
と
い
う
時
代
の
大

き
な
変
化
に
よ
り
、
既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
新
た
な
時
代

が
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
が
い
ま
で
き
る
対
応
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、
ま
ず
は
既
存

の
制
度
の
活
用
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
は
政
令
指
定
都
市

制
度
の
活
用
を
選
択
し
、
早
期
の
移
行
を
目
指
し
て
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
は
そ
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
の
権
限
を
区
行
政
に
与
え
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
も
大
き
な
試
み
で
あ
り
、
百
万
人
を
超
え
る
大
都
市
の
中
で
、
地
域
の

声
を
直
接
行
政
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
市
民
に
身
近
な
行
政
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、

二
十

一
世
紀
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
見
極
め
、
そ
の
う
え
で
地

方
の
時
代
と
一言
わ
れ
、
各
自
治
体
の
行
政
運
営
を
お
互
い
に
競
い
合
う
時
代
へ

と
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
ま
さ
に
、
市
民
が
住
む
場
所
を
選
択
す
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
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音
楽
文
化
の
基
礎
づ
く
り
、

ス
タ
ー
ト
地
点
に

ア
ー
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

人
材
育
成
を

音
楽
家
の
生
活
基
盤

十
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
だ
バ
ブ
ル
の
は

じ
け
る
前
だ
っ
た
が
、
東
京
か
ら
列
卓
で
二
時
間
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
中
都
市
か
ら
、
提
言
を
求
め
る

ア
ン
ケ
ー
ト
が
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
都
市
で

芸
術
家
村
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
音
楽
家
が
住
む
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
も
の
だ
。

私
の
答
え
は
、
今
考
え
る
と
つ
れ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
以
下
に
記
し
て
お
こ
う
。

「
貴
方
の
県
に
優
れ
た
音
楽
家
が
住
む
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
次
の
条
件
が
必
要
で
し
ょ
う
。

①
そ
の
音
楽
家
に
土
地
家
屋
を
提
供
す
る
こ
と
。

②
あ
る
い
は
音
楽
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
。

〈
理
由
〉
現
在
、
音
楽
活
動
(
作
曲
や
演
奏
)
だ
け

で
生
活
で
き
る
音
楽
家
は
、
超

一
流
の
世
界
的
な
レ

佐
野
光
司

サイトウ・キネン・オーケストラz長野県松本市

ベ
ル
の
音
楽
家
だ
け
で
す
。
多
く
の
音
楽
家
は
、
音

楽
学
校
に
勤
め
る
か
、
あ
る
い
は
音
楽
を
志
す
人
へ

の
個
人
レ
ッ
ス
ン
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
賀
県
で
音
楽
祭
を
聞
い
た
と
し

て
も
、
優
れ
た
音
楽
家
は
点
京
か
ら
日
帰
り
、
な
い

し
は

一
、
二
泊
で
出
張
す
る
だ
け
で
し
ょ
う
」

以
上
が
、
そ
の
返
答
だ

っ
た
。
前
記
の
音
楽
家
の

生
計
の
立
て
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
っ
た
宮
廷
・
貴
族
や
教
会
に
お
け
る
財
力

や
権
力
が
衰
え
、
音
楽
家
を
お
抱
え
楽
師
と
し
て
雇

う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
以
来
の
こ
と
だ
。
そ
の
原

因
は
産
業
革
命
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
音

楽
家
は
、
十
八
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
十
九
世
紀
初

頭
に
か
け
て
、
「
芸
術
家
」
と
し
て
独
立
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
音
楽
家
は
聴
衆
や
劇

場
の
多
い
大
都
市
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

現
象
が
な
ん
と
今
日
で
も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
で
す
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
ピ
ア
ノ

の
演
奏
活
動
の
ほ
か
、
家
庭
教
師
や
賞
族
の
年
金
な

し
に
は
十
分
な
生
計
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
シ

ョ
パ
ン
の
主
た
る
収
入
源
は
パ
リ
で
の
ピ
ア
ノ
の
家

庭
教
師
で
あ
る
。
彼
ら
も
今
日
な
ら
作
曲
、
演
奏
だ

け
で
生
計
が
立
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
当
時

の
都
市
の
人
口
、
ホ
ー
ル
の
数
や
演
奏
会
の
数
で
は
、

ま
だ
無
理
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
人
口
の
増
加
や
、
劇
場
の
明
加
し
た

今
日
の
ほ
う
が
、
ま
だ
音
楽
家
が
そ
の
本
来
の
活
動

だ
け
で
生
活
で
き
る
下
地
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

It!!ti耳づくり2001年12月号・4



「
音
楽
で
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

っ
た
と
き
、
ど
ん
な

音
楽
で
、
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
の
か
、
と

い
う
問
題
が
必
ず
お
こ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
も

し

一
流
の
音
楽
家
を
招
い
て
行
う
「
音
楽
祭
」
で
あ

る
な
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
場
合
、
東
京
や
大
阪
な
ど

の
大
都
市
か
ら
か
、
海
外
か
ら
音
楽
家
を
招
く
し
か

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
に
述
べ
た
よ
う
な
音
楽
家

の
生
活
基
盤
の
事
情
か
ら
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
の
乱
立

今
日
、
地
方
で
続
い
て
い
る
音
楽
祭
の
多
く
は

一

九
八

0
年
代
以
降
か
ら
九

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
始

ま

っ
た
も
の
が
多
い
。
一

九
八

O
年
に

「草
津
国
際

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
&
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
「
銭
島

国
際
音
楽
祭

・
講
習
会
」
が
同
時
に
始
ま
っ
た
こ
ろ
、

N
H
K
で
「
地
方
の
音
楽
祭
」
と
い
う
名
で
特
別
に

取
材
し
た
番
組
が
あ

っ
た
。
地
方
の
音
楽
祭
の
多
く

が
そ
れ
以
降
に
始
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

バ
ブ
ル
経
済
が
発
展
し
始
め
る
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
た
後
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
、
記
憶
す

る
限
り
で
は
、
「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
」
や

「
宮
崎
国
際
室
内
楽
音
楽
祭
」
な
ど
で
、
大
分
県
の

「
ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
」
の
よ
う
に

一
九
七
五
年
か
ら

続
い
て
い
る
の
は
ま
れ
な
例
と
言
え
よ
う
。

地
方
で

一
九
八

0
年
代
以
降
に
な
っ
て
、
い
く
つ

か
の
音
楽
祭
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
背
最
に

は
、
地
方
都
市
に
お
け
る
ホ

l
ル
の
乱
立
が
あ
る
。

図
表
は

一
九
六
五
年
か
ら
二
0
0
0年
ま
で
の

「文

化
施
設
」
の
増
加
を
示
す
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
の
図

表
だ
け
で
は
厳
密
な
数
字
は
出
て
い
な
い
が
大
ま
か

な
推
移
は
分
か
る
だ
ろ
う
。

一
九
九

O
年
か
ら
九
六
年
ま
で
の
グ
ラ
フ
の
異
常

な
上
昇
は
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
前
に
計
画
し
た
も

の
が
、
そ
の
後
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

具
体
的
な
数
字
と
し
て
は
、
か
つ
て
朝
日
新
聞
に
載

っ
た
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
」

文化施設数の推移
『平成13年度全国公立文化路股

名高i社団法人全国公立文化施
位温室(2001'手)のテタより作成
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に
所
属
す
る
施
設
は

一
九
八
六
年
に
六
百
八
十
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
九
九
六
年
に
は
千
百
八
十
二
に
増

加
し
、
十
年
の
聞
に
五
百
二
も
の
施
設
・
ホ
l
ル
が

建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
協
会
に
所
属
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

協
会
に
属
さ
な
い
民
間
の
ホ
l
ル
を
加
え
、
ま
た
建

物
に
複
数
を
所
有
す
る
場
合
の
各
ホ

l
ル
を
計
上
す

る
と
、
そ
の
数
は
二
千
と
も
三
千
と
も
言
わ
れ
る
。

対
人

U
比
で
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ほ
ど
の
文
化
施
設

を
所
有
す
る
国
は
、
世
界
的
に
み
て
も
け
う
な
現
象

と
言
え
る
。

し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
施
設
の
多
く

が
貸
し
ホ
l
ル
の
形
で
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
聞

く
催
し
も
の
を
企
画
・
運
営
す
る
ア
!
ト
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
人
材
を
配
置
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。

茨
城
県
の
水
戸
芸
術
会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と

き
、
館
長
・
芸
術
監
将
に
吉
田
秀
和
氏
を
迎
え
た
た

め
、
単
に
建
物
を
造
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容

を
優
先
的
に
考
え
て
い
る
、
と
ソ
フ
ト
を
先
行
さ
せ

た
ホ
l
ル
づ
く
り
の
意
義
が
、
当
時
の
新
聞
に
大
き

く
報
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
崎
玉
県
与
野
市

(
現
さ
い
た
ま
市
)
の
彩
の
国
埼
玉
芸
術
会
館
も
諸

井
誠
氏
を
芸
術
監
督
と
し
て
迎
え
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
に
ホ

l
ル
の
内
容
を
優
先
的
に
し
て
い
る
例

は
、
笑
は
日
本
で
は
ほ
ん
の

一
握
り
に
す
ぎ
な
い
。

今
日
、
「
立
H
楽
で
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
こ
の
ホ
ー

ル
の
ソ
フ
ト
不
足
を
補
う
か
の
よ
う
な
形
に
な
れ
ば

よ
い
が
、
多
く
は
「
若
者
の
流
出
」
を
防
ぐ
か
、

5⑨i自慢づくり2001年12月号
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「
町
の
活
性
化
」
が
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
そ

の
根
底
に
、

音
楽
文
化
育
成
へ
の
認
識
が
あ
る
と
す

れ
ば
、

当
初
は
そ
れ
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

地
方
の
音
楽
祭
の
意
昧
と

問
題
点

で
は
地
点
で
音
楽
祭
を
聞
く
意
味
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
第

一
に

「生
の
背
楽
」
を
聴
く

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
私
自

身
の
経
験
で
恐
縮
だ
が
、
東
京
に
出
る
ま
で
、

音
楽

は
自
宅
に
あ

っ
た
昔
の

S
P
レ
コ
ー
ド
や

L
P
レ
コ

ー
ド
で
し
か
聴
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
初

め
て
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
ら
の
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
名
曲
を

聴
い
た
と
き
の
衝
撃
は
大
き
か

っ
た
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
各
楽
器
が
、
オ
ー
ボ
エ
が
、
ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト
が
、
弦
楽
器
が
、
あ
ん
な
に
き

れ
い
な
音
を
出
す
と
い
う
経
験
。
大
太
鼓
や

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
深
い
低
音
の
迫

h
。
そ
れ

は
未
知
の
、
初
め
て
の
体
験
だ

っ
た
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
響
き
は
、
今
で
も
家

庭
の
オ
ー
デ
ィ
オ
装
置
に
よ
る
ス
ピ
ー
カ
ー

で
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
方
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
中
学
、
高
校

で
や
る
巡
回
演
奏
会
は
、
そ
の
意
味
で
は
非

常
に
大
き
な
窓
味
を
持
つ
も
の
だ
と
思
う
。

だ
が
同
時
に
地
方
で
行
う
音
楽
祭
、
あ
る
い

は

「膏
楽
で
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
点
が
多
い
。

第

一
に、

音
楽
祭
を
聞
く
た
め
に
は
、

「音
楽
文

化
を
育
て
る
」
と
い
う
日
的
意
識
を
し

っ
か
り
持
つ

こ
と
が
基
本
で
あ
ろ
う
。
そ
の
当
初
の
動
機
が

「若

者
の
流
出
」
を
防
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

「
過
疎
化

に
対
す
る
町
の
活
性
化
」
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
根
底

に

「音
楽
文
化
を
育
て
る
」
と
い
う
意
識
が
な
い
限

り
、
成
功
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
対

象
が
音
楽
で
あ
る
必
然
性
が
な
い
。

第
二
に、

長
い
目
で
見
る
こ
と
で
あ
る
。
何
年
と

具
体
的
に
示
す
こ
と
は
だ
れ
に
も
不
可
能
だ
ろ
う

が
、
十
年
二
十
年
と
い
う
短
い
単
位
で

一
つ
の
文
化

が
根
付
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
明

治
以
来
の
日
本
の
文
化
を
考
え
れ
ば
、
だ
れ
に
も
容

易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
よ
り
長
い
ス
パ
ン
を
視

野
に
お
い
て
、
よ
い
音
楽
を
提
供
す
る
と
い
う
前
提

を
常
に
持

っ
て
い
な
い
と
、

実
利
目
的
の
み
で
は
育

た
な
い
。
ま
ち
お
こ
し
の
手
段
と
し
て
の
み
音
楽
を

利
用
す
る
だ
け
で
は
、
直
接
利
益
が
な
け
れ
ば
や
め

る
、
と
い
う
図
式
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
そ
れ
は
資

金
の
助
成
団
体
や
地
方
自
治
体
の
財
源
の
問
題
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
が
、
利
益
を
求
め
て
は
、
文
化
は

決
し
て
育
た
な
い
の
で
あ
る
。
文
化
と
は
無
償
の
行

為
が
醸
し
出
す
呑
り
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
そ
れ

が
美
酒
に
発
酵
す
れ
ば
利
益
の
還
元
に
も
な
ろ
う
か
。

第
三
の
点
は
ア

l
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
で

あ
る
。
立円
楽
祭
と
は
そ
の
企
闘
の
在
り
方
が
中
心
で

あ
り
、
地
方
の
音
楽
祭
に
は
、
し
ば
し
ば
容
の
集
ま

る
名
曲
ば
か
り
を
無
計
画
に
の
せ
て

「啓
蒙
」
と
い

う
意
識
が
欠
け
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
た
と

え
ば
日
本
の
現
代
音
楽
は
、
今
や
世
界
の
ト

ッ
プ
ク

ラ
ス
の
水
準
に
あ
る
。
だ
が
地
方
に
は
そ
の
こ
と
の

啓
蒙
が
あ
ま
り
に
少
な
く
、
ま
た
世
界
水
準
の
作
曲

家
が
あ
ま
り
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
今
日
の
地
方
の
背
楽
祭
に
は
、
大
き
く
分
け

る
と
三
つ
の
タ
イ
プ
に
な
る
だ
ろ
、
っ
。
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リ
ゾ
ー
ト
地
音
楽
祭
(
草
津
、
軽
井
沢
、
秋
吉
台、

霧
島
な
ど
)
は
、
リ
ゾ
ー
ト
地
で
演
奏
会
や
音
楽
会

の
講
習
会
を
聞
く
形
態
で
あ
る
。

地
方
型
音
楽
祭
(
仙
台
、
栃
木
、
ゆ
ふ
い
ん
な
ど
)

は
、
地
方
都
市
で
集
中
的
に
演
奏
会
を
行
う
型
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
音
楽
会
も
含
ま
れ
る
。



ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
体
音
楽
祭

(
P
M
F
H
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
サ

イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
、
別
府
ア
ル
ゲ
リ

ッ
チ
な
ど
)
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
中
心
で
、
客
を
呼
べ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
る
が
、

「
地
方

型
」
以
外
の
も
の
は
、

多
く
の
場
合
、
東
京
な
ど
中

央
都
市
で
企
画
を
し
、
運
営
を
地
方
自
治
体
が
行

っ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
当
初
は
そ
れ
し
か
な
い
と
も

言
え
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
ア
ー

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人
材
が
決
定
的
に
不
足
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
地
方
で
や

る
限
り
、
ア
ー
ト

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
次
第
に
地
方

の
各
地
で
行
う
方
向
に
持

っ
て
い
か
な
い
と
、
そ
の

地
域
の
特
色
は
な
か
な
か
出
な
い
。
そ
の
形
態
を
続

け
る
か
ぎ
り
、
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
、
結
局
は
東
京

な
ど
、
中
央
文
化
を
缶
詰
に
し
て
地
方
に
持

っ
て
い

く
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
体
型
」
の
場
合
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
良
い
人
材
を
得
ら
れ
な
く
な

っ
た
と

き
、
そ
の
後
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
き
わ
ど
き
を
常

に
持

っ
て
い
る
。
実
際
に
、
東
京
の
ア

l
ト
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
地
方
の
財
政
と
の
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
点
京
の
企
画
が
降
り
た
と
た
ん
に
内
容
が
貧
困

に
な

っ
た
音
楽
祭
の
例
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
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地
方
の
ア

l
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
育

っ
て
い
な
い

た
め
に
起
こ

っ
た
現
象
の
好
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
同

時
に

「地
方
型
音
楽
祭
」
の
企
画
が
ど
こ
ま
で
続
く

か
、
そ
し
て

「啓
蒙
」
よ
り
は
集
・
符
力
の
あ
る
音
楽

の
羅
列
、
と
い
う
き
わ
ど
さ
と
牒
隣
り
合
わ
せ
に
な

っ

て
い
る
こ
と
と
も
閲
述
し
て
い
よ
う
。

最
後
に

「
マ
ン
ネ
リ
化
」
と
い
う
批
判
を
恐
れ
る

な
、
と
言
っ

て
お
き
た
い
。
そ
う
な
ら
な
い
努
力
は

常
に
必
要
だ
が
、
概
し
て
企
画
・
運
営
の
経
験
の
な

い
専
門
家
か
ら
、
そ
う
し
た
批
判
が
出
る
こ
と
が
多

い
。
一

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
た
ら
、
反
省
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
が
、
推
し
進
め
る
勇
気
と
努
力
が

何
よ
り
も
重
要
な
の
で
あ
る
。

ゐ
フ
な
ぜ
地
方
か

で
は

「音
楽
で
ま
ち
づ
く
り
」
の
意
義
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
司
馬
遼
太
郎
氏
の
定
義
に
よ
れ

ば
、
文
明
と
は
機
械
の
よ
う
に
他
の
場
所
に
移
し
て

も
作
動
可
能
な
も
の
だ
が
、
文
化
と
は
、
本
来
そ
の

土
地
に
根
差
し
た
も
の
で
容
易
に
移
植
で
き
る
も
の

で
は
な
い
、
と
い
う
。
実
際
、
芸
術
・
文
化
と
は
、

草
木
の
よ
う
に
、
そ
の
土
地
の
土
壊
・
風
土
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
抽
象
的
な
「
日
本
」
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
東
京
も

一
つ
の
地
方
で
あ
り
、
各
県
、

市
町
村
も

一
つ
の
地
方
で
あ
る
。
日
本
と
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
集
合
体
で
あ
り
、
各
地
域
の
文
化
の
活

性
化
が
、
ト
ー
タ
ル
で
日
本
文
化
を
生
む
。
し
た
が

っ
て
、
東
京
な
ど
中
央
の
地
域
の
み
が
突
出
し
て
い

る
状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
国
型
の
文
化
形
態

な
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
明
治
以
来
よ
う
や
く
突
出
し
た
地

域
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
、
日
本
文
化
は
成
長
し
た

の
だ
が
、
そ
れ
を
支
え
る
底
辺
の
広
が
り
が
ま
だ
な

い
、
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。
今
日
、
各
地
方
で

よ
う
や
く
音
楽
祭
が
広
が

っ
た
こ
と
に
よ
り
、

音
楽

文
化
の
基
礎
づ
く
り
が
、
よ
う
や
く
そ
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ

た
と
こ
ろ
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か
。
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別
世
紀
の
文
化
残
す
レ
・
コ
ー
ド
館
建
設

全
国
の
音
楽
愛
好
家
白
方
枚
寄
贈

新
冠
町
は
北
海
道

の
日
高
地
方
、
苫
小

牧
市
と
え
り
も
岬
の

ほ
ほ
中
間
に
位
置
し
、

人
口
六
千
三
百
人
ほ
ど
の

小
さ
な
町
だ
。

日
高
地
方
は
全
国
の
競
走
馬
の
約
八
割
を
生
産
す

る
日
本
有
数
の
馬
産
地
で
、
新
冠
町
の
第

一
次
産
業

の
中
心
も
軽
種
馬
生
産
。
怪
物
と
呼
ば
れ
た
ハ
イ
セ

イ
コ
ー
や
三
冠
馬
と
し
て
名
を
残
す
ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ

ア
ン
な
ど
、
多
く
の
優
秀
馬
を
送
り
出
し
て
い
る
。

ぬ
の
再
生
目
指
す

新
冠
町
は
「
レ

・
コ
l
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
全
国
の
皆
さ
ん
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
あ
え
て
、
事
業
名
や
組
織
名
に
「
レ
・

コ
l
ド
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
「レ

(
R

E
)
」
は
リ
タ
ー
ン

(
R
E
T
U
R
N
)
の
「
レ
」

で
「
再
生
」
を
、
「
コ

l
ド

(
C
O
R
D
)
」
は
ラ
テ

ン
語
で
「
心
」
を
表
し
、
「
心
の
再
生
」
、
「
心
の
回

復
」
を
意
味
す
る
。

こ
の
事
業
を
始
め
る
前
は
、
軽
種
馬
生
産
以
外
に

は
際
立
っ
た
産
業
も
な
く
、
過
疎
化
に
悩
ん
で
い
た
。

「
町
を
生
き
生
き
と
輝
か
せ
た
い
」
そ
ん
な
思
い
か

ら
各
自
治
体
は
懸
命
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
思
う
。

一
つ
は
自
然
や
産
業
、
歴
史
や
人
材
と
い
っ
た
郷

土
に
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
や
り
方
。
も
う

一
つ
は
、

郷
土
と
は
関
係
の
な
い
素
材
を
持
ち
込
ん
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

新
冠
町
は
レ
コ
ー
ド
と
い
う
な
ん
の
つ
な
が
り
も
な

い
も
の
を
素
材
に
選
ん
だ
。

音
楽
愛
好
岩
の
発
想

平
成
元
年
、
現
町
長
が
誕
生
し
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。
音
楽
業
界
で
は
昭
和
五

十
年
代
全
盛
期
を
迎
え
た
レ
コ

ー
ド
生
産
が
下
火
と

な
り
、
新
譜
は
ほ
と
ん
ど
が

C
D
化
さ
れ
、
レ
コ
ー

ド
の
生
産
中
止
が
さ
さ
や
か
れ
始
め
た
。

こ
の
こ
ろ
、
町
内
で
音
楽
愛
好
者
の
集
ま
り
「

一

枚
の
レ
コ
ー
ド
」
が
活
動
を
し
て
い
た
。
レ
コ
ー
ド

の
生
産
が
打
ち
切
ら
れ

C
D
が
主
流
と
な
れ
ば
二
十

新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
課
長

中
村
修
二

世
紀
の
音
楽
文
化
の
記
録
で
あ
る
レ
コ
ー
ド
が
散
逸

し
、
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
。
歴

史
的
に
価
値
の
あ
る
レ
コ

ー
ド
を
世
界
中
か
ら
新
冠

町
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
文
化
の
香
り
高
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
話
し
合

っ
た
。

こ
の
構
想
が
、
職
員
の
政
策
提
案
の

一
つ
と
し
て

町
長
に
提
出
さ
れ
、
現
実
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
幸
い
に
も
平
成
三
年
度
の
国
土
庁
「
過
疎
地

域
活
性
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
指
定
さ
れ
、

「
レ
・
コ

ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

の
第

一
歩
が
始
ま
っ
た
。
同
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
職
員
十
五
人
で
立
ち
上
げ
、
事
業
展
開
の
検
討

を
開
始
、
同
時
に
レ
コ
ー
ド
の
収
集
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
レ
コ
ー
ド
の
収
集
も

一
年
間
で
三
百
二
十
人

か
ら
五
万
枚
の
寄
贈
が
あ
り
、
予
想
外
の
反
応
に
自

信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
年
度
に
企
画
課
に
専
任
職
員

一
人
を
置
き

「
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
推

進
室
」
を
設
置
。
事
業
の
中
核
施
設
と
な
る
レ
・
コ



ー
ド
館
建
設
計
画
の
策
定
や
、
レ
コ
ー
ド
の
保
管
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、
そ
し
て
町
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
説
明

会
を
開
い
た
。
し
か
し
町
民
の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ

っ
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
高
い
評
価
を
し
て
く
れ
る
町
民
、
逆
に

「収
集
は
レ
コ
ー
ド
会
社
の
仕
事
」
「
レ
・
コ
ー
ド
館

建
設
よ
り
.
次
産
業
振
興
に
資
金
を
投
入
す
べ
き

だ
」
「
レ
コ
ー
ド
で
飯
が
食
え
る
の
か
」
と
い

っ
た

意
見
さ
え
出
た
。

賛
否
両
論
が
渦
巻
く
中
、
七
年
度
に
は
レ
・
コ
ー

ド
館
建
設
工
事
に
若
手
、
八
年
度
に
は

「
レ
・
コ
ー

ド
推
進
宅
」
を

「
レ
・
コ
ー
ド
館
開
館
準
備
電
」
に

改
称
、
九
年
に
は

「
レ
・
コ

1
ド
振
興
謀
」
を
新
設

し
六
月
八
日
、
待
望
の
レ
・
コ

l
ド
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
総
事
業
費
は
約
-

a

卜
任
億
円
。
町
内
の
立円
楽

愛
好
者
の
発
案
が
町
を
動
か
し
て
八
年

H
、
大
き
な

夢
に
向
け
て
第
.
歩
を
踏
み
出
し
た
。

町
の
、
ン
ン
、
ボ
ル

レ
・
コ

l
ド
館
は
レ
コ
ー
ド
に
閲
す
る
胞
設
と
、

住
民
活
動
に
関
す
る
施
設
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
で
生
涯
学
習
施
設
と
し

て
建
設
。
開
館
以
米
、
年
間
、
約
卜
万
人
が
利
用
し

て
い
る
。
内
訳
は
町
民
と
町
外
の
人
が
半
々
だ
。
通

過
型
観
光
地
で
し
か
な
か
っ
た
新
冠
町
も
レ
・
コ
ー

ド
館
の
閉
館
以
降
は
滞
留
型
観
光
客
が
明
え
、
町
に

特集=音楽でまちおこし

も
自
然
と
活
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
。
そ
し
て
全
国
の
音
楽
愛
好
家
ら
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
レ
コ
ー
ド
は
現
在
、
約
六
卜
三
万
枚
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
し
ず
ら
い
胞
設
と
思
い
が
ち
だ
っ
た

町
民
に
も
自
分
た
ち
の
施
設
な
の
だ
と
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

新
冠
町
は
過
疎
の
町
だ
。
人
口
の
流
出
だ
け
が
過

疎
で
は
な
い
。
文
化
的
過
疎
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

人
け
の
減
少
と
い
う
過
疎
と
文
化
的
過
疎
が
町
民
a

人
ひ
と
り
の
内
而
に
ま
で
及
び
、
町
か
ら
活
気
が
消

え
て
し
ま
う

「心
の
過
疎
化
」
は
な
ん
と
し
て
も
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
・
コ

i
ド
館
の
こ
け
ら
務
と
し
に
は
町
民
主
体

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
公
演
、
大
盛
況
だ

っ
た
。
こ
の

余
韻
は
翌
年
度
、
市
民
劇
団
「
ど
・
こ

l
れ
」
の
結

成
と
、
す
べ
て
町
民
手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ヒ
ダ
カ
リ
ア
ン
ド
い
説
」
の
公
演
へ
と
続
い
た
。
結

成
四
年
目
の
本
年
も
、

l
・・
川
の
公
演
を
目
指
し
て

連
日
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

元
気
な
過
疎
の
町
に

町
民
ホ

l
ル
の
運
営
は
町
民
の
手
で
、
と
い
う
思

い
か
ら
自
主
企
画
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
企
阿
か
ら
公
演
ま
で
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
実
行
委
只
が
実
施
し
て
い
る
。
今
ま
で
テ
レ

ビ
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
町
民
ホ

l
ル
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

七
九
。

文
化
や
芸
術
に
接
す
る
機
会
が
絡
段
に
陥
唱
え
る
と

と
も
に
、
住
民
の
自
主
的
な
活
動
も
確
実
に
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
レ
コ
ー
ド

の
収
集
か
ら
始
ま
り
、
地
域
文
化
の
振
興
に
取
り
組

ん
だ
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

「心
の
過
疎
化
」

を
防
ぎ
、
結
果
と
し
て
元
気
な
過
疎
の
町
を
つ
く
り

上
げ
た
と
思
う
。

開
館
し
て
五
年
日
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
町
外

か
ら
多
く
の

お
客
さ
ん
が

訪
れ
て
く
れ

る
施
設
、
住

民
活
動
に
と

っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き

な
い
施
設
と

し
て
、
町
民

の
気
持
ち
の

小
に
し

っ
か

り
と
線
付
き

始
め
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

レ
コ
ー
ド
を
集
め
る
こ
と
だ
け
を
目
標
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
レ
コ
ー
ド
や
音
楽
を
通
じ
て
、

私
た
ち
が
忘
れ
去

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
大
切
な
心
を

思
い
山
そ
う
、
そ
し
て

H

人
び
と
の
思
い
出
や
心
H

を
新
冠
に
集
め
よ
う
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
が
、

「元
気
な
過
疎
の
町
」

を
目
指
し
て
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
う
。
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日
本
最
大
の
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

街
角
が
楽
し
く
な
る
音
楽
の
ま
ち
目
指
す

仙
台
市
は
、
人
口
百
万
人
を
擁
す
る
東
北
最
大
の

都
市
で
あ
る
。
独
眼
流
の
異
名
を
と

っ
た
戦
国
武

将
・
伊
達
政
宗
公
が
こ
の
地
に
開
府
(
ま
ち
聞
き
)

を
し
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
四
百
年
目
を
数
え

記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
ろ
、

杜
の
都
・
仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
ケ
ヤ
キ

並
木
に
心
地
よ
い
風
と
と
も
に
流
れ
て
く
る
の
は
、

音
楽
、
歓
声
そ
し
て
拍
手
だ
。

街
全
体
、が
ス
テ
ー
ジ

さ
る
九
月
八
、
九
の
二
日
間
、
第
十

一
同
定
禅
寺

ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
定
禅
寺
過
を
中
心

と
し
た
繁
華
街
全
体
を
ス
テ
ー
ジ
に
見
立
て
て
開
か

れ
る
。
ピ
ル
入
口
な
ど
の
公
関
空
地
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
、
公
園
、
市
民
広
場
が
参
加
グ
ル
ー
プ
に
と

っ

て
の
メ

l
ン
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
。

演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
、
ジ
ャ
ズ
に
限
ら
ず
ロ

ッ
ク、

ソ
ウ
ル
、
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な

ポ
ッ
プ
ス
、

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

し晴
好
を
持
つ
す
べ
て
の
聴
衆
を
魅
了
し
、
楽
し
ま
せ

る
。
名
称
に

「
ジ
ャ
ズ
」
と
あ
る
た
め
、
初
め
て
の

方
は
、
ジ
ャ
ズ
に
限

っ
た
演
奏
か
と
思
わ
れ
る
よ
う

だ
が
、
実
際
各
会
場
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
曲
を
聞
い

て
回
る
と
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
に
よ
る
と
、
十
九
世
紀
末
、
ア
メ
リ
カ
南

部
ニ
ュ

l
オ
1
リ
ン
ズ
の
街
角
で
新
し
い
音
楽
と
し

て
ジ
ャ
ズ
が
生
ま
れ
た
が
、
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、

そ
の
自
由
の
精
神
と
表
現
を
受
け
継
ぎ
、

「
街
角
が

楽
し
く
な
る
音
楽
」
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

従
来
、
仙
台
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
五
月
半
ば

に
行
わ
れ
る

「
青
葉
ま
つ
り
」
、
八
月
上
旬
の

「
七

夕
ま
つ
り
」
、
そ
し
て
十
二
月
下
ば
か
ら
年
末
に
か

け
、
ケ
ヤ
キ
並
木
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
彩
る

「
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
、
こ
れ
ら
を
仙
台
・

三
大
ま

つ
り
と
称
し
て
き
た
。

こ
の
ま
つ
り
に
続
く
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を
創
り
た

い
と
、
定
禅
寺
通
界
限
の
有
志
が
集
ま
り
模
索
し
て

い
た
。
た
ま
た
ま

「
光
の
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
」
期
間
中

に
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
演
奏
会
を
定
禅
寺
通
の

一
角

で
行

っ
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
観
客
が
集
ま
り
大
好
評

仙
台
市
観
光
交
流
課
主
事

根

本

茂

lt!!鴎づくり2001年12月号⑥10

を
博
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

ち
か
ら
、
な
ん
と
か
街
頭
で
演
奏
で
き
な
い
も
の
か

と
相
談
を
受
け
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
の
が

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
始
ま
り
だ

っ
た
。

参
加
グ
ル
ー
プ
5
9
0
に

平
成
三
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
第

一
回
目
の
参

加
グ
ル
ー
プ
数
二
十
五
、
ス
テ
ー
ジ

数
九
カ
所
、
観
客
数
約
五
千
人
と
い

う
規
模
で
あ

っ
た
が
、
今
年
は
参
加

グ
ル
ー
プ
数
五
百
九
十
、
ス
テ
ー
ジ

定禅寺通グリーンベルトのステージ

数
は
二
日
間
で
延
べ
七
十
三
、
観
客

数
約
四
十
五
万
人
と
、

一
つ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ

数
と
し
て
は
日
本
最
大
級
で
あ
り
、
世
界
で
も
有
数

の
音
楽
の
祭
典
に
成
長
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
陰
で
支
え
て
い

る
の
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
行
委
貝
会

で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
下
は
高
校
生
か
ら

t

は
五
十
代
の
社
会
人
ま
で
と
幅
広
く
、
フ
エ
ス
テ
イ



パ
ル
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
年
間
を
過
し
て
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
市
民
の
手
づ
く
り
イ

ベ
ン
ト
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
難
し
い
の
が
運
営
資
金
と
中
心
と
な
る
実
行

委
員
メ
ン
バ
ー
の
確
保
だ
。

資
金
の
調
達
方
法
と
し
て
、
同
実
行
委
員
会
で
は
、

「
サ
ボ

l
タ
l
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
」
と
い
う
個
人
会
員

を
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
な
ど
で
募
集
し
、
年
会
費
(
協
力

費
)
を
集
め
て
い
る
(
特
典
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
や
関
連
ラ
イ
ブ
の
割
引
、

T
シ
ャ
ツ
進
呈
な
ど
が

あ
る
)
ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告
収
入
、
企
業
協

賛
金
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
や
ミ
ニ
ガ
ン
ザ
(
フ

ィ
ル
ム
ケ
1
ス
を
利
用
し
た
手
づ
く
り
の
オ
リ
ジ
ナ

-
ス
テ
ッ
カ
ー
の
販
売
な
ど
、
資
金
を
得

ル
楽
器
)

る
努
力
を
し
て
い
る
。

市
民
創
造
型
の
イ
ベ
ン
ト

市
の
支
援
と
し
て
は
、
当
初
は
市
民
の
芸
術
文
化

活
動
と
の
位
置
付
け
で
、
当
市
の
芸
術
文
化
関
連
財

団
で
あ
る
市
民
文
化
事
業
団
の
制
度
を
使
用
し
て
の

助
成
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
規
模
が
急
速

に
拡
大
し
、
さ
ら
に
昨
年
は
第
十
回
記
念
と
い
う
こ

と
で
、
バ
ン
ド
数
も
増
え
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
曜
日

一
日
限
り
の
開
催
で
は
収
ま
り
き
れ
ず
、
土
・
日
曜

の
二
日
間
開
催
と
し
た
。
こ
れ
が
実
績
と
な
り
、
今

年
度
か
ら
、
芸
術
文
化
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
市

民
創
造
型
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
の
位
置
付
け
に
な
り
、

特集=音楽でまちおこし

所
管
を
経
済
局
に
移
し
、
直
接
市
か
ら
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

補
助
金
に
よ
る
支
援
以
外
に
、
行
政
と
し
て
と
く

に
企
画
運
営
面
に
口
を
出
す
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま

で
も
実
行
委
員
会
主
体
で
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
に
も
つ
な
が
り
、
参
加
者

に
も
、
観
客
に
も
楽
し
さ
と
な

っ
て
伝
わ
り
、
広
が

り
を
持

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

私
の
周
辺
に
も
、
参
加
者
と
し
て
か
か
わ

っ
て
い

る
職
員
が
か
な
り
お
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
、

会
場
の
街
角
で
、
思
い
が
け
な
い
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
楽

し
み
の

一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、

実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
確
保
に
つ
い
て

は
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
な
ど
で
通
年
受
け
付
け
て
い
る

が
、
中
心
と
な
る
メ
ン
バ
ー
を
確
保
す
る
の
は
、
な

か
な
か
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

昨
年
度
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
街
を
ス
テ
ー
ジ

と
し
た
音
楽
と
人
び
と
の
触
れ
合
い
が
、
景
観
上
優

れ
て
い
る
と
の
評
価
を
得
て
、
仙
台
市
の

「都
市
景

観
大
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
す
で
に
仙
台
と
い
う
街
並
み
の

一
部
と

し
て
、
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
の
証
で
は
な

い
か
と
思
う
。
図
ら
ず
も
市
民
の
手
で
、
音
楽
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
成
功
し
た
良
い
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

仙
台
に
お
け
る
も
う

一
つ
の
音
楽
の
祭
典
「
仙
台

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
今
年
五
月
十
二
日
か

ら
六
月
九
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
世
界

各
国
か
ら
才
能
あ
る
若
い
音
楽
家
た
ち
が
集
い
、
世

界
の
音
楽
文
化
の
振
興
と
国
際
的
文
化
交
流
の
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
が
第

一
回
目
。
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

二
部
門
で
、

三

十
九
カ
国
か
ら
三
百
人
も
の
出
場
・
申
し
込
み
が
あ

り
、
世
界
四
都
市
に
お
い
て
行

わ
れ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
合

格
者
が
仙
台
で
の
コ
ン
ク
ー
ル

L
 

で
競
い
合
っ
た
。
真
撃
に
音
楽

に
打
ち
込
む
淡
奏
者
の
姿
と
そ

の
高
い
音
楽
性

・
技
術
の
数
々

に
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
聴

衆
は
、
大
変
な
感
動
を
覚
え
た

と
思
う
。

サタデーナイトジャムを終えて乾杯

社
の
都
・
仙
台
は
、
大
学
や

そ
の
研
究
機
関
が
多
く
所
在
す

る
こ
と
か
ら
、
「
学
都
」
と
も

称
さ
れ
る
。
市
民
自
ら
が
は
ぐ

く
ん
だ
「
街
角
が
楽
し
く
な
る

音
楽
」
と
行
政
が
市
民
の
協
力
を
得
て
、
世
界
に
発

信
す
る
「
国
際
的
に
高
い
レ
ベ
ル
の
音
楽
」
、

こ
れ

ら
に
よ
り
仙
台
が
、
「
音
楽
の
都
」

H

「
楽
都
・

仙

台
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
か
な
り
魅
力

的
だ
と
感
じ
て
い
る
。
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仙
台
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
「
街
角
で
楽
し
く

な
る
音
楽
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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世
界
各
地
の
ギ
タ
ー
を
集
め
た
文
化
館

人
び
ど
の
h

感
性
を
つ
な
ぐ
さ
、
ず
な
に

八
郷
町
は
、
首
都
圏
か
ら
わ
ず
か
七
十
J
に
位
置

し
な
が
ら
、
筑
波
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
に
閉
ま

れ
、
水
郷
筑
波
固
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
、
総
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
回
国
風
泣
か
ら
生
み
出
さ

れ
る

「
や
す
ら
ぎ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ふ
れ
あ

い
・
助
け
合
い
・
話
し
合
い
の
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
を
図
り
、
活
力
に
満
ち
た
八
郷
町
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、
茨
城
県
の
花
、
パ
ラ
を
メ

l
ン

に
、
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
る
フ
ラ
ワ
ー
パ

1
ク、

地
元
産
の
豊
富
な
種
類
の
果
物
を
、
自
分
の
手
で
取

っ
て
味
わ
え
る
観
光
盟
国
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
、
普
段
着
の
ま
ま
で
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
H

ふ
れ
あ
い
の
和
H

と
H

リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
μ

さ
れ
た
英
気
が
地
域
づ
く
り
の
契
機
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

丈
化
の
発
信
を
目
指
し
て

っ

てギ
おタ
り l
は
広
くだ
世れ
尿に

にで
;;lJt ~) 

量規
しし
ごZ
Z奈
ま学
守、ー

ヘ持

「
世
界
中
の
人
び
と
の
感
性
を
つ
な
ぐ
き
ず
な
」
と

の
視
点
で
ギ
タ

1
文
化
館
を
建
設
し
た
。
八
郷
か
ら

ギ
タ

l
の
文
化
を
発
信
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
共
存

を
図
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
の
場
を
形
成

し
よ
う
と
い
う
狙
い
も
込
め
た
民
主
導
の
施
設
で
あ

る
文
化
館
の
建
設
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は

館
長
の
細
川
鋼

一
氏
。

細
川
氏
は
、
趣
味
で
ギ
タ
ー
を
始
め
た
。
た
ま
た

ま
ギ
タ

l
の
収
集
家
で
世
界
的
な
ギ
タ
リ
ス
ト
の
故

マ
ヌ
エ
ル
・
カ

l
ノ
氏
と
出
会

っ
た
。
こ
れ
が
縁
で

収
集
し
て
い
た
ギ
タ
ー
を
譲
り
受
け
た
。
ス
ペ
イ
ン

生
ま
れ
の
カ

l
ノ
氏
は
数
回
来
日
し
て
公
演
し
た
親

日
家
で
、
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
の
音
楽
に
よ
る
文
化
交

流
を
切
望
し
て
い
た
。
「
ギ
タ
ー
は
飾
る
も
の
で
は

な
く
、
弾
か
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
を
口
グ
セ

に
す
る
カ

l
ノ
氏
の
言
葉
に
感
銘
し
た
細
川
氏
は
、

ギ
タ

l
文
化
館
建
設
へ
と
心
を
動
か
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
音
楽
鑑
賞
団
体
で
あ
る
東
京
労
音
の
出

資
で
平
成
四
年
十

一
月
に
文
化
館
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
総
工
費
は
約
五
億
円
。

八
郷
町
商
工
観
光
課
主
幹

久
保
田
克
己

ス
ペ
イ
ン
に
似
た
光
景
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こ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
な
ぜ

「
八
郷
の
こ
の

地
に
」
と
い
う
こ
と
だ
。

細
川
館
長
ら
が
候
補
地
の

一
つ
で
あ

っ
た
八
郷
の

小
高
い
圧
に
立

っ
た
と
き
、

「
お
お

っ
」
と
思
わ
ず

声
を
上
げ
た
。
東
京
か
ら
わ
ず
か

一
時

問
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
、

日
本
の
と
つ

て
お
き
の
美
し
さ
に
出
会
え
た
こ
と

と
、
こ
こ
か
ら
の
風
最
が
ギ
タ

l
の
本

場
・
ス
ペ
イ
ン
の
南
部
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ

や
グ
ラ
ナ
ダ
の
ま
ち
に
そ

っ
く
り
だ
っ

同
「
こ

た
か
ら
と
の
こ
と
。
そ
し
て

こ
し
か
な
い
」
と
即
決
し
た
。

文
化
館
は
ギ
タ

l
の
口
輪
響
孔
(
サ

ウ
ン
ド
ホ

l
ル
)
の
形
を
し
て
お
り
、
通
路
か
ら
玄

関
は
指
板
を
模
し
て
ギ
タ
ー
そ
の
も
の
を
表
し
て
い

る
。
館
内
に
入
る
と
木
製
の
ド

l
ム
が
、
来
館
者
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
。
現
在
は
士
・
日
曜
日
の
み

の
開
館
で
音
響
効
果
を
誇
る
ホ

1
ル
で
は
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
聞
か
れ
る
。
そ
の
奏
で
る
青
色
は
温
か
く
、



心
の
奥
底
ま
で
刷
く
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
郎
長
'H
慢

の
ド

l
ム
状
の
天
井
に
よ
る
。

「す
ぐ
れ
た
ギ
タ
ー
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
ほ
か
に
与

え
ら
れ
な
い
」
(
シ
ョ
パ
ン
)
、

「
ギ
タ

l
は
小
さ
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
」
(
ベ
ル
リ
オ
|
ズ
)
な
ど

ギ
タ
!
礼
讃
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ギ
タ
ー

ひ
っ

は
、
静
誰
か
ら
熱
情
ま
で
雄
弁
に
物
語
る
楽
器
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

文
化
館
は
、
運
常
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
館
長

に
.
任
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
行
動
に
共
感
し
た
地
元

の
人
び
と
に
よ
る
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
支
え

て
い
る
。

館内ロビー。左側は「世界のギター属分布図」

細
川
館
長
は
奈
良
県
吉
野
で
林
業
を
営
ん
で
い

る
。
週
末
に
大
阪
の
自
宅
か
ら
八
郷
へ
来
て
大
阪
ま

で
戻
る
と
い
う
生
活
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
自
費
。

そ
の
様
子
を
見
る
に
見
か
ね
て
、

地
元
の
ギ
タ
ー

愛
好
家
た
ち
が
集
ま
り
、
自
然
発
生
的
に

「ギ
タ
ー

を
愛
す
る
会
」
が
誕
生
し
た
。
こ
の
会
は
、
文
化
館

と
は
別
個
の
独
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て

活
動
し
、
文
化
館
の
運
営
を
助
け
て
い
る
。
ま
た
コ

ン
サ
ー
ト
も
行

っ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
公
務
員
、
銀
行
マ
ン
、
教
師
、
広
告

業
に
燐
わ
る
人
と
さ
ま
ざ
ま
だ
。
こ
の
会
の
サ
ポ

l

ト
に
対
し

「
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
不
思
議
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

お
互
い
に

F
渉
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
無
理
を
せ
ず
う

ま
く
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
を
揃
い

て
く
れ
る
人
、
駐
車
場
で
誘
導
を
し
て
く
れ
る
人
、

受
付
の
人
、
会
計
の
人
と
い
う
具
合
に
」
と
細
川
館
長
。

「周
旋
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
地
域
の
文
化
向
上
の

た
め
、
小
小
学
生
の
体
験
授
業
や
講
演
会
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

着
実
に
形
成
さ
れ
る
丈
化

ま
た
、
文
化
館
に
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
ギ
タ

l
、
フ
ラ

メ
ン
コ
ギ
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ

1
、

バ
ン
ジ
ョ

ー
、
マ

ン
ド
リ
ン
、
ペ
ル

l
の
チ
ャ
ラ
ン

ゴ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
パ
キ

l
ニ
ョ
、
イ
ン
ド
の
シ
タ

ー
ル
、

三
味
線
な
ど
世
界
の
ギ
タ

l
の
仲
間
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ギ
タ

l
の
歴
史
を

一
望
で
き
る
銘
器
展
示

室
に
は
、
十
八
世
紀
か
ら
現
在
、
活
躍
中
の
名
工
の

作
品
が
飾

つ
で
あ
る
。

文
化
館
が
人
を

つ
く
り
、
人
が
ホ

1
ル
を
育
て
て

い
く
。
館
の
名
称
ど
お
り
、
ギ
タ
ー
を
介
し
た
「
文

化
」
が
着
実
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

今
、
八
郷
町
に
は
、

美
し
い
自
然
に
ひ
か
れ
、
陶

芸
、
彫
金
、
ガ
ラ
ス
細
工
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
染

物
、
画
家
と
い

っ
た
多
く
の
文
化
人
が
移
り
住
ん
で

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

人
的
資
源
が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
を

13・1也蟻づくり2∞1年12月号

う
ま
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
で
、
文
化
村
構
想

と
い

っ
た
ま
ち
づ
く
り
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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世
界
に
発
信
す
る
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス
タ

陰
の
立
て
役
岩
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ッ
ド
発
祥
の
地

松
本
は
明
治
初
年
の
開
智
学
校
(
問
の
重
要
文
化

財
)
、
大
正
年
間
に
お
け
る
旧
制
松
本
高
等
学
校
の

両
校
開
設
を
背
景
に
十
日
く
か
ら
学
問
、
教
育
文
化
を

尊
ぶ
気
風
が
強
い
。
ま
た
、
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
ハ
と

し
て
山
岳
観
光
の
メ

ッ
カ
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
幼

児
の
音
楽
教
育
で
著
名
な

「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ

ッ
ド
才

能
教
育
」
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た

「
学、

岳
、
楽
」

壬

つ
の
ガ
ク
を
地
峡
振
興
の
校
と
し
て

「
ガ
ク
都
都
市
の
形
成
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
楽
都
」
を
語
る
場
合
、
先
述
の

「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ

ッ
ド
」
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の

E
宰
者

で
あ
る
故
鈴
木
鋲

一
氏
は
、
，

r供
の
ι日
来
教
育
を
生

涯
の
仕
事
と
し
、
国
際
的
に
も
著
名
な
幾
多
の
音
楽

家
を
輩
出
す
る

一
方
、
音
楽
活
動
の
中
で
展
開
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
、
広
く
市
民
の
聞
に
音

楽
に
親
し
む
感
性
を
培
、
つ
な
ど
、
地
元
松
本
の
音
楽

教
育
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

昭
和
五
十
七
年
、

音
楽
愛
好
者
の
長
年
の
念
願
で

あ
っ
た
音
楽
文
化
ホ

1
ル
(
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

l

ル
)
が
オ
ー
プ
ン
し
、
松
本
交
響
楽
団
や
松
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
松
本
室
内
合
奏
同
は
じ
め
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
活
動
拠
点

が
、
ま
た
、
国
際
レ
ベ
ル
の
音
楽
鑑
賞
の
殿
堂
が
整

っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
同
六
ト
年
「
音
楽
都

市
宣
言」

を
し
、

「楽
都
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て

一
広
踏
み
出
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
古
楽

の
鑑
賞
の
機
会
も
凶
唱
え
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
の
活
動

も

一
一層
感
ん
に
は
な

っ
た
が
、
音
楽
が
地
域
娠
輿
の

イ
ン
パ
ク
ト
に
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は
い
か
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
千
成
:
伝
目
、
ま
さ
に
降

っ
て
わ
い
た
よ

う
に
世
界
的
な
指
揮
者

・
小
津
征
爾
氏
か
ら

「松
本

を
本
拠
地
と
し
て
長
年
の
夢
で
あ
る
世
界
水
準
の
西

洋
音
楽
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
」
と
い
う
提

案
が
県
知
事
と
松
本
市
長
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の

音
楽
活
動
の
中
核
は
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ

l
ケ

ス
ト
ラ

(
S
K
O
)
と
い
う
構
想
に
関
係
者
は
夢
で

は
な
い
か
と
、
耳
を
疑

っ
た
。

松
本
市
収
入
役

坪
田
明
男

小
淳
氏
は
、

「
日
本
に
は
西
洋
音
楽
の
伝
統
と
い

う
も
の
は
な
い
が
、
音
山
柏
木
の
必
礎
を
習
得
し
本
場
凶

洋
で
経
験
を
踏
め
ば
、
必
ず
西
洋
人
に
負
け
な
い
背

楽
家
に
な
れ
る
」
と
い
う
放
斎
藤
秀
雄
教
授
(
桐
朋

学
園
創
設
者
の
.
人
で
、
小
津
氏
の
恩
師
)
の
瑚
念

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
特
定
の
地
万
都
市

を
ホ

l
ム
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
叶
一
回
介
に
向
け
て

S
K

O
に
よ
る
本
格
的
な
音
来
を
発
信
し
た
い
と
構
想
を

練

っ
て
い
た
。

こ
れ
を
実
現
す
る
本
拠
地
の
条
件
と
し
て
は
、
か

つ
て
斎
藤
先
生
の
指
導
の
も
と
で
厳
し
い
夏
季
合
宿

を
し
た
軽
井
沢
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
良
い
地
方
都

市
で
、
良
い
ホ

1
ル
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
音
楽

が
盛
ん
な
上
地
柄
で
あ
り
、

「
日
本
を
代
表
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
都
市
」
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
。

松
本
は
こ
う
し
た
ハ

l
ド
、
ソ
フ
ト
に
わ
た
る
都

市
機
能
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と
し
て
、
同
年
十

一

月
に
正
式
に

「
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

(
S
K
F
)」
が
、
将
来
に
わ
た
り
松
本
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
こ
れ
は
、

天
恵
の
自

然
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
築
き
上



げ
て
き
た
「
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
評
価
さ
れ
た

瞬
間
で
あ
り
、
こ
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に
松
本
市
民

は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
が
歓
喜

の
声
を
上
げ
た
。

演
目
は
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

同
四
年
八
月
に
閉
幕
し
た

S
K
F
は
、
今
年
で
十

回
目
を
数
え
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
室
内

楽
か
ら
な
る
こ
の
音
楽
祭
は
、
す
べ
て
の
演
目
が
松

本
で
制
作
さ
れ
、
練
習
を
屯
ね
初
演
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
毎
問
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
、
音
楽
祭
の
様
子
は

報
道
を
通
じ
海
外
に
も
伝
え
ら
れ
、
質
の
高
い
洗
練

さ
れ
た
音
楽
祭
と
し
て
一評
価
さ
れ
て
い
る
。

S
K
F
の
総
監
督
を
務
め
る
小
淳
氏
は
、
こ
の
音

楽
祭
を
通
じ
て
子
供
の
音
楽
教
育
に
情
熱
を
傾
け
て

い
る
。
そ
の

一
つ
は
「
子
供
の
た
め
の
音
楽
会
」
で
、

毎
阿

一
万
四
千
人
に
及
ぶ
県
下
の
小
学
生
が
、

s
k

O
の
生
演
奏
を
鑑
賞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
選
ば
れ
た
地
元
の
小
中
学
生
が
オ
ペ
ラ
の
舞

台
に
登
場
す
る
な
ど
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
試
み

を
は
じ
め
、
地
元
の
学
生
や
ア
マ
チ
ュ
ア
を
対
象
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
(
教
室
)
を
開
催
す
る
な
ど
、
回
を
重

ね
る
に
つ
れ
、
演
奏
家
と
地
元
の

一
体
感
が
培
わ
れ

特集=音楽でまちおこし

て
き
た
。

音
楽
祭
を
陰
で
支
え
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
特

筆
さ
れ
る
。
閉
幕
当
初
か
ら
、

S
K
F
松
本
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
会
員
数
は
四
百
人

に
及
ぶ
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売
や
会
場
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、

長
期
に
わ
た
る
音
楽
関
係
者
の
滞
在
が
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
・
交
流
が
行
わ

方
の
立
て
役
者

れ
て
お
り
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

で
も
あ
る
。

今
後
の
展
望

十
年
の
歳
月
を
経
て
、
課
題
は
何
か
。
運
営
組
織

は
市
が
常
設
課
を
設
け
、
音
楽
祭
の
時
期
に
は
県
や

民
間
ス
タ

ッ
フ
が
参
画
す
る
実
行
委
員
会
を
構
成
し

て
い
る
。
私
は
初
代
の
国
際
音
楽
祭
推
進
室
長
を
務

め
た
が
当
初
は
戸
惑
い
も
あ

っ
た
。
年
々
ノ
ウ
ハ
ウ

を
菩
積
し
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
て
は
い
る
が
、

徐
々
に
民
間
に
シ
フ
ト
し
、

一
層
市
民
が
支
え
る
音

楽
祭
へ
の
道
の
り
を
議
論
す
る
時
期
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

資
金
面
で
は
市

一
億
三
千
万
円
、
県
が

一
億
円
、

企
業
メ
セ
ナ
な
ど
に
よ

っ
て
毎
年
四
位

1
六
億
円
規

模
の
財
源
を
賄

っ
て
い
る
が
、
経
済
不
況
の
中
で
民

間
か
ら
の
財
源
調
達
も
限
界
が
見
え
る
。
世
界
の
音

楽
文
化
を
担
う
立
場
に
立
っ
て
、
引
き
続
き

一
定
の

行
政
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。

音
楽
の
ま
ち
、
「
楽
都
」
へ
の
展
望
は
ど
う
か
。

そ
も
そ
も
「
音
楽
都
市
」
と
は
ど
の
よ
う
な
都
市
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
音
楽
祭
を
地
域
お
こ
し
の
イ

ン
パ
ク
ト
と
し
て
い
る
都
市
は
少
な
く
な
い
。
観
光

誘
客
を
狙
い
と
す
る
も
の
、
音
楽
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
た
研
究
発
表
型
の
も
の
、
さ
ら
に
海
外
で
は
、

作
曲
家
の
生
誕
地
や
ゆ
か
り
の
地
で
、
こ
れ
を
顕
彰

す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
な
ど
性
格
、
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
単
に
音
楽
祭
の
ホ

l
ム
・
タ

ウ
ン
を
担
う
だ
け
で
は
い
け
な
い
。

S
K
F
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
の
音
楽
に
対
す
る

関
心
が

一
層
高
ま
り
、
ま
た
、
小
中
学
校
の
吹
奏
楽

は
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
波

(上)サイトウ・キネン歓迎パレード合同演奏会(松本減庭問)
(下)ふれあいオーケストラコンサート1100人の合唱J(松本総合体育館)及

効
果
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
オ
ペ
ラ
や
少
年

少
女
合
唱
団
の
育
成
な
ど
、
市
民
自
ら
が
手
づ
く
り

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
愛
好
者
の
底
辺

を
拡
大
し
た
い
。
音
楽
は
民
族
、
信
条
、
人
種
を
超

え
て
人
び
と
や
二
つ
に
結
び
つ
け
る
。
市
民
の
聞
に

音
楽
を
愛
す
る
感
性
を
養
う
こ
と
、
そ
の
も
の
こ
そ

が
「
音
楽
都
市
」
へ
の
早
道
か
も
し
れ
な
い
。
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愛
知
交
響
楽
団
を
中
お
に
ま
ち
づ
く
り

市
民
・
音
楽
家
・
行
政
が
協
働
で

愛
知
県
尾
張
北
部
に
位
置
す
る
岩
倉
市
は
、
市
く

か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
戦
国
武
将
・
山
内

一
世
や
山
行
合
繊
国
家
の
名
残
を
今
に
伝
え
、
ま
た
、

春
の
桜
ま
つ
り
、
夏
の
山
市
ま

つ
り
で
は
三
台
の
山

市
が
旧
街
道
を
練
り
歩
く
な
ど
、
歴
史
の
香
り
向
い

ま
ち
で
あ
る
。
市
の
小
心
部
を
流
れ
る
五
条
川
は
、

県
内
屈
指
の
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
両
岸
を
埋

め
尽
く
す
桜
並
木
は
、

「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
百
選
」

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

市
減
は
県
内
で
も

っ
と
も
狭
い

一
0
・
間
九
平
方

J
、
そ
の
中
で
約
四
万
八
千
人
の
人

nを
抱
え
た
名

市
屋
市
近
郊
の
住
宅
都
市
と
い
う
特
徴
を
持
つ
本
・
市

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
に
あ

る
。
「
盟
か
な
心
と
協
働
に
よ
る
成
熟
し
た
市
民
社

会
を
め
ざ
す
」
を
第
三
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に

掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
音
楽
文
化
の
振
興
、
自

然
環
境
の
保
全
や
創
造
、
都
市
基
盤
整
備
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
実
泊
し
て
い
る
。

今
は
物
中
心
か
ら
、
や
す
ら
ぎ
、
い
き
が
い
、
ゆ

と
り
、
例
性
と
い

っ
た
心
を
大
切
に
し
た
生
前
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
市
民

が
住
ん
で
い
て
よ
か

っ
た
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う

よ
う
な
誇
り
と
夢
の
も
て
る
、
「
安
全
・
安
心
、
心

豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
市
政
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
新
し
い
都
市
文
化
の
創
造
と
し
て

「音
楽
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
市
民
と
協
働
で
進
め
て
い
る
。

ま
ち
の
財
産

平
成
元
年
度
、
練
習
場
を
探
し
て
い
た
名
古
屋
の

プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
」

(
当
時
は
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団
)
に
市
の
施
設

を
鯨
宵
場
と
し
て
無
償
提
供
す
る
訴
が
持
ち
上
が

っ

た
。
こ
れ
を
契
機
に
翌
年
度
か
ら
同
交
響
楽
団
を
小

心
と
し
て
小
中
学
校
音
楽
鑑
賞
会
、
地
区
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
数
々

の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
、
市
民
・
音
楽
家
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
、
市
民

が
主
役
の
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
、
卜
年
度
に
文
化
庁

「文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
(
卜
A

一.

年
度
か
ら
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
の
地
域
芸
術
文
化

活
性
化
事
業
「文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
変
更
)
。

ま
た
、

岩
倉
市
生
涯
学
習
課
係
長

今
枝
幹
夫

現
在
、
同
交
響
楽
団
の
音
楽
活
動
は
ま
ち
の
財
産
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
音
楽
に
か
か
わ
る
本
市

の
主
な
取
り
組
み
を
事
業
名
の
み
紹
介
す
る
と
・
・
・
。

行
政
に
よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
音
楽
祭

「中学校音楽鑑賞事業j生徒の代表が指揮者に挑戦

(九
年
度
か
ら
運
営
を
岩
倉
市
音
楽
述
盟
に
委
託
)
、

生
斑
学
宵
講
座
(
民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
て
市
役
所
ロ
ビ

l
コ
ン
サ
ー
ト
、
市
民
コ

ン
サ
ー
ト
、
市
民
芸
術
劇
場
、
音
楽
療
法
、
シ
ン
ボ



ル
ロ

l
ド
「
音
の
ア

l
ト
」
整
備
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

委
託
事
業

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
へ
の
委
託
事
業
と
し

て
は
市
内
小
中
学
校
の
音
楽
鑑
賞
会
、
各
種
コ
ン
サ

ー
ト
(
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
、
地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
岩
倉
駅
コ

ン
サ
ー
ト
、
市
民
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
て
友
好

都
市
福
井
県
和
泉
村
で
の
文
化
交
流
音
楽
鑑
賞
会
、

小
中
学
校
の
音
楽
ク
ラ
ブ
、
市
民
吹
奏
楽
団
の
指
導

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
委
託
事
業
で
は
な

い
が
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
岩
倉
第
九
演
奏
会
、

い
わ
く
ら
新
世
紀
を
う
た
う
会
の
演
奏
な
ど
地
域
の

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

特集=音楽でまちおこし

音
楽
作
品
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
る
。
楽
団
員
有
志
に

よ
る
保
育
園
演
奏
訪
問
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

市
民
に
よ
る
音
楽
文
化
活
動
で
は
、
岩
倉
市
音
楽

述
盟
、
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
、
岩
倉
第
九
演

奏
会
な
ど
の
実
行
委
員
会
、
五
条
川
野
外
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
が
あ
る
。
市
は
こ
れ
ら
の
活
動
に

対
し
て
ま
ち
づ
く
り
文
化
振
興
事
業
助
成
金
の
形
で

支
援
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
政
策
謀
題
を
研
究
す
る

「
行
政
の
文
化
化
研
究
会
」
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
設
立
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
専
門

家
と
市
民
を
交
え
た
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
研

究
委
員
会
」
で
検
討
を
重
ね
、
準
備
段
階
と
し
て
九
年

度
に
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ク
ラ
ス
を
設
立
し
た
。

以
後
、
練
習
を
重
ね
十
二
月
十
六
日
に
発
足
式
と

第

一
固
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
し
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
同

ひ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
特
徴
は
、
楽
器
が
弾
け
る
子
供
た

ち
だ
け
で
な
く
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
と
い

う
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
導
陣
に
迎
え
、
初
心

者
で
も
意
欲
の
あ
る
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
、
指
導

す
る
育
成
型
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

現
在
、
単
科
ク
ラ
ス
に
は
小
学
校
三
年
か
ら
中
学
校

三
年
ま
で
の
初
心
者
三
十
三
人
。
合
奏
ク
ラ
ス
は
小

学
校
四
年
か
ら
高
校
二
年
ま
で
の
経
験
者
凶
卜
五
人

の
計
七
十
八
人
が
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

音
楽
文
化
振
興
基
本
計
品

本
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
「
音
楽

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
努
め
て
き
た
。
市

民
や
音
楽
家
と
と
も
に

一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
音
楽
が
地
域
に
少
し
ず
つ
定
着

す
る
な
ど
、
そ
の
効
果
が
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

音
楽
文
化
が

一
層
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
に
す
る
た
め
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
も
う

一
度、

音
楽
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
そ
う
と
九
年
度
に
音
楽

文
化
振
興
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
音
楽
文
化

を
「
創
作
、
演
奏
、
鑑
賞
な
ど
多
面
的
な
音
楽
活
動

を
通
じ
て
蓄
積
、
形
成
さ
れ
た
文
化
」
と
定
義
し
、

「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
目
標
を
定
め
、
体

系
的
か
つ
戦
略
的
に
施
策
を
進
め
る
際
の
指
針
に
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
目
標
年
次
は
お
お
む
ね
十
年

先
を
想
定
し
て
い
る
。

目
下
、
地
域
の
芸
術
団
体
、
芸
術
系
大
学
、
音
楽

家
と
協
力
し
た
推
進
体
制
や
専
用
ホ

1
ル
な
ど
音
楽

活
動
施
設
の
整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

文
化
が
板
付
く
に
は
多
く
の
時
聞
が
必
要
で
あ

る
。
地
域
に
音
楽
と
い
う
文
化
が
十
分
に
伝
播
さ
れ

る
よ
う
な
創
造
的
な
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
本
市
で

は
生
涯
音
楽
学
習
の
振
興
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
と
く
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
育
成
、
人
づ
く
り
は
、
時
間
は
か
か
る
と
し
て
も

結
果
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
厚
み
と
広
が
り
を
持
た

せ
る
こ
と
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
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ス
ト
リ
ー
ト
、
、
、
ュ
!
ジ
ッ
ク
で
震
災
復
興

若
岩
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
目
指
す

長
田
区
は
、
六
甲
山
系
の
南
に
帯
状
に
広
が
る
神

戸
の
旧
市
街
地
の
西
に
位
置
し
、

J
R
お
よ
び
地
下

鉄
新
長
田
駅
周
辺
は
神
戸
の
西
の
副
都
心
に
な
っ
て

い
る
。

港
ま
ち
神
戸
で
長
田
区
は
、
造
船
や
鉄
鋼
な
ど
重

厚
長
大
産
業
の
関
連
中
小
企
業
や
、
地
場
産
業
で
あ

る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
製
造
業
が
軒
を
連
ね

発
展
し
て
き
た
。

商
庖
街
も
か
つ
て
は
大
変
な
活
況
を
呈
し
大
衆
文

化
が
花
開
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
郊

外
に
良
好
な
住
環
境
を
求
め
る
人
び
と
が
転
出
し
は

じ
め
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
い
わ
ゆ
る
イ

ン
ナ

l
シ
テ
ィ
問
題
が
顕
著
に
な

っ
て
い
た
。

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

こ
う
し
た
中
、
平
成
七
年

一
月
の
阪
神
淡
路
大
震

災
で
神
戸
市
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
と
く
に
長

田
区
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
市
街
地
の
密

集
す
る
南
部
地
区
で
は
か
な
り
の
広
い
エ
リ
ア
が
火

災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

区
の
人
口
は
ピ

l
ク
時
の
昭
和
四
十
二
年
に
は
約

二
十

一
万
人
だ
っ
た
が
、
震
災
直
前
に
は
約
十
三
万

人
、
最
近
で
は
約
十
万
五
千
人
に
ま
で
減
少
し
た
。

震
災
後
、
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
復
興
再
開
発
事

業
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
都
市
計
画
事
業
を
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
い
か
に
活
力

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
再
生
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

長
田
区
で
は
震
災
前
か
ら
区
内
の
文
化
団
体
と
連

携
し
て
、
区
庁
舎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
使
っ
て
毎
月
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
震
災
後
、
十
年
四
月
に
新
長
田

駅
前
再
開
発
ビ
ル
内
に
完
成
し
た
ホ

l
ル
(
ピ
フ
レ

ホ
l
ル
)
を
拠
点
に
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
て

き
た
。
音
楽
は
市
民
の
心
を
い
や
し
、
勇
気
を
与
え

て
い
る
。

十

一
年
か
ら
地
元
企
業
家
、
音
楽
関
係
者
、
行
政

が

一
体
と
な
っ
て
「
音
楽
の
ま
ち
長
田
」
構
想
を
ス

タ
1
ト
さ
せ
た
。

こ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
活
動
す
る
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ

ン
を
広
く
公
募
し
て
発
表
の
場
を
提
供
、
ま
ち
に
若

者
を
呼
び
戻
し
、
公
認
の
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ

l
ジ
ツ

長
田
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
係
長

川
野
欣
樹

ク
を
実
施
し
な
が
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
育
て
長
田
発
の
音
楽
が
発
信
で
き
れ
ば

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
立
ち
上
げ
と
し
て
、
十

一
年
五
月
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
長
田
区
内
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
キ

な
が
た

フ
リ

ま
ち
づ
く
り
夢
フ
エ
ス

タ
」
に
連
動
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
ス
ト
リ

ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
展
開
で
長
田
区
が

音
楽
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
区
民
に
問
い
掛
け
、
対

外
的
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

「
音
楽
の
ま
ち
長
田

そ
し
て
、
そ
の
直
後
の
五
月
二
十
三
日

か
ら
、
そ
の
こ
ろ
完
成
し
た
新
長
田
駅
前

広
場
を
使
っ
て
、

ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
を

月
二
回
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

当
面
、
大
阪
の
城
天
バ
ン
ド
(
大
阪
城

公
園
で
ス
ト
リ
ー
ト
演
奏
を
行
っ
て
い
る
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「
音
楽
の
ま
ち
長
田
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
オ
1
テ
ィ
シ
ョ
ン



ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
)
な
ど
を
招
致
し
て
、
新
長
田
駅

前
で
の
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
を
展
開
す
る

一
方
、
長

田
区
の
登
録
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
つ
く
ろ
う
と
、
十

一
年
八
月
末
に
第

一
回
日
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
た
。

応
募
は
京
阪
神
を
中
心
に
、
遠
く
は
愛
知
や
束
京

か
ら
と
幅
広
く
、
ま
た
、
バ
ン
ド
編
成
か
ら
弾
き
語

り
、
ロ

ッ
ク
、
ゴ
ス

ペ
ル
、
サ
ル
サ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

三
日
間
に
わ
た

っ
て
六
十
八
組
が
演
奏
し
、
審
査
の

結
果
、

三
十
六
組
を
登
録
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
そ
の
後
、

二
回
開
催
し
現
在
約
八

十
組
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

第

同
日
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
こ
ろ
、

新
長
田
駅
南
の
商
庖
街
が
連
携
し
、
約

一
カ
月
間
、

毎
日
曜
日
、

「復
興
大
バ
ザ

1
ル
」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
聞
い
た
。
こ
こ
で
登
録
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
が
各

街
角
で
演
奏
を
行

っ
た
。
こ
れ
が
駅
前
広
場
以
外
で

の
、
地
域
と
述
撹
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
減
奏
の
初
め
て

の
試
み
と
な

っ
た
。

そ
し
て
こ
の
バ
ザ

l
ル
を
き

っ
か
け
に
新
長
田
駅

南
エ
リ
ア
で
は
各
商
業
関
係
者
が
辿
携
し
、
有
志
の

グ
ル

ー
プ
、
ア
ス
タ
き
ら
め
き
会
(
ア
ス
タ
は
新
長

田
駅
南
復
興
再
開
発
事
業
区
域
の
愛
称
)
を
発
足
さ

せ
た
。

特集=音楽でまちおこし

福
祉
、
環
境
と
い

っ
た
問
題
と
と
も
に
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
な
り
、

フ
リ

1
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
開
催
に
合

わ
せ
て
街
角
で
の
登
録
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
他
地
域
で
も
登

録
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
の
要
請
を
受
け
る
こ
と

が
多
く
な

っ
て
い

っ
た
。

こ
う
い

っ
た
動
き
の
中
で
、
区
内
の
学
生
や
団
体

な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら

「
背
楽
の
ま
ち

長
田
構
想
」
を
策
定
し
、
目
指
す
べ
き
指
針
を
組
み

立
て
て
い

っ
た
。

さ
ら
に
復
興
再
開
発
エ
リ
ア
で
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の

「事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
も
ま
ち
に
に
ぎ

わ
い
を
」
と
の
願
い
か
ら
十
三
年
当
初
、
特
定
的
な
イ

ベ
ン
ト
ホ

1
ル

「
ア
ス
タ
ス
ク
ェ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
が
、
こ
こ
で
も
ラ
イ
ブ
演
奏
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
、
ゴ
ス
ペ
ル
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室
を
行
う
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

復
興
記
念
事
業

震
災
か
ら
七
年
目
を
迎
え
、
震
災
時
に
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
今

年

一
月
十
七
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
神
戸
で
は
市

内
全
域
を
会
場
に
神
戸
二
十

一
世
紀
・
復
興
記
念
事

業
が
開
催
さ
れ
た
。
期
間
中
は
震
災
時
の
支
援
に
対

す
る
感
謝
・
光

・
花
と
い
っ
た
テ

l
マ
で
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
が
、

長
田
区
で
は
と
く
に
ま

ち
に
に
ぎ
わ
い
を
と
、
地
元
団
体
、
商
業
者
な
ど
が
連

携
し
、
新
た
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
実
施
さ
れ
た
。

と
く
に
九
月
二
十
三
日
に
は

「長
旧
ラ
テ
ン
ミ
ユ

ー
ジ
ッ
ク

ス
ト
リ
ー
ト
」
と
し
て
開
放
的
で
ノ
リ

の
良
い
ラ
テ
ン
音
楽
を
メ

1
ン
に
長
田
区

の
南
部
エ
リ
ア
全
体
を
使

っ
た
音
楽
イ
ベ

ン
ト
が
聞
か
れ
た
。
ア
ス
タ
ス
ク
エ
ア
で

練
習
を
重
ね
た
地
元
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム

、ハ

ン
ド
も
演
奏
を
披
露
し
、
好
評
を
博
し
た
。

ま
ち
に
若
者
を
呼
び
戻
し
、

音
楽
で
活

気
づ
け
る
と
い
う
発
想
の
も
と
ス
タ
ー
ト

し
た

「
音
楽
の
ま
ち
長
田
」
構
想
だ
が
、

当
初
は
動
き
な
が
ら
考
え
る
、
い
わ
ば
手

探
り
状
態
で
、
果
た
し
て
う
ま
く
い
く
の

か
と
い
う
不
安
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
多

く
の
人
び
と
が
協
働
し
、
知
恵
を
出
し
合

っ
て
活
動
す
る
中
で
、
「
音
楽
の
ま
ち
長

凹
」
と
い
う
言
葉
が
少
し
ず
つ
地
域
に
線

付
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い

る
。

一
方
で
、

当
初
理
想
と
し
て
い
た
音

楽
産
業
の
興
隆
や
長
田
発
の
メ
ジ
ャ

ー
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
誕
生
な
ど
、

実
現
に
至

っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
震
災
復
興
に
ま
だ
ま
だ
謀
題

の
多
い
長
田
で
、
ま
ち
の
夢
、
魅
力
、
活

気
、
に
ぎ
わ
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と

き、

「音
楽
の
ま
ち
」
と
い
う
言
葉
は
こ

れ
か
ら
も
ま
ち
に
活

h
を
与
え
て
い
く
原

動
力
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
し
、
引
き
続
き

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
ち
か
ど
ラ
イ
ブ一
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類
例
な
さ
野
外
円
形
劇
場
バ
ス
ト
ラ
ル
ホ
l
ル

地
域
に
根
村
い
た
音
楽
文
化
活
動

、同
の
曲
一旦
か
さ
求
め
て

日
が
沈
む
こ
ろ
、
周
東
町
用
回
に
架
か
る
永
安
橋

に
立
っ

て
、
夕
日
を
眺
め
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く

「夕
焼
け
小
焼
け
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
聞
こ
え

て
く
る
。
橋
の
欄
干
に
は
、
歌
詞
が
刻
み
込
ま
れ
て

い
る
。
散
歩
途
中
の
老
夫
婦
が
立
ち
止
ま
り
、
そ
の

メ
ロ
デ
ィ
に
聞
き
入

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
の
ど
か
な

光
景
を
日
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
、
い
つ
も
音
楽

が
響
い
て
い
る
町
、
そ
れ
が
周
東
町
で
あ
る
。

山
口
県
の
東
部
、
島
田
川
上
流
玖
西
盆
地
に
位
置

す
る
周
東
町
は
人
口
約

一
万
五
千
人
の
文
化
の
事
咲

く
田
園
都
市
で
あ
る
。
出
ん
ぼ
に
は
毎
年
、
黄
金
色

の
稲
穂
が
こ
う
べ
を
垂
れ、

美
食
家
の
喉
を
う
な
ら

せ
る
。
ま
た
、
県
内
で
も
有
数
の
牛
肉
の
産
地
、
周

東
町
で
生
ま
れ
育
っ

た

「高
森
牛
」
も
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

町
で
は
、

平
成
二
年
か
ら
「
周
東
町
食
肉
フ
ェ
ア
」

と
題
し
た
食
の
祭
典
を
開
催
し
、
高
森
牛
の
丸
焼
き

や
豚
汁
、
維
飯
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

の
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
周
東
町
は
稲
作

と京国
産
を
基
幹
産
業
に

「農
林
畜
産
の
ま
ち
」
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。

急
激
な
社
会
の
変
化
で
私
た
ち
は
、

「
物
の
豊
か

さ
」
か
ら

「心
の
並
か
さ
」
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
れ
は
芸
術
・
文
化
に
よ
る
心
の
い
や
し
で
あ

る
。
心

い
や
さ
れ
た
い
と
き
、
小
高
い
丘
に
建
つ

「
い
つ
も
音
楽
が
響
い
て
い
る
町

・
周
東
町
」
の、

パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

l
ル
を
訪
れ
れ
ば
よ
い
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
想
い

青
空
の
下
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち

つ
放
し
が
す

が
す
が
し
い
印
象
を
与
え
る
野
外
劇
場
・
ア
ン
フ
ィ

シ
ア
タ
ー
は
収
容
人
員
千
五
百
人
。
頭
上
の
空
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
歌
声
を
耳
に
す
る
と
、
周
囲
の
自
然
と

の
調
和
が
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
演
奏
者
と
観
客
の

聞
に
心
地
よ
い
空
間
が
う
ま
れ
る
。

ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
は
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
建
設
、
平
成
六
年
オ
ー
プ
ン

し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
延
べ

面
積
三
千
八
百
平
方

M
、
高
さ

一
八
・
五

M
。
外
観

周
東
町
企
画
課

山
口
祐
司

抱戚づくり2001年12月号⑨20

は
円
筒
形
と
三
角
形
に
な

っ
て

お
り
、
総
事
業
費
は
約
十
八
億

円
。外
部
か
ら
の
音
を
遮
断
し
、

立
H

や
振
動
が
内
部
に
伝
わ
ら
な

い
独
立
し
た
構
造
は
、

音
楽
を

満
喫
で
き
る
こ
と
ま
ち
が
い
な

し
。
そ
の
た
め
野
外
コ
ン
サ
l

ト
や
演
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど
幅
広

い
催
し
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

先
日
、
ア
ン
フ
イ
シ
ア
タ
ー

に
立
ち
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
観
客

席
を
眺
め
て
い
る
と
ス
テ
ー
ジ

の
西
側
の
山
に
夕
日
が
沈
も
う

と
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
ス
テ

ー
ジ
を
想
像
し
て
み
た
。
静
か

な
夕
暮
れ
と
と
も
に
暗
閣
が
辺

り
を
支
配
し
、
音
楽
が
鳴
り
、

劇
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
ん
な
に
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
光

景
を

H
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
想
い
を
抱
け

夕
映
え
の
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル



る
と
こ
ろ
な
の
だ
。

周
束
町
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

l
ル
は
、
ア
ン
フ
ィ
シ
ア

タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
五
百
席
な
が
ら
木
の
混
か
み

に
よ
り
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

l
ル

を
備
え
て
い
る
。
t
H
特
の
・
川
氏
さ
は
、
抜
砕
で
あ
る
。

ホ
l
ル
内
の
ど
の
席
に
贈
ろ
う
と
も
、
生
演
奏
の
迫

力
が
体
感
で
き
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
演
奏
者
と

一
体
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
ー
ル
開
館
の
日
一主
と
し
て
全
問
問
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
指
間
押
し
た
三
校
成
彰
氏
も

「
そ
れ
に
し
て
も
い

い
ホ

l
ル
で
す
ね
。
音
響
も
い
い
し
、
パ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
、
控
室
、
す
べ
て
が
と
て
も
い
い
」
と
、
絶
賛
さ

れ
た
。
ホ
l
ル
の
完
成
で
町
民
の
文
化
・
芸
術
に
対

す
る
立
識
が
変
化
し
、
感
性
が
高
ま

っ
て
い

っ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
を
歌

っ
て
楽
し
む
ホ

l
ル
か
ら
心
か
ら
う

っ
と
り
す
る
よ
う
な
音
楽
を
楽
し
も
う
と
す
る
感
性

が
芽
生
え
、
今
、
大
き
な
財
産
と
な

っ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

施
設
監
備
と
同
時
に
、

立日
楽
文
化
を
周
東
町
に
根

付
か
せ
よ
う
と
す
る

R
Eの
手
で
、
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

ー
ル
の
専
属
楽
団
「
パ
ス
ト
ラ
ル
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
結
成
さ
れ
た
。
ホ
ー
ル
の
公
共
性

を
考
え
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン

ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い
前
動
を
楽
団
の
基
本
と
し
て
い

る
。
一

般
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
な
く
、
地
元
の
人

が
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

i
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

っ
て、

特集=音楽でまちおこし

と
も
に
楽
し
み
音
楽
に
つ
い
て
学
ぶ
演
奏
会
を
企
画

し
続
け
て
い
る
。

ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
都
市
部
へ
の
府

者
の
流
出
と
は
逆
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
自
分
た
ち

の
活
動
の
場
を
求
め
る
若
者
に
よ
り
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

ー
ル
で
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
集

団
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
々
の
経
験
や
考
え
・
万
の
描

を
埋
め
て
い
く
の
に
二
年
を
要
し
た
が
、

今
で
は
自

分
た
ち
が
周
東
町
の
文
化
の
発
信
者
だ
と
い
う
信
念

で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

昨
年
六
月
策
定
し
た
第
四
次
周
東
町
長
期
総
合
計

画

「周
東
と
き
め
き
プ
ラ
ン
幻
」
で
は
、
文
化
創

造
と
生
涯
学
習
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し

て
掲
げ
、

ス
ト
ラ
ル
ホ

ー
ル
を
主
会

場
と
し
た
周

東
オ
リ
ジ
ナ

ル
芸
術
祭
の

開
催
を
計
画

し
て
い
る

。

町
民
に
と

っ

て
の
発
表
、

視
聴
、
観
覧

の
機
会
が
増

え

る

こ

と

で
、
町
民
相

互
の
交
流
や

文
化
向
上
に

役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
見
て
、
聞
い
て
感
じ
る
文
化

と
、
歌

っ
て
、
踊

っ
て
、
体
感
す
る
文
化
と
が
融
合

す
る

「と
き
め
き
の
町
・
周
東
町
」
独
自
の
文
化
が
、

町
民
の
手
に
よ
り
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

交
流
人
ロ
増
え
る

全
国
各
地
で
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
て
い
た
ひ
と
昔
前
、

ノT

同
点
町
は
ブ

l
ム
に
来

っ
て
ホ

l
ル
を
終
備
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
周
束
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
、

若
者
が
わ
が
町
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
た
め
、
そ
し

て
、
何
よ
り
も
周
東
町
民
が
周
東
町
の
文
化
、
芸
術

に
触
れ
、
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

る
た
め
に
、
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
整
備
後
も
若
者
の
都
会
へ
の
流
出
は
な
お

続
い
て
い
る
が
、
あ
る
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

交
流
人
口
の
明
加
で
あ
る
。
町
外
、
は
て
は
広
島
な

ど
県
外
か
ら
の
来
場
者
も
多
く
い
る
。
ま
た
、
パ
ス

ト
ラ
ル
ホ

l
ル
で
演
奏
を
聞
い
た
人
に
よ
る
口
コ
ミ

が
、
交
流
人
口
の
増
加
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

耳
を
澄
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
子
供
た
ち
の
歌
声
や
小
鳥

の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
く
る
。

こ
れ
か
ら
の
周
東
町
が
円
指
す
道
。
そ
れ
は
、

「
幸
せ

生
き
が
い
と
き
め
き
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
る
。

文
化
・
芸
術
大
国
日
本
の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
輝

く
町
・
周
東
町
は
、
輝
き
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
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お

国

南
北
二
百
キロ
、
四
季
折
々
の
風
情
に
満
ち
た
石
川

の
楽
し
み
は
幾
つ
も
あ
る
が
、
初
夏
の
山
菜
、
秋
の

き
の
こ
採
り
は
格
別
。
と
く
に
き
の
こ
の
在
り
か
は
、

生
前
は
わ
が
子
に
す
ら
教
え
ず
、
大
往
生
の
際
に

一

子
相
伝
す
る
ん
だ
そ
う
な
。
ほ
ん
ま
か
い
な
。

実

話

そ

@ 

の

と
あ
る
酒
席
、
能
登
の
古
老
が
「
あ
ん
ま
り
飲
み

な
さ
ん
な
。
朝
四
時
に
起
き
て
、
裏
山
に
苔
採
り
に

い
か
ん
か
い
ね
」
と
。
「
早
起
き
苦
手
」
と
渋
る
小

生
に
「
苔
は
嫌
い
か
」
は
あ
「
苔
は
う
ま
い
ぞ
」
え

っ
「
焼
く
の
も
い
い
が
お
汁
の
具
が

一
番
や
」

・:
。

都
会
育
ち
の
た
め
、
庭
石
に
む
す
苔
に
は

一
種
憧
れ

が
あ
っ
た
が
、
苔
を
食
す
ほ
ど
能
登
の
人
は
貧
し
か

っ
た
の
か
と
近
代
日
本
の
矛
盾
に
憤
り
な
が
ら
も
、

丁
重
に
お
断
り
。
残
念
そ
う
な
若
人
の
顔
。
数
日
後
、

門
外
不
出
の
苔

(
き
の
こ
)
の
楽
し
み
を
教
え
て
く

れ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
知
っ
て
、
小
生
が
老
人
以
上

に
残
念
が
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

実

話

そ

の

@

能
登
と
い
え
ば
新
空
港
。
リ
ス
ト
ラ
に
同
時
多
発

田
谷
聡

石
川
県
企
画
開
発
部
長

り

の

失

テ
ロ
が
重
な
っ
た
航
空
会
社
に
十
分
な
就
航
を
お
願

い
す
る
の
が
目
下
の
急
務
。
「鳴
呼
き
つ
い
き
つ
い
」

と
の
青
息
吐
息
を
見
か
ね
て
、
金
沢
の
経
済
人
が
慰

労
し
て
く
れ
た
と
き
の
こ
と
。
人
酒
、
酒
酒
、
酒
人
。

酒
に
飲
ま
れ
で
も
う
限
界
と
い
う
と
き
に
「
あ
ん
た

若
い
け
ど
、
一
泊
が
き
つ
い
や
ろ
う
」
十
年
前
な
ら
杯

を
重
ね
た
だ
ろ
う
が
、
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
「
仕

事
も
猶
も
き
つ
い
(
し
ん
ど
い
)
で
す
わ
」
と
懐
に

飛
び
込
ん
だ
つ
も
り
が
「
そ
や
ろ
、
も
っ
と
飲
め
飲

め
」
:
・。
な
ん
て
意
地
悪
な
ん
や
ろ
か
。
結
局
二
日

酔
い
の
頭
で
「
き
つ
い
(
強
い
ご
と
知
ら
さ
れ
た

の
は
翌
朝
の
こ
と
。
仕
事
は
き
っ
く
(
強
く
)
な
い

ん
で
す
け
ど
:-
O

Z
白

実
色
恋
も
の
を
こ
の
辺
で

一
つ
。
小
学
時
代
の
友
人

の
工
場
進
出
を
祝

っ
て
、
地
元
加
賀
温
泉
郷
で
芸
妓

あ
げ
て
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
。
お
開
き
間
近
に
、
妙

齢
の
お
姉
様
が
「
ね
え
部
長
さ
ん
、
今
晩
く
ど
い
て

も
い
い
」
と
に
じ
り
寄
る
。
あ
の
純
朴
な
北
陸
気
質

は
ど
こ
へ
い

っ
た
の
か
と
嘆
く
わ
け
も
な
く
、
大
い

そ

@ 

の

敗
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に
期
待
し
た
と
こ
ろ
、
「
景
気
悪
く
っ
て
お
客
さ
ん

が
全
然
な
の
よ
う
」
ふ
う
ん
「
他
に
い
い
仕
事
な
い

か
し
ら
」
ド
キ
ッ
、
「
公
務
員

っ
て
良
い
わ
よ
ね
え
」

ざ
ん
ま
い

は
あ
。
延
々
と
続
く
愚
痴
三
味
。
な
ん
か
違
う
ん
じ

ゃ
ね
え
か
と
思
い
き
や
、
結
局
パ

l
で
カ
ク
テ
ル
ご

馳
走
し
て
さ
よ
う
な
ら
。
「
く
ど
く
(
ぽ
ゃ
く

・
凪

痴
を
こ
ぼ
す
と
の
意
味
だ
そ
う
で
、
い
ま
さ
ら
わ

が
至
ら
な
さ
を
愚
痴
っ
て
み
て
も
仕
方
な
い
夏
の
夜

の
修
き
夢
で
あ
っ
た
。

主
主

3
葉
や
文
化
の
違
い
は
ほ
ん
と
に
難
し
い
。
単

一一二

E
一
民
族
の
他
愛
も
な
い
話
で
こ
れ
だ
か
ら
、

国
際
社
会
で
政
治
や
宗
教
が
絡
め
ば
な
お
さ
ら
厄
介

な
は
ず
で
あ
ろ
う
。
近
年
、
公
立
大
学
で
異
文
化
問

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
大
流
行
と
い
う
の
も

う
な
ず
け
る
。

わ
が
故
郷
の
先
人
柳
田
国
男
翁
は
外
交
官
の
経
験

れ

u'本
・

か
ら
民
俗
学
を
聞
い
た
。
お
因
説
り
の
失
敗
か
ら
国

際
社
会
に
思
い
を
は
せ
る
の
も
よ
か
ろ
う
と
、
不
惑

の
年
を
目
前
に
大
い
に
惑
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

読
者
の
皆
さ
ん
の
他
山
の
石
と
な
る
こ
と
を
。



め ざみのIト 山形県飯酬
人の心にゆとりと安らぎを呼び起こし、老若男女から愛される

音楽をテーマにまちづくりを進めている。文化の薫り高い町にしよ

うという住民の熱意から誕生したイメ ジゾンク「めざみ」をはじ

め、女声コーラスグル プの結成 ・音楽祭の開催など子供から大人

まで音楽に親しんでいる。



ノミンブ一オ一ケストラ=f.佐庄T釘rP'胤 7背T蹴娠村
竹楽器を使ったアマチュアでは、最初のオ

ーケストラ。小学生から大人まで世代を超えて演

奏活動を行っている。楽器は、10種類ほどでほ

とんどが手作り。材料にもこだわり地元の竹を使

用してし唱。自然からの恵み、竹楽器の持つ素朴

でなつかしい、そして幻想的な音色は、不思議と

聞く人を魅了する。

イタ1}7;t，即時アカデミー=
l岐J'rl県内111町

パイプオルガンの建造家が白川町に移住しでから

「国際交流と音楽のまちづくりJに取り組んでい
る。イタリアオルガン音楽アカデミーが国際音楽

フ工スティ 1¥ルの一環として行われ、毎年全国各

地から35人が参加。その中から最優秀者を選考

し、イタリア・ピストイア市で聞かれるオルガン

アカデミーに招待している。



定番になっているウィーン宣曹輩団ヨハン・
シュトラウス アンサンブレの二ューイヤ
コンサート

カウベルト山:与取県東11'111汀
農協が経営するカウベルホールでは、ピアノコンクールで

中高校生部門のグランプリに和牛の子牛を一頭、小学生部門に

は、乳牛の子牛一頭を贈呈する。秋の収穫祭音楽祭では演奏会

の休憩時間に地元のハム・ソーセージや梨ワイン・二十世紀梨

などが振る舞われる。

l込"11コンクール=愛媛県三瓶町
1=1私たちが最初に触れた音楽。それは母に抱カか、れた子守歌

だつたので、はなカか、ろうカかれ、、。

美ししい、リJ、一モニ一カがず吐I地也域の人ひぴ.とを感動させ、全国の人びとの

共感を呼ぶ。当町出身の詩人宮中雲子先生(第8回サトウハチ

口一賞受賞)の協力で平成10年から日本の合唱コンクール、宮

中雲子音楽祭を実施している。

岡I民オーケストラ=~凶地砂原町
J さわらウインドオーケストラは「音楽のある町は平和で文

化のある町に育つ」との願し、を込めたまちづくりを目指して平

成6年、町民オーケストラとして発足した。町内各種イベン卜へ
花を添えるとともに、自主的に幼稚園や老人ホ ムへ訪問する

など、音楽いっぱいのまちづくりを実践している。

雅栄体験教室=崎一側 11円市
世界で最も古いオーケストラといわれる雅楽。昭和54年

に設立された雅楽天神会は、宮内庁式部職楽部楽長補を主任

講師に十召し、て活動し雅楽を通して青少年育成と国際文化交流を

行っている。とくに中高校などに出向いて体験教室を聞くなど

普及にも努めている。地元はもとより茨城、神奈川県などでの

出前学習は好評だ。

h 



太 肢の里=刷附任市

日本の祭りには欠かせない和太鼓。江

戸時代初期の慶長年問、加賀藩の招請を受け

た矯磨の国の太鼓師か現在の松任市で創業し

たことで太鼓の里に。中でも原木の切り出し

から仕上げに至るまで一貫生産する大太鼓は

全国の7割のシェアを持つ。勇壮な炎太鼓は

国内はもとより海外でも数多く公演している。



司

az--、
と
も
な
る
と
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

刈
引

H=ノ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。
こ
こ
十
年
近

く
、
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
紙
面
で
の
発
信
に

か
か
わ

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
実
に
大
変
。

情
報
が
集
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
。
ち
ゃ
ん
と

P
R
し
て
い
る
」
と
い
う
反
論
や

「
予
算
が
な
く
て

P
R
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
」
と

い
う
戸
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
そ
こ
で
ひ
と
つ
、

発
信
す
る
側
か
ら
見
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
、
っ
。

そ
の
前
に
、
ま
ず
新
聞
の
中
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
実
情
を
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば
、

A

町
で
×
月
×
日

x
時
か
ら

B
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
す
る
。
内
容
は
こ
れ
こ
れ
。
記
事
に
し
て
数
行
。

数
十
ペ
ー
ジ
の
新
聞
の
中
で
は
わ
ず
か
な
も
の
だ

し、

書
く
の
も
簡
単
だ
。
た
だ
し
、
前
も

っ
て
こ
の

情
報
が
担
当
者
に
届
い
て
い
れ
ば
の
話
。

も
し
担
当
者
が
情
報
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ

の
わ
ず
か
数
行
を
州
り
起
こ
す
の
に
何
時
間
も
か
か

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
熊
本
に
は
九
十
凹
の
市

町
村
が
あ
る
が
、
へ
た
を
す
る
と
全
部
の
市
町
村
に

問
い
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
こ
の
情
報
は
得
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
主
催
者
が
地
域
の
青
年
団
や
地
域

お
こ
し
グ
ル
ー
プ
だ

っ
た
り
し
た
ら
、
そ
れ
で
も
情

報
を
キ
ャ

ッ
チ
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
会
場
が
使

用
予
定
の
わ
か
る
既
存
の
施
設
で
な
く
、
河
川
敷
と

か
原
野
だ

っ
た
り
す
れ
ば
、
も
う
お
手
上
げ
だ
。

別
に
情
報
集
め
の
大
変
さ
を
強
調
し
た
い
わ
け
で

コラム

は
な
い
。
こ
う
考
え
て
み
て
ほ
し
い
の
だ
。
あ
な
た

が
新
聞
社
の
情
報
而
担
当
者
で
、
す
で
に
手
元
に
紙

面
を
作
る
だ
け
の
情
報
が
あ
る
と
す
る
。
さ
て
、
ど

う
す
る
か
。
あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
情
報
探
し

に
、
そ
の
う
え
、
何
時
間
も
か
け
る
だ
ろ
う
か
。

せ

っ
か
く
が
ん
ば

っ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
し
、
広
く
集

客
し
た
い
が
そ
れ
ほ
ど
の
知
名
度
は
な
い
。

P
R
予

算
も
、

宣
伝
に
割
け
る
入
手
も
な
い
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
主
催
者
か
ら
そ
ん
な
話
を
聞
け
ば
、
こ

う
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
フ
ァ
ク
ス
一
枚
で
い
い
ん
で
す
」

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
か
」。

そ
れ
だ
け
わ
か
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ
て
肉
付
け
す
る

の
は
担
当
者
の
仕
事
だ
し
、
難
し
く
も
大
変
で
も
な

い
。
メ
モ
書
き
程
度
の
フ

ァ
ク
ス

一
枚
で
、
掲
載
の

維
率
は
格
段
に
高
く
な
る
と
言
っ

て
い
い
。

付
け
加
え
る
な
ら
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
攻
撃
が

さ
ら
に
効
果
的
。
新
聞
社
は
情
報
の
入
り

uを
い
く
つ
も
持

っ
て
い
る
か
ら
、
掲
載

熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
委
員

隈
部
一
雄

a
-
司

.

.
 

aaa--

を
希
望
す
る
紙
面
や
コ
ー
ナ
ー
の
担
当
部
局
を
確
認

し
て
、
そ
こ
あ
て
に
送
信
す
る
。
代
表
屯
話
で
i

尋
ね

れ
ば
、
た
い
て
い
教
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
そ
の
フ

ァ
ク
ス
が
主
催
者
の

「一

生
懸
命
」
が
伝
わ
る
も
の

な
ら
、
放

っ
て
は
お
け
な
い
、
と
い
う
気
に
さ
せ
る
。

そ
の

一
枚
を
新
聞
社
だ
け
で
な
く
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
局
、
フ
リ

1
ペ
ー
パ
ー
、
タ
ウ
ン
誌
、
さ
ら
に
は

他
県
の
メ
デ
ィ
ア
に
送

っ
て
も
い
い
わ
け
だ
。
十
社

に
送

っ
て
半
分
の
社
が
紹
介
し
た
だ
け
で
も
、
費
用

対
効
果
(
苦
労
対
効
果
と
も
一言っ

て
も
い
い
)
は
相

当
な
も
の
だ
。
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
れ
ば
、
き
ょ

う
、
あ
す
か
ら
で
も
で
き
る
作
戦
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
イ
ベ
ン
ト
の
中
身
が
大
切
な
こ
と
は

27⑨氾鴎づくり2001年12月号
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テ
ア
ト
ロ
ン
と
ブ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
ぬ
育
む
音
楽
施
設
を
整
備

推
古
天
皇
の
こ
ろ
の
創
建
と
言
わ
れ
る
四
国
八
十

八
カ
所
、
名
刺
志
度
寺
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
き

た
志
度
町
は
、
近
年
は
高
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、
ま
た
、
臨
海
工
業
団
地
、
内
陸
工
業
団
地
、

徳
島
文
理
大
学
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
産
業
や
教
育
、

さ
ら
に
は
瀬
戸
内
海
の
優
れ
た
景
観
を
有
す
る
大
市

半
島
、
平
賀
源
内
旧
邸
、
志
度
音
楽
ホ

l
ル
と
い

っ

た
観
光
振
興
で
も
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
恭
本
理
念
に
「
町
民
生
活
の
優
先

と
文
化
創
造
」
を
掲
げ
て
、
す
べ
て
の
住
民
が
人
間

と
し
て
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
平
和
で
人
と
人
と
の
愛
と
連
帯
が
大
切

に
さ
れ
る
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
住
民
が
親
し
ん
で
き
た
「
水
」
、
並

か
な
自
然
を
象
徴
す
る
「
緑
」
、
志
度
寺
や
桐
下
駄

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
歴
史

・
伝
統
」
、
さ
ら
に
、

関
西
国
際
空
港
、
瀬
戸
大
橋
、
新
高
松
空
港
の
開
通

や
開
港
に
ア
ク
セ
ス
す
る
高
規
格
道
路
の
整
備
、
明

石
海
峡
大
橋
、
四
国
横
断
自
動
車
道
な
ど
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
か
ら
の
町
発
展
の
「
夢
」
を
も
と
に
、
将
来

の
都
市
像
を
「
海
・
緑
・
ロ
マ
ン
文
化
都
市
・
シ

ド
」
と
設
定
し
、
都
市
化
を
進
め
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
風
の
劇
場

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の

一
角
で
あ
る
大
串
半
島
の

先
端
部
に
建

設
し
た
志
度

野
外
音
楽
広

場
「
テ
ア
ト

ロ
ン

」
lま

ギ
リ
シ
ャ
の

劇
場
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た

施
設
で
、
石

の
い
す
席
五

千
と
芝
生
席

五
千
の
計

一

万
人
の
収
容

能
力
を
誇
る
。
ギ
リ
シ
ャ
風
に
し
た
の
は
、
瀬
戸
内

海
の
気
候
が
地
中
海
と
似
て
お
り
、
実
存
の
野
外
劇

場
に
な
ら
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
直
径
二
十
六

M
の
円

形
で
、
総
事
業
費
は
約
四
億
八
千
万
円
。
平
成
三
年

志
度
町
企
画
課
長

石
原
龍
仁

完
成
し
た
。
ロ
ッ
ク
、
レ
ゲ
ェ
、

ジ
ャ
ズ
な
ど
の
演

奏
は
、
毎
年
、
夏
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
お
り
、
多
く
の
若
者
が
夢
を
追
っ
て
集
ま
り
、
タ

閣
の
中
、
演
奏
者
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
幻
想
的
な

一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ピ
ッ
ツ
や

S
P
E
E

D
Oな
ど
の
ほ
か
、
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
‘バ
ン
ド
の
発

表
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
若
者
の
音
楽

へ
の
登
竜
門
と
し
て
も
施
設
の
存
在
価
値
を
高
め
て

い
る
。

貨
の
す
向
い
音
の
響
き

志度野外音楽広場テア卜ロン

志
度
町
の
中
央
部
で
あ
る
丘
陵
地
に
は
、
徳
島
文

理
大
学
、
総
合
運
動
公
困
、
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

志
度
音
楽
ホ

l
ル
が
集
中
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

文
教
ゾ

l
ン
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
志
度
音
楽
ホ

l
ル
は
、
多
目
的
施
設
と
し
て
主
に
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
音

楽
演
奏
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
音
響
効
果
の
す
ば
ら

し
さ
か
ら
こ
の
ホ

l
ル
の
魅
力
を
絶
賛
し
た
フ
ル
ー

ト
奏
者
の
第

一
人
者
で
あ
る
故
ジ
ヤ
ン
・
ピ
エ

l



ル
・
ラ
ン
パ
ル
氏
が
名
誉
館
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ラ
ン
パ
ル
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

1
ル
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
ラ
ン
パ
ル
氏
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
昭
和
六

十
一一
年
秋
に
来
日
し
た
際
、
志
度
ホ

l
ル
で
演
奏
し

た
こ
と
が
縁
で
町
の
要
請
を
快
諾
し
て
館
長
に
。

毎
月
五
百
席
の
い
す
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
各
種
演

奏
会
の
す
ば
ら
し
い
音
色
を
求
め
て
集
ま
る
近
隣
市

町
か
ら
の
人
び
と
で
埋
ま
る
。
ま
た
、
会
館
十
周
年

を
超
え
、
こ
の
音
楽
ホ

i
ル
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
少
年
少
女
合
唱
団
卒
業
生
も
大
き
く
飛
躍
し
て
お

り
、
志
度
音
楽
ホ

l
ル
の
成
果
と
な
っ
て
徐
々
に
花

聞
き
始
め
て
い
る
。

ロ
マ
ン
を
誘
・
7
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

志
度
地
区
の
中
で
も
最
も
汚
濁
が
ひ
ど
か
っ
た
弁

天
川
は
、
地
域
住
民
の
清
掃
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
に
傷
ん
で
い
た
が
、
近
年
、
散
策
道

路
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
レ
ン
ガ

舗
装
と
石
橋
、
さ
ら
に
は
樹
木
、
花
木
が
周
辺
環
境

に
マ
ッ
チ
し
て
植
え
ら
れ
、
散
策
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。水
質
の
改
善
は
、

下
水
道
整
備
事
業
の
完
成
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
所
々
に
は
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
流
れ
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
た
音
楽
灯
龍
が
あ
り
、
総
合
運
動

公
園
に
隣
接
す
る
ラ
ン
パ
ル
広
場
ま
で
歩
く
と
う
っ

す
ら
と
汗
を
か
き
、
音
楽
に
よ
る
心
と
体
の
健
康
に

寄
与
し
て
い
る
。

特集=音楽でまちおこし

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
住
民
意
識
の
中
に

自
然
と
溶
け
込
む
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
水

の
浄
化
が
で
き
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
景
観
が
高
ま
り
、

住
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
音
楽
灯
龍
が
、
心
な
い
人
に
壊
さ
れ
た
た
め
現

在
、
音
楽
を
流
す
こ
と
を
中
断
し
て
い
る
。

ハ
イ
ド
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

音
楽
は
、
世
界
の
言
楽
で
あ
り
、
聴
く
者
に
感
動

を
与
え
る
。
本
町
は
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
が
縁
で

ハ
イ
ド
ン
ゆ
か
り
の
オ

l
ス
ト
リ

ア
・
ア
イ
ゼ
ン
シ
ユ
タ
ッ
ト
市
と

平
成
五
年
友
好
姉
妹
都
市
の
縁
組

み
を
し
た
。
同
年
か
ら
現
地
の
ハ

イ
ド
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
を
招
い
て
、
四
年
に

一
度
ハ

イ
ド
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
。
ま
た
、
少
年
少
女
合
唱
団
を

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
派
遣
し
て
お
り
、

す
ば
ら
し
い
成
果
を
修
め
、
音
楽

を
志
す
若
者
を
大
き
く
は
ぐ
く
ん

で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
リ
ト
ア
ニ

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、

そ
の
町
、
そ
の
町
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
志
度
町
は
、
公
共
施

設
を
中
心
と
し
て
音
楽
が
流
れ
る
町
に
し
て
い
く
こ

と
、
情
報
機
器
を
利
用
し
て
常
に
催
し
も
の
が
発
信

で
き
る
こ
と
や
音
楽
の
種
類
に
よ
っ
て
行
き
先
を
選

べ
る
身
体
障
害
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
住

民
の
総
意
と
し
て
、
ま
た
住
民
が
参
画
す
る
中
で
推

ア
な
ど
内
外
の
交
響
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
も
数
多
く
開
い
て
い
る
。
気
候
、

風
土
、
歴
史
を
異
に
す
る
人
と
人
の
触
れ
合
い
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
に
広
が
り
、
地
理

的
な
条
件
を
超
え
、
平
和
と
人
権
を
尊
重
す
る
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
近
隣
市
町
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
。

ノ、イドンフェスティI~)レ

進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
隣
接
す
る
津
田
町
、
大
川
町
、
寒
川
町
、

長
尾
町
と
十
四
年
四
月

一
日
に
合
併
し
て
、
「
さ
ぬ

き
市
」
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
ぐ
く
ん
で
き
た

本
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
、
つ
こ
と
な
く
、
よ

り
輝
き
を
増
し
、
全
国
に
誇
れ
る
地
域
エ
リ
ア
と
な

る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

29⑨地獄づくり2∞1年12月号
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歌海
吉司ど
は大
イ主主也
氏の
かささ
レ、 甲田『

会曲

家高
五謀
容歌
翠ら

て需1j
震作

有
明
広
域
市
町
村
圏
は
、

福
岡
県
の
最
南
端
に
位
置

し
、
面
積
二
六
三

・
五
三
平

万
J
、
人
口
約
二
卜
六
万
二

千
人
の
圏
域
で
あ
る
。
石
炭

関
連
産
業
を
中
心
に
発
展
し

て
き
た
大
牟
田
市
を
は
じ

め
、
柳
川
市
、
瀬
高
町
、
大

和
町
、

三
橋
町
、
山
川
町
、

高
田
町
の

二
市
五
町
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
南
部
か
ら
東

部
に
か
け
て
低
い
山
々
や
正

陵
が
連
な
り
、
刊
の
有
明
海

に
向
か

っ
て
筑
後
平
野
の
南

部
を
占
め
る
平
坦
地
が
広
が

り、

一
大
穀
倉
地
帯
を
形
成

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で

も
珍
し
い
四

1
六
釘
の
干
満

差
で
広
大
な
干
潟
を
現
す
有

明
海
は
、
魚
介
類
の
宝
庫
と

有
明
浪
漫
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
な

っ
て
お
り
、
ノ
リ
の
養
殖

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

、広域
圏
共
同
事
業

本
圏
域
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
県
内
で
は

初
め
て
、
広
域
国
主
催
に
よ
る
共
同
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

広
域
行
政
を
推
進
す
る
に
は
、
行
政
機
構
の
圏
域

住
民
へ
の

P
R
、
協
調
と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
ま
た
六
十

一
年
に
当
圏
域
の
中
核
施
設

と
し
て
建
設
し
た
大
牟
田
文
化
会
館
を
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
全
体
の
文
化
施
設
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
住
民
総
参
加
の
共
同
事
業
を

ム口
h
J
一こ
。

IMF
レ
α
J
J

圏
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
民
俗
芸
能
が
豊
富
に
あ
り
、
第

一
回
、
第
二
回
は
、

こ
う
し
た
圏
域
の
伝
統
芸
能
を
紹
介
す
る

「有
明
郷

土
民
俗
芸
能
大
会
」
を
開
催
し
た
。
第
三
岡
と
第
四

回
は
、
圏
域
内
で
活
動
し
て
い
る
各
音
楽
団
体
な
ど

に
よ
る
「
夢
・
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
」
を
、
第
五
回
は
、

圏
域
七
市
町
を
七
色
の
虹
に
見
立
て
、
レ
ー
ザ
ー
光

有
明
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
事
務
局
長

中
尾
清
志

線
を
と
り
入
れ
て

H

音
と
光
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
u

「
ふ
る
さ
と
虹
色
芸
能
祭
」
を
開
催
し
た
。

六
阿
目
か
ら
は
当
分
の
問
「
青
楽
を
中
心
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に
し
、
圏
内
出
身
プ

ロ
の
演
奏
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
(
子
供
か
ら
大
人
ま
で
)

の
合
唱
と
多
く
の
出
演
者
と
で

「
ク
リ
ス
マ
ス
に
贈

る
音
楽
市
」
を
開
催
し
た
。
七
回
目
は
、

音
楽
が
ワ

イ
ワ
イ
H

あ
り
あ
け
の
町
H

「
ク
リ
ス
マ
ス
に
贈
る

音
楽
市

E
」
と
題
し
、
音
楽
を
通
し
て
の
地
域
お
こ

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
大
牟
田

奏
友
会
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
吹
奏
楽
団
久
留
米
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

さ
ら
に
、
圏
域
の
合
唱
団
に
よ

っ
て
平
成
問
年
に

結
成
さ
れ
た

「あ
り
あ
け
合
唱
団
」
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
披

露
し
た
。

習
志
野
高
吹
奏
楽
部

八
同
日
は
、
全
同
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
を

持
つ
千
葉
県
習
志
野
市
立
習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
を

メ

l
ン
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
部
イ



ン
ネ
イ
ブ
ル
ラ
ン
ド
」
「
が
ん
ば
る
先
生
の
バ
ン
ド

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
侃
」
を

三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
地
元
の
中
高
校
吹

マ
l
チ
ン
グ
、
公
開

奏
楽
部
と
の
合
同
パ
レ
ー
ド
、

リ
ハ
ー
サ
ル
、

コ
ン
サ
ー
ト
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
も
の
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

九
回
目
は
、
「
習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
夏
期
合
宿

へ
の
地
元
高
校
生
や
指
導
者
の
派
遣
」

「
シ
テ
ィ
バ
ン

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
有
明
町
」「
日
本
縦
断
カ
ラ

オ
ケ
道
場
」
と
音
楽
の
あ
る
ま
ち
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
三
つ
の
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
聞
い
た
。
こ
れ
ら

は
文
化
会
館
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行

っ
た
。

九
年
度
は
、
共
同
事
業
を
始
め
て
十
同
目
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
圏
域
の
基
幹
産
業
で
あ

っ
た
三
井
三
池
炭
鉱
が
閉
山
し
た
こ
と
か
ら
地
域
再

生
に
向
け
て
大
事
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
づ
け

Jμ

。こ
の
よ
う
な
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
生
か

し
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
モ
チ
ー
フ
に

圏
域
の
文
化
の
向
上
と
発
展
を
図
る
た
め
、
有
明
広

域
市
町
村
圏
の
「
合
唱
付
き
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
制
作
事

業
」
に
九
、
十
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。

特集=音楽でまちおこし

作
詞
は
、
当
圏
域
の
在
住
者
、
通
勤
通
学
者
や
縁

の
あ
る
人
を
対
象
に
公
募
し
た
。
圏
域
内
外
か
ら
五

十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

一
般
二
、
小

学
生
三
の
合
計
五
編
を
採
用
し
た
。

作
曲
は
、
吹
奏
楽
と
音
楽
教
育
の
分
野
を
中
心
に

全
国
、
海
外
で
も
活
躍
し
て
い
る
東
京
在
住
の
後
藤

洋
先
生
に
委
嘱
し
た
。
二
月
と
五
月
に
圏
内
地
域
を

視
察
し
て
も
ら
い
、
各
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
曲
に
し
て

い
た
だ
い
た
。

感
動
に
酔
い
し
れ

こ
う
し
て
自
然
豊
か
な
有
明
の
海
や
大
地
を
称
え

る

「有
明
讃
歌
」
が
完
成
し
た
。
「
海
と
大
地
」
(
合

唱
と
吹
奏
楽
)
、

「刻
の
記
憶
」
(
吹
奏
楽
)
、

「わ
た

し
の
ま
ち
」
(
合
唱
と
吹
奏
楽
)
、

「
未
米

へ
の
マ
ー

チ
」
(
吹
奏
楽
)
、

「母
な
る
う
み
よ
」
(
合
唱
と
吹
奏

楽
)
の
圧
楽
章
か
ら
成
る
交
響
曲
だ
。
有
明
海
に
生

き
る
人
た
ち
の
喜
び
、
誇
り
、
感
謝
、
夢
な
ど
が
感

り
込
ま
れ
て
い
る
。
十

一
年
二
月
、
制
作
発
表
を
兼

ね

「有
明
浪
漫
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
た
。

演
奏
は
市
民
吹
奏
楽
団
大
牟
田
奏
友
会
と
尼
崎
市

民
吹
奏
楽
団
。
合
喝
は
こ
の
日
の
発
表
の
た
め
に
編

成
し
た
有
明
広
域
圏
合
唱
団
、
圏
域
や
熊
本
県
荒
尾

市
の
合
唱
団
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら

っ
た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
は
、

総
勢
四
百
人
の
演
奏
や
合
唱
に
聞
き
入
り
、
住
民
自

ら
の
手
で
つ
く
り
、
歌
い
上
げ
る
曲
が
で
き
た
感
動

に
酔
い
し
れ
た
。

ま
た
、

「有
明
讃
歌
」
が
将
来
に
わ
た
り
、
よ
り

多
く
の
人
び
と
に
親
し
ま
れ
、
歌
い
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
願

っ
て
C
D
を
制
作
し
、

音
楽
の
授
業
や
そ
の

他
多
く
の
機
会
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
圏

域
内
の
学
校
や
公
的
機
関
な
ど
に
配
布
し
た
。

広
、
が
る
連
携
の
動
き

そ
の
後
は
「
有
明
讃
歌
」
の
普
及
、
定
着
を
目
的

と
し
た
事
業
展
開
と
し
て
、
十
二
回
目
は
、

J
R
の

「
鉄
道
の
日
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
圏
内
の
中
高

生

・
一
般
に
参
加
を
求
め
て
大
牟
悶
駅
前
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
、
大
牟
田
奏
友
会
、
大
牟
悶
高
校
E

の
協
・刀
に
よ
る
圏
内
小
中
高
校
へ
の
出
前
コ
ン
サ
-

l
ト
を
実
施
し
た
。
卜
三
回
目
は
、
習
志
野
高
校

r

吹
奏
楽
部
の
九
州
公
演
の

一
環
と
し
て
丘
年
ぶ
り
-

に
同
校
吹
奏
楽
部
を
招
い
た
。
「
布
明
浪
漫
ス
プ

m

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
1
聞
大
牟
削
」
と
題
冒

す
る
演
奏
会
に
は
同
校
に
加
え
地
元
の
吹
奏
楽
町

団
、
中
高
校
の
吹
奏
楽
部
は
も
と
よ
り
熊
本
県
の
E

中
高
校
か
ら
の
参
加
も
得
て
、
大
牟
田
駅
前
で
ミ

一

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
文
化
会
館
で

-

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
三
部
構
成
に
よ
り
開
催
し
た
。

唱

こ
の
よ
う
に
、
共
同
事
業
に
よ
る
取
り
組
み
は
回

関
係
者
に
よ
い
刺
激
と
な
り
、
徐
々
に
で
は
あ
る

四

が
活
動
も
活
発
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
音
楽
を
通
目

し
て
、
圏
域
は
も
と
よ
り
県
境
を
越
え
た
連
携
が

-

広
が

っ
て
き
て
お
り
、
今
後
「
有
明
讃
歌
」
を
広
司

く
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
の
み
の

一
過
性
の
交
流
で
は
な
く
、
息

の
長
い
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
郷
土
文
化
の
振
興

と
圏
域
住
民
の
融
和
と
連
携
を
深
め
、
ひ
い
て
は
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い

る
。

有日月浪漫
スプリングパレード
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地

方

行

財

政

関

連

施

策

解

説

園

総

務

省

自

治

行

政

局

自

治

政

策

課

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
際
協
興
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
コ
ア
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
地
域
の
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
に
保
存
さ
れ
て
い
る
有
形
の
文
化
財
や
、

地
域
の
祭
礼
な
ど
の
無
形
の
文
化
財

(以
下
、
「
地
域
文
化
」
と
い
う
)
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
化
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
本
件
に

つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
本
誌
四
月
号
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

制
作
支
鑓
の
概
要

近
年
の
生
活
様
式
お
よ
び
価
値
観
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
継
承
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
地
域
文
化
を
保
存
す
る
手
段
の

一

つ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
概

念
を
採
り
入
れ
、
高
精
細
で
半
永
久
的
な

保
存
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
、

地
域
文
化
を
電
子
的
に
保
存
・
継
ぷ
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
財
を
ぷ
材

に
、
デ
ジ
タ
ル

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を

介
し
て
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
活
用

し
よ
う
と
す
る
の
が
今
回
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

財
政
措
置
の
ス
キ
l
ム
と
し
て
、
都
道

府
県
分
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の
単

位
費
用

(平
成
卜
一一一年
度
一
総
額
二
卜
五

億
円
)
で
、
市
町
村
分
に
つ
い
て
は
、
特

別
交
付
税

(同
一

一総
額
卜
億
円
)
で
措
置

し
た
。
十
二
年
度
に
お
け
る
地
方
公
共
団

体

(市
町
村
)
の
取
り
組
み
状
況
は
、
別

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
の

取
り
組
み
事
例

川

W
舷
阜
県
H
地
域
情
報
文
化
育
成
事
業

岐
阜
県
で
は
、
総
務
省
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構

怨
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
卒
未
就
職

者
な
ど
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
卜
二

年
度
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
取
り
組

み
、
県
内
の
市
町
村
に
対
し
て
も
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
を
促
し
、
地
域
情
報
文
化
産
業

の
育
成
を
図
る
「
地
域
情
報
文
化
育
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

①
県
内
市
町
村
お
よ
び

P
O
な
ど
民

間
団
体
が
学
卒
未
就
職
者
を
雇
用
し
て
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
題
材
収
集
・
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る

情
報
発
信
を
行
う
取
り
組
み
に
対
し
補
助

を
行
う
②
県
庁
各
課
が
所
管
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
い
な
い
資
産
を
題
材
に
、
モ

デ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
活
動
を
実
施
す

る
。
委
託
先
に
お
い
て
学
卒
未
就
験
者
を

新
た
に
雇
用
す
る
①
市
町
村
職

μな
ど
を

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
養
成
研
修
を
実
施
し
、
地
域
の
主

婦
や
高
齢
者
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
必
要
な

知
識
や
、
就
労
に
必
妥
な
基
礎
知
識
を
習

得
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
に
よ
る
貴
重
な
文

化
遺
産
な
ど
の
保
存
・
継
ゑ
の
み
な
ら

ず
、
地
域
で
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
の
情
報
関
連
産
業
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

同
岐
車
県
河
合
村

岐
阜
県
の
取
り
組
み
と
連
携
し
つ
つ
、

団
体
が
持
つ
個
性
を
活
用
し
た
取
り
組
み

と
し
て
、
岡
県
河
合
村
の
事
例
を
紹
介
す

る
。
同
村
は
岐
阜
県
の
北
部
、
寓
山
県
境

に
位
置
す
る
特
別
豪
雪
地
借
で
あ
り
、
伝

統
的
に
も

「雪」

に
関
す
る
文
化
が
濃
密

な
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ

ァ
プ
と
も
な
り
得
る
雪
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
八
年
度
か
ら
各
種
の
助
成
措

置
を
活
用
し
て
雪
に
関
す
る
生
活
、
文
化
、

産
業
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
で
収
録
し
、
活
用

す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て

い
る
。
ト
二
年

度
は
、
県
の
「
地
戚
情
報
文
化
育
成
事
業
」

を
導
入
、

「雪
に
こ
だ
わ
る
文
化
・

産
業

1
山
中
和
紙
・

雪
中
酒

・
河
ふ
ぐ

1
」
を

内
容
と
し
た

C

D
|
R
O
M
を
作
成
し
、

村
内
小
中
学
生
な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
静
止
画
お
よ
び
動
画
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
費
用
の

一
部
に
つ
い
て
は
特

別
交
付
税
で
措
置
し
て
い
る
。

削
岩
手
県
東
和
町

岩
手
県
東
和
町
は
、
日
本
近
代
美
術
の

先
駆
者
で
あ
る
寓
鉄
五
郎
を
顕
彰
す
る
蔦

鉄
五
郎
記
念
美
術
館
が
中
心
と
な
り
、
地
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活

力

創

出

プ

ラ

ン
」
を
活
用
し
て
、

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
構

築
を
実
施
し
て
い

域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
な
が
ら、

地
成
文
化
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

を
実
施
し
て
い
る
。
町
内
に
残

っ
て
い
る

文
化
財
を
小
心
に
、
映
像
に
よ
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
図

つ

て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
機
器
頬
の
操

作
、
シ
ナ
リ
オ
、

幽
像
、

音
楽
、

搬

彩
、
ナ
レ
l
シ
ヨ

ン
な
ど
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
町
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る

「映
像
制
作
委

員
会
」
が
主
体
と

な
っ
て
制
作
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
地
元
中
学

校
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
も
映
像
制
作
が

係
り
人
れ
ら
れ
、

A
し
凶
的
な
コ

ン
ク

ー
ル
な
ど
に
も
出

u
聞
し
て
い
る
。
ま

た
、
卜
三
年
度
は
、

総
務
省
の

「
地
域

地方行財政関連施策解説

lデジタルコンテンツの制作に対する支援について(市町村分、実績)
制度の慨要:地域の美術館・博物館などに収蔵されている有形の文化財や地域の祭礼などの無形の文化財など

広義の 「地域文化Jをデジタルデータ化する経費について地方交付税指置を講じる。
対象事業:広く地域文化一般をデジタル化する事業
対象経費:j量影許可料、企画づくり、帰影料、デジタル化経費、書誌データ作成費、インターネ ット変換経費、その他

措置内容 (平成12年度)
都道府県…普通交付税 (単位費用)による指置 総額25億円

→ 普通交付税として、東京都を除く 46道府県に措置
市町村 …特別交付税による措置 総額 5億円
[市町村の実績〕
45市町村においてデジタルコンテンツを制作 (詳細は、下記のとおり)
事業費:総額350，000千円程度

る

史

・
文
化
・
伝
統
資
産
の
デ
ジ
タ

ル
化
に

よ
る
次
世
代
へ
の
継
承
②

デ
ジ
タ
ル
化
し

た
点
郎
の

「資
産
」
の
有
効
活
用
に
よ
る

新
産
業
の
創
出
③
一
軒
作
権
な
ど
の
知
的
財

産
権
を
円
滑
に
処
理
で
き
る
環
境
の
整
備

を
目
指
し
、
産
官
学
が
辿
脱
し
て

「」口州都

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
椛
怨
」
を
推
進
し

て
い
る
。
昨
年
八
月
に
京
都
デ
ジ
タ
ル
ア

例
京
都
市
U
京
都
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

構
想点
都
市
で
は
、

①
京
都
の
立
か
な
雁

都道府県名 市町村名 コンァンツの内容 メ マー イ 寸ア

事(業千費円
静止画 動画I 音

I~t ;毎 l首 函館甫 f資料 500 5 1.000 
岩手県 花巻市 t品 9.056 400 

湯回目T 1111;・ ，、 ロ ?O 158 
宮城県 仙台市 |甫 ....料伯 519 20 12.ROO 

雄勝町 |町の歴喧・生活・漁業.~!\l 100 5 9.000 
福島県 l原町市 |福島県指定史跡泉廃寺跡 56 13 11.400 
紙太哩 |平牛田T |お*，-tろや懐物館 1::1000 14自白日
干王E県 |舘山市 |高総軍関八犬伝資料 600 2.950 
神奈川県 It董須賀市 |朝井関右衛門の人と芸術 1 6.010 
新潟哩 1+田町市 |符山遺跡出+品 F.7 1000 
石川県 小松市 |宮本三郎著術館所苗品 150 4.47F. 

|加賀市 |古九谷焼守加賀の茶支イk 萎術館所董品 牧数未定・ 29ー000
長野県 |松本市 |北アルプスの四季~松本城 1 1 9.500 

ト田市 |ィ'~E畠|玉 ‘ !!1ß9話寧~!ゐお 404? 110 9.500 
|古平田T ヨ 1.200 
|阿智料 骨量谷元一氏の写車・映像 50.093 3 20.000 
|商信漉村 |商信i轟村祭ライブラリー 5 27.650 

岐阜県 |安沼市 |甫111里善総本l菅直I伯 110 2 1.550 
|中津川甫 |畏俗写写能・ 二館空部品 1.000 4 7.::100 
|羽島市 |市指宮支化財円'tp仏 424 4.201 
|安八町 ふるさと歴史田監・今普図鑑 390 2 10.162 
|春日射 |奪回対の若草萱・姦の困:断言 1F.0 4::1::10 
|伊自由材 Iy{i'.の軍服種資料 10.220 R.400 
|東白JlI村 |廃仏望号釈資料 22 1.340 
|向lll:i:寸 川廿果vイ十t量産朱の向111郷 自00 6.000 
|瑞i自前 |方言で錨るみずなみの畏諾 1 2.2::1日
東那市 |中山道広重美術館資料千tb. 622 14 9.700 
|各務原市 |炉畑遺跡・大牧古埴他 116 1.995 
ト石津町 |多自悠居住生活重壇飽 1.080 5 3.465 
IA;;I}対 |茎厳三年・商界山4苗麓王寺制 ::100 ::I.ORO 
|加平母村 |犀藩簿三浦山・ー ヶ村山守支書 4.000 1.600 
|河合村 |雪の文化・痔業 800 3.800 
|武芸川町 |仙涯和尚 248 4 23.142 

号制虜 |藩都市 |牛合の海科堂館所蔵品 ::100 ?OO 17::1?0 
滋賀県 |大津市 |市所車草原守資料・犬i霊祭伯 400 20 4.409 

|能登川町 |古文書 ・地域文化他 3.842 11.926 
主査E庇 |差山町 |善山ff'ι.，.習料館所蔵品伯 210 2.100 
女阪府 羽司2堅手甫 |誉回八幡宮 ー.・ F.1 12.49F. 
兵庫県 |香伶町 |香イキ町y化財 (内平年来宏) 279 
岡山県 |倉敷市 olX i本:数未定! 14.975 
山口瞳 181旨府甫 |防府要潜安所蔵資料伯 2日4 2.000 
香川県 |締上町 I抽縫伝統芸術 9 4.135 
鳥取県 |用瀬町 江波の三番塑 1 1.540 
福岡県 |北九州市 lnE掌持術事 19.425 
沖繍瞳 E亭谷村 |女平送齢毎沖繍齢制 490 F.OOO 

122道府県 45市町村 103.952 413 16 348.635 

平成13年度における支援措置
総額35億円 (都道府県分 25億円 〔同額、普通交付税〕、 市町村分 10億円 (5億円増、特別交付税J)
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ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い

る
が
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
二
条
城
の
障
壁
画
(
重

要
文
化
財
)
三
百
二
十
七
枚
を
超
高
精
細

画

像

(
一
億
三
千
万
画
素
)
で
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
文
化
財
の
保
存
・
継
承
、
レ
プ
リ

カ
の
制
作
・
展
示
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
グ

ッ

ズ
や
図
録
の
制
作
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
へ
の
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
三
者
へ

の
画
像
使
用
権
許
諾
に
よ
る
許
諾
料
収
入

を
京
都
市
文
化
事
業
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、
文
化
財
の
修
復
・
保
全
な
ど
に
使
用

し
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
世
界
遺
産
と

い
う
歴
史
的
・
文
化
的
な
著
名
的
優
位
性

は
あ
る
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

を
活
用
し
た
成
功
例
と
い
え
る
。

今
後
の
方
向
性

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
解
決
す
べ
き
謀
題
も
存
在
す

る
。
最
た
る
課
題
が
著
作
権
の
処
理
で
あ

り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
著
作

権
に
対
す
る
認
識
が
希
薄
な
ま
ま
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
取
り
組
み
、
結
果
と
し

て
、
資
産
と
し
て
の
活
用
が
ま
ま
な
ら
な

い
と
い
う
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。

著
作
権
処
理
が
問
題
と
な
る
の
は
、

①

、:保全等に使用

積み立て h 

京都市文化事業基金

二条城企

管理

炉酬酬

二条城の超高精細デジタ
ル画像による文化財保存

活用事業イメージ ./ 

./制作

動
A

隣

…

隣
使用料

画像使用契約

不正使用防止
業者

http://www.kawai.org 

-・• 

*岐阜県庁 http://www.pref.gifu.jp *岐阜県河合村
*岩手県東和町 http://www.town.towa.i帆late.jp
*寓鉄五郎記念美術館 http://www.michinoku.ne.jp/ーtowa/m0701 .html 
*京都市 http://www.citY.kyoto.jp/koho/index.html 
*京都デジタルアーカイブ研究センタ- http://www.kyoto-archives.gr.jp 
*デジタルミユージアム推進協議会 http://www.digital-museum.gr.jp 
*デジタルアーカイブ推進協議会 http://www.jdaa.gr.jp 

著
作
権
処
理
に
係
る
明
確
な
指
標
が
な
い

②
制
作
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

二

次
利
用
(
第
三
者
な
ど
に
よ
る
利
則
許
可
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
販
売
な
ど
)
が
、

権
利
者
と
の
関
係
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

い
と
い

っ
た
状
況
で
あ
り
、
今
後
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
専
門
知
識
を
持
た
な
い
拘
当
者
に
も

分
か
り
ゃ
す
く
、
ま
た
、

二
次
利
用
を
見

据
え
た
適
切
な
権
利
処
理
が
行
え
る
仕
組

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
権
利
問
題
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
(
案
)
」
お
よ
び
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ

〈権
利
問
題
と
契
約
文
例
〉
」
が
提

示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ

つ
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
発
見
・
確
立
が
ま
す

ま
す
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
現
在

「φ
』
さ
き
重
点
計
図
」
に
よ
り
超
高
速
ネ

ァ
ト
ワ

l
ク
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
や
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
、
地
成
文
化
な
ど
を
地
方
公
共

団
体
独
自
の

「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
と
し
て

保
持
・
活
用
し
て
い
く
環
境
が
整
う
こ
と

に
な
る
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
、
単
に
地
域
文

化
を
保
存
・
継
ゑ
す
る
手
段
と
し
て
活
用

す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
教
育
や
生
涯

教
育
へ
の
活
用
に
よ
り
地
域
文
化
へ
の
関

心
を
促
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域
お

こ
し
の
人
材
育
成
や
新
た
な
文
化
の
創

造
、
地
域
に
被
差
し
た
映
像
・
情
報
関
連

産
業
の
創
出
な
ど
、
地
域
振
興
の
観
点
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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司
地
域
産
品
・

44

一
観
先
お
こ
し

一一

F

研

修

会

』

買
-
つ
測
の

立
場
で

特
産
品
の

生
産
・
加
工
を

側
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
は
、

制
日
本

観
光
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
「
地
域
・
産

品
・
観
光
お
こ
し
研
修
会
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
各
地
で
物
産
や
観
光
振

興
を
担
当
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
品
開
発

や
観
光
資
源
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
習
得

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
十

地域産品・観光おこし研修会

年
目
。

こ
れ
ま
で
首
都
圏
で
開
催
し
て
お
り
、

参
加
者
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
た

が
、
今
年
か
ら
は
さ
ら
に
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
研
修
会

に
し
よ
う
と
北
海
道
会
場
(
札
幌
市
・
十

月
四
日
、
五
日
)
と
九
州
会
場
(
稲
岡

市
・
十

一
月
八
日
、
九
日
)
の
二
カ
所
で

も
開
催
し
た
。

両
会
場
と
も
初
日
は
、
主
催
者
の
挨
拶

に
続
き
、
例
日
本
交
通
公
社
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
長
の
小
林
英
俊
講
師
が

「
幻

世
紀
型
の
新
し
い
観
光
の
潮
流
は
こ
れ

だ
」
と
題
し
て
、
最
近
の
観
光
旅
行
市
場

の
大
き
な
構
造
変
化
や
新
し
い
観
光
の
流

れ
を
早
く
知
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
こ
と

を
、
デ
ー
タ
を
基
に
講
義
し
た
。

午
後
は
、
僻
地
域
振
興
研
究
所
代
表
取

締
役
の
須
川

二
辛
講
師
か
ら
参
加
者
が
持

小林英俊氏の講演

参
し
た
特
産
品
の
ア
ド
バ
イ
ス
会
を
実

施
。
そ
の
後
、

「
地
域
特
産
品
が
観
光
を

変
え
る
」
と
題
し
、
買
う
側
の
気
持
ち
で

特
産
品
を
生
産
・
加
工
す
る
こ
と
の
重
要

性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
講

義
。
続
い
て
グ
ル
ー
プ
泌
習
の
題
材
地
で

あ
る
北
海
道
虻
岡
町
や
熊
本
県
白
水
村
の

担
当
者
が
、
そ
の
自
治
体
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
発
表
、
グ
ル
ー
プ
演
習

に
入

っ
た
。
は
じ
め
こ
そ
静
か
な
雰
囲
気

だ
っ
た
が
、
次
第
に
活
気
に
満
ち
て
き
て
、

最
高
潮
に
達
し
た
と
き
終
了
の
時
間
と
な

っ
た
。一日

目
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
演
瑚
円
紡
来

を
発
表
し
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
ユ

ニ
ー
ク
な
意
見
や
提
案
が
数
多
く
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
須
川
講
師
が
コ

メ
ン
ト
す
る
な
ど
、
会
場
は
、
講
師
と
参

加
者
が

一
体
と
な

っ
た
。

•••••••••••• 
岡
山
県
で
は
虫
前
研
修
会

一
方
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
述
の
研

修
会
を
希
望
の
あ

っ
た
会
場
へ

出
向
い
て

開
催
す
る
「
出
前
研
修
会
」
も
実
施
し
て

い
る
。

本
年
度
は
、
八
月
六
、
七
の
両
日
、
岡

山
市
に
お
い
て
開
催
し
た
。
主
催
は
、

例

岡
山
県
市
町
村
振
興
協
会
で
、
県
内
の
特

産
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
的
を
絞

り
「
売
れ
る
産
品
」
を
テ

l
マ
に
実
施
し

た
。岡

山
県
は
、
温
暖
な
気
候
と
笠
か
な
向

然
に
恵
ま
れ
数
多
く
の
資
源
が
あ
る
が
、

収
支
的
に
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
産

品
も
あ
り
、
講
附
か
ら
は
素
材
を
う
ま
く

治
則
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
の
助
言
が

あ
っ
た
。

昨
今
の
経
済
情
勢
の
中
で
、
地
方
の
特

産
口
聞
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
実
務

に
携
わ
る
担
当

者
の
悩
み
は
尽

き
な
い
。
今
回

実
施
し
た
A

辿

の
研
修
会
に
参

加
し
た
人
も
同

じ
悩
み
を
共
有

し
て
お
り
、
専

門
の
講
師
か
ら

出前研修会グループ演習

知

識

を

習

得

し
、
懇
切
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
機
会
を
得
て
非

常
に
満
足
そ
う
で
あ
っ
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
多
く

の
地
域
の
要
望
に
こ
た
え
、

一
一層
地
域
の

活
性
化
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い

る
。

35⑨抱鳳づくり2∞1年12月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
業
務
第
二
課

副
参
事
飯
野
秀
仁



ど
の
よ
う
な
ま
ち
が
待

っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
人
び
と
に
出
会
え
る
の

か
。大
き
な
期
待
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
長
成
塾
の
仲
間
と
と
も
に

九
月
五
日
、
あ
こ
が
れ
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ

旅
立

っ
た
。

今
回
の
訪
問
地
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
。
ま
ち

の
持
つ
向
信
と
歴
史
の
重
み
に
圧
倒
さ
れ

続
け
、
そ
こ
か
し
こ
に
潔
う
大
き
な
・
安
ら

ぎ
に
抱
か
れ
た
ト

H
問
の
旅
だ

っ
た
。
そ

し
て
、
ま
ち
と
歴
史
を
愛
し
て
い
る
人
び

と
と
、
ま
ち
と
と
も
に
鯨
い
て
い
る
す
ば

ら
し
い
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
は
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
い
く

つ
か
の
ま
ち
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

.‘霊
---z・・・霊
--z---z・

自
転
車
優
先
の
交
通
政
策

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で

は
、
交
通
政
策
に
つ
い
て
訴
を
附
い
た
。

こ
の
ま
ち
は
元
来
、
自
動
車
交
通
を
与

慮
し
て
い
な
い
た
め
、
交
通
渋
滞
や
蚊
車

場
不
日
比
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
た
。

一
九
七
五
年
以
降
、
自
転
車
交
通
を
促
進

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
報
告

己
開

Z
冨
伊
周
囲
れ

Z
開
司
回
開
問
円

p
z
u

田
岡
山
門

A
U
Z】
冨
明
岡
山
岡
山

ZAU国

九
-
一年
に
自
動

唱
の
減
少
を
住

民
投
票
で
決
定

し
て
以
来
、
さ

ら
に
積
極
的
に

施
策
を
進
め
て

い
る
。

路
面
電
車
、

パ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
充

実
の
ほ
か
、
円

転
車
専
用
レ
ー

ン
、
赤
信
号
で

四
十
五
秒
以
上

待
た
せ
な
い
自

オ
ラ
ン
ダ
・ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
交
通
運
送
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
局
政
策
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

そ
の
結
果
、

交
通
機
関
と
し

て
自
転
車
を
利

川
し
て
い
る
人

の
別
合
が
ヒ
氏

年
の
て
瓦
%
か

ら
、
現
在
で
は

五
O
%
に
ま
で

増
加
。
市
長
も

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
と
い
う
。
車
の

通
り
が
少
な
い
ま
ち
の
中
は
、
夜
中
ま
で

人
び
と
の
戸
や
雑
踏
が
聞
こ
え
非
常
に
に

ぎ
や
か
で
、
人
が
ま
ち
の
主
役
と
な

っ
て

い
る
。
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市
内
に
は
、
古
い
ま
ち
並
み
や
建
物
な

ど
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
見
た
だ
け
で
傾

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
ほ
ど
の
家
や
隣

家
と
支
え
合
い
な
が
ら
立

っ
て
い
る
家
を

見
か
け
た
。
ま
た
、
樹
木
や
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
公
闘
も
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
硬
く
な
り
が
ち
な
都

市
の
小
で
、
み
ど
り
の
空
間
は
必
要
な
要

素
。
ま
ち
並
み
や
建
物
、
み
ど
り
を
楽
し

み
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
み
ど
り
と
水
と
歴

史
と
文
化
、
各
極
要
素
の
耐
震

っ
た
不
思
議

な
魅
力
の
あ
る
ま
ち
だ

っ
た
。

中し'1
世やi
のし1
まを3
ち感
並じ
みる

ベ
ル
ギ
ー
で
は
ブ
リ
ュ

l
ジ
ユ
を
見
学

し
た
。
水
の
都
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
そ
こ

か
し
こ
に
運
河
が
め
ぐ
り
、
白
峰
一や
赤
レ

人
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
↓

平
和
の
尊
さ
を
痛
感

..". 

、.



ン
ガ
づ
く
り
の
建
物
が
並
び
、
石
川
公
の
敷

か
れ
た
道
が
続
く
。
靴
音
が
建
物
の
閲
に

響
き
、
耳
に
と
て
も
心
地
よ
い
。
ま
ち
の

中
心
に
は
卜
三

1
十
五
世
紀
に
つ
く
ら
れ

た
八
十
三
灯
の
高
さ
の
鐘
楼
が
そ
び
え
立

っ
て
い
る
。
多
く
の
建
物
の
窓
辺
に
は
花

が
飾

つ
で
あ
り
、
と
て
も
き
れ
い
な
印
象

を
受
け
た
。
運
河
と
地
上
と
の
高
低
差
は

さ
ほ
ど
な
く
運
河
に
架
か
る
橋
の
背
が
低

い
た
め
、
地
上
を
歩
く
人
に
橋
の
多
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
。

ブ
リ
ュ
!
ジ
ユ
は
、
中
世
の
ま
ち
並
み

を
残
し
て
い
る
が
、
住
ん
で
い
る
人
び
と

の
ま
ち
に
対
す
る
い
つ
く
し
み
の
気
持
ち

が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
だ

つ
た
。
町
全
体

が
い
や
し
の
雰
囲
気
を
持

っ
て
い
る
。
多

く
の
歴
史
や
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
古
い

全園地域リーダー養成塾

佳I~をま~i 7j:与ち
lAilいえは
のi。る人
自i 何びZ かと

信 主?
と τを
芸さ てと
ロヨ 、 p 

り Q .z 
の
か安
もら
しぎ

ベルギーのルテーュ村にて(右から4人目が筆者)

ベ
ル
ギ
ー
ル
デ
ユ
は
人

μ
約
四
百
人

(
週
末
は
四
百
五
十
人
)
の
村
。
古
本
で

ま
ち
の
衰
退
に
歯
止
め
を
掛
け
て
い
る
。

廃
屋
を
改
築
し
た
り
賃
貸
に
し
た
り
し

て
、
住
民
が
自
前
の
資
金
で
古
本
の
ま
ち

を
つ
く
り
上
げ
た
。
本
屋
を
専
業
に
し
て

い
る
家
は
二
軒
の
み
で
ほ
と
ん
ど
が
兼
業

だ
が
、
週
末
に
は
本
屋
が
二
十

一
軒
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
工
房
な
ど
を
含
め
る
と
四
十

五
軒
が
閑
居
。
年
間
で
売
目
さ
れ
る
占
本

の
数
は
五
十
万
冊
、
約
二
十
万
人
が
訪
れ

る
と
い
う
。
現
実
を
離
れ
て
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
つ
ま
ち
だ

っ
た
。

こ
の
村
は
遊
興
地
の
近
く
に
あ
り
、
週
末

に
遊
び
に
訪
れ
た
人
び
と
が
気
軽
に
寄
り

易
い
地
理
的
な
利
点
が
あ
る
。
演
劇
の
公

演
を
誘
致
す
る
な
ど
年
間
を
通
じ
て
大
勢

の
人
び
と
の
興
味
を
ひ
く
よ
う
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
る
と
い
う
が
、
約
七
十
万
円
の

年
間
予
算
で
よ
く
や

っ
て
い
る
と
感
心
し

て
し
ま

っ
た
。

商
工
会
の
理
事
長
と
村
の
観
光
担
当
局

長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

れ
た
訴
し
ぶ
り
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

住
民
の
自
信
と
誇
り
が
ま
ち
を
良
く
し
て

い
く
の
だ
ろ
う
。
人
び
と
が
そ
の
よ
う
に

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
す
ば
ら

し
い
と
思
う
。

民
家
で
民
宿
し
た
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
郊

外
の
村
。
パ
リ
ほ
ど
の
大
き
な
都
市
で
も
、

一
歩
郊
外
に
出
る
と
広
い
畑
の
広
が
る
悶

舎
ま
ち
で
、
大
切
な
歴
史
と
文
化
が
人
び

と
の
生
活
の
中
に
息
づ
い
た
ま
ま
残

っ
て

い
る
。
占
い
ま
ち
に
住
む
人
び
と
は
、
北
固

な
が
ら
の
温
か
い
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

い
て
、
パ
リ
か
ら
ほ
ん
の
二
十
キロ
し
か
離

れ
て
い
な
い
村
で
、
ご
く
ご
く
素
朴
な
人

び
と
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
非
常
に
貴
重

な
経
験
と
な

っ
た
。
純
一
理
を
言
っ

て
泊
め

て
も
ら

っ
た
私
た
ち
に
対
し
、
民
宿
の
ご

夫
婦
を
は
じ
め
夕
食
を
い
た
だ
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
の
家
族
か
ら
、
感
謝
し
て
も
し
き

れ
な
い
ほ
ど
の
温
か
い
思
い
出
を
お
土
産

に
も
ら
っ
た
。

-
昼
玄
‘
.
孟
玄
・
・
星
空
.
.
 
昼
玄
，
.
.
.
 

歴
史
の
積
み
重
ね

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
、

ど
こ
へ
行

っ
て
も
歴

史
の
上
に
積
み
重
ね
て
き
た
自
信
が
感
じ

ら
れ
る
。
「
ど
う
だ
!
」
と
大
き
な
声
で

突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
存
在
感
の

あ
る
ま
ち
ば
か
り
だ

っ
た
。
人
び
と
が
自

信
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る

と
、
ま
ち
も
自
信
を
持
つ
の
だ
ろ
う
。
人

は
ま
ち
を
つ
く
り
、
守
り
、
育
て
て
い
く

も
の
。
愛
情
を
注
が
れ
た
ま
ち
は
さ
ら
に

彩
り
を
増
し
、
人
び
と
を
や
さ
し
く
包
む

ま
ち
に
育
つ
と
思
う
。
暦
史
も
文
化
も
人

と
ま
ち
と
の
愛
情
で
大
切
に
守
り
育
て
ら

れ
て
き
た
も
の
と
実
感
で
き
る
十
日
間
だ

っ
た
。
ま
ち
の
中
で
人
が
主
役
に
な
れ
る

ま
ち
づ
く
り
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
行

っ
て

一
番
大
切
と
感
じ
た
こ
と
だ

っ
た
。

ま
た
、
私
た
ち
が
、
パ
リ
郊
外
の
農
村

に
滞
在
中
、
慢
し
げ

な
片
言
の
英
会
話
で

苦
笑
い
の
輸
を
大
き

く
広
げ
、
フ
ラ
ン
ス

人
の
家
族
か
ら
盛
大

な
夕
食
の
歓
迎
を
受

け
て
い
た
ほ
ん
の
数

時
間
前
、
大
西
洋
を

隔
て
た
ニ
ュ

l
ヨ
l

ク
で
は
大
き
な
テ
ロ

事
件
が
起
こ
り
、
多

く
の
人
び
と
の
出
が

流
さ
れ
て
い
た
。
私

フランス・パリ郊外の民宿農家
ご夫婦にみんなで感謝

が
そ
れ
を
知

っ
た
の

は
、
翌
朝
、
民
宿
の
お
母
さ
ん
が
焼
い
て
く

れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ

l
キ
と
杏
ケ

l
キ

を
味
わ
っ
て
い
る
朝
食
の
席
。
偶
然
の

一
致

で
は
あ
る
が
、

一平
和
の
尊
さ
と
あ
り
が
た

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
旅
で
も
あ

っ
た
。
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四
分
科
会
で
市
場
の
活
性
化
を
検
討

函
館
市
は
、
観
光
地
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
多
く
の
観
光
客
が
函
館
山
か
ら
夜

景
見
学
、
異
国
情
緒
漂
う
ま
ち
並
み
の
散

策
、
そ
し
て
函
館
朝
市
を
訪
れ
る
。

朝
市
は
、
戦
後

「
闇
市
」
と
し
て
開
か

れ
、
市
民
の
市
場
と
し
て
活
気
を
見
せ
て

い
た
。
そ
の
後
、
観
光
名
所
と
し
て
紹
介

サ
ミ
ッ
ト
開
会
式

弘子w;

Fミて与ももI

目白
沼
田~'ñà""，j._ ] 

サ

メ

フ
オ

フ

し売市指・・七十場と 老サ

た方場場・.. ・圃姐・・・・・・・・・・・E可司・・回七のすこ朽 l 。法の 全、振るう イヒピ
、広 域で市 A :場めえ l 国 二 輿小し位ス
物域流通、場テ切 で今、こ 」 朝十、売た震が
産述埼携第の lヲ 分回参れを市八 i舌市諸準求
展携百に ー 活マ タ 科初加ま 1)目サ、性場謀轟め
へに呂つ分性は |会め者で催ミ 二 化関題芳ら
話ぃ科化、 ネ を τ全の し ツ十を 係を手れ

展る簡て会にそツ開ァ員全たト九図者、 ι る
関商 'ii L. は関れ 卜 い l で 。 in のろで朝主反
な品警と 「 連ぞ を たマ議体 函 三 う協市事面
ど閲を題市すれ 体 。別論 会 館日と議をそ
を発 111 し場る、験 にす議 2 問九しはー施
きてのも小 凶るに o ----，月 、じ 2設

議版、、広の光 会た加 O 第 二 市め一

曙咽

さ
れ
て
か
ら
は
、
市
民
の
足
が
遠
の
き
、

観
光
客
だ
け
の
「
市
場
」
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

近
年
の
小
売
市
場
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
郊
外
型
大
型
庖
や
ロ

l
ド
サ
イ
ド
シ

ョ
ッ
プ
の
相
次
ぐ
出
庖
で
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
る
。
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

第
二
分
科
会
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
そ
の
活
用
」
を
テ

l
マ
に
、

側
楽
天
市

場
の
本
城
犠
之
介
副
社
長
を
招
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が

北
海
道
函
館
市
商
業
振
興
課
主
事

阿
部
貴
樹

ら
、
ネ
ッ
ト
市
場
の
現
状
や
今
後
の
情
報

化
の
動
向
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。

第
三
分
科
会
の
テ

l
マ
は
、
「
観
光
と

市
場
」。

特
別
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
女
優
で

「
は
こ
だ
て
観
光
大
使
」
の
朝
加
真
由
美

さ
ん
を
招
き
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
と
市
場

と
の
か
か
わ
り
、
観
光
客
か
ら
見
た
魅
力

あ
る
市
場
の
姿
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

第
凶
分
科
会
は
、
「
ま
ち
と
市
場
の
魅

力
づ
く
り
と
笑
践
例
」
を
テ
l
マ
に
、
行

政
、
地
元
商
庖
街
組
合
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
学
生
代

表
ら
を
招
き
、
函
館
駅
前
再
開
発
計
画
を

紹
介
し
な
が
ら
商
業
を
通
じ
て
の
ま
ち
の

魅
力
づ
く
り
、
朝
市
の
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

@

戸

端

会

議
の
開
催
も

こ
れ
ら
各
分
科
会
で
特
筆
す
べ
き
点
を

挙
げ
る
と
、
第

一
分
科
会
で
は
、
百
貨
庖
関

係
者
か
ら
、
個
別
の
市
場
だ
け
で
商
品
開

発
や
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
全
国
の
市

場
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
商
品
開
発
す

れ
ば
魅
力
あ
る
商
品
が
創
造
さ
れ
、
販
路

の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
助
言
が
あ
っ
た
。

第
二
分
科
会
で
は
、
各
市
場
と
も
情
報

化
に
乗
り
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
、
関
連

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
積
極
的
に
研
究
し
、

実
現
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

第
三
分
科
会
で
は
、
市
民
の
市
場
と
し

て
復
活
を
目
指
す
こ
と
を
最
優
先
に
考
え

る
べ
き
だ
が
、
市
民
、
観
光
客
に
対
し
、

心
が
通
う
対
面
販
売

を
し
な
け
れ
ば
、
支

持
さ
れ
な
い
と
い
う

厳
し
い
意
見
が
出

た
。

氾峨づくり2001年12月号⑨38

第
内
分
科
会
で

は
、
函
館
駅
前
の
再

開
発
に
あ
た

っ
て
中

心
市
街
地
と
し
て
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
例
市
に
期
待

す
る
こ
と
は
大
き
い
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

今
後
、
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

市
内
小
売
市
場
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
市
民
に
支
持
さ
れ
る
地
域
密
着
型
市

場
を
目
指
す
た
め
、
市
民
と
の
井
戸
端
会

議
的
な
会
合
を
積
極
的
に
開
催
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

物産展での活イカ釣り
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郡
山
市
は
、
福
島
県
の
巾
央
に
位
置
し

た
人
口
三
十
三
万
六
千
人
の
ま
ち
で
、
経

済
県
都
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
産
業
活
動
が

活
発
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
四
半
位
紀
の
懸
案
で
あ
っ

た
郡
山
駅
西
口
の
再
開
発
事
業
を
契
機

に
、
高
層
ビ
ル
の
円
以
上
部
に
、
全
国
的
に

も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
都
市
型
の
科
学
館

「
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
ス
ペ
ー
ス
パ

ー
ク
」
を
建
設
し
、
こ
の
十
月

一
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

ス
ペ

1
ス
パ
ー
ク
は
、
宇
宙
を
テ

l
マ

と
し
た
県
内
初
の
理
工
系
科
学
館
で
あ

る
。
近
年
の
子
供
た
ち
の
理
科
嫌
い
や
科

学
技
術
離
れ
へ
の
対
応
、
科
学
技
術
の
普

及
を
通
じ
た
生
涯
学
習
活
動
の
活
性
化
と

い
っ
た
観
点
に
加
え
、
駅
前
立
地
の
特
性

を
生
か
し
、
都
心
部
の
回
遊
性
や
集
客
カ

の
向
上
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
も

視
野
に
入
れ
た
施
設
で
、
本
市
の
一一
十

一

世
紀
を
象
徴
す
る
文
化
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

当
館
は
、
郡
山
駅
西
口
再
開
発
ピ
ル

「
ビ

ッ
グ
ア
イ
」
の

二
十
階
か
ら
二
十
阿

階
に
あ
り
、
宇
宙
劇
場
、
展
望
ゾ

l
ン、

卜ヒ.ックス

展
示
ゾ

l
ン
、
研
修
ゾ

l
ン
の
四
つ
か
ら

成
る
。
総
事
業
費
は
四
十
四
億
円
。

-R宇宙
劇
場

(二
十
三
階
・

二
十
四
階
)

直
径
二
十
三
れ
の
傾
斜
型
ド

l
ム
ス
ク

リ
ー
ン
と
二
百
三
十
四
の
座
席
が
あ
り
、

三
万
八
千
個
の
星
を
映
し
出
す
最
新
型
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
機
や
視
界
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
迫
力
の
あ
る
全
天
周
映
像
装

置
の
ほ
か
、
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
デ

ジ
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

-R展望
ジ
|
ン

(二
十
二
階
)

地
上
九
十
六

M
の
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
眼

下
に
広
が
る
市
街
地
や
知
恵
子
抄
で
有
名

な
安
達
太
良
山
な
ど
の
眺
望
を
楽
し
め
る
。

ま
た
、
郡
山
市
発
展
の
歴
史
を
再
現
し

た
全
国
で

一
番
大
き
い
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ

(
N
ゲ

l
ジ
)
が
あ
り
、
明
治
時
代
以
降
、

「
水
と
緑
」
を
創
造
し
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
郡
山
の
歴
史
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

-R展示
ゾ
ー
ン

(
二
十

一
階
)

「
宇
宙
開
発
」
や
「
未
知
な
る
宇
宙
」
、

「
地
球
環
境
」
な
ど
を
テ

1
マ
と
し
た
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
宇
宙
飛
行
士
の
訓
練
や

宇
宙
で
の
生
活
な
ど
を
擬
似
体
験
で
き
る

参
加
体
験
型
の
、
五
十

一
の
展
示
物
が
設

福
島
県
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
長

永
戸
法
夫

世
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
科
学
、
宇
宙
へ
の
興
味
や
関
心

を
高
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
も
毎
日
開
催
し
て
い
る
。

-R研修
ゾ
ー
ン

(二
十
階
)

多
目
的
研
修
室
や
パ
ソ
コ
ン
工
房
、
実

日本宇宙少年団こおりやま分団のお披露目

験
工
房
な
ど
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
講

座
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
十
月
十

四
日
に
は
日
本
科
学
未
来
館
館
長
で
宇
宙

飛
行
上
の
毛
利
衛
氏
が

「宇
宙
か
ら
の
贈

り
も
の
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
こ

の
ぷ
結
成
し
た
「
日
本
字
市
少
年
間
こ
お

り
や
ま
分
団
」
の
お
披
露
目
や
川
立
天
文

台
ハ
ワ
イ
観
測
所
(
す
ば
る
望
遠
鏡
)
と

の
テ
レ
ビ
会
議
を
行
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
名
誉
館
長
に
就

任
し
た
漫
画
家
の
松
本
零
士
氏
(
科
学
館

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
)
や
国
立
天
文
台
広

報
普
及
室
長
で
天
文
学
者
の
渡
部
潤

一
氏

も
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
に
参
加
し
た
。

こ
の
科
学
館
に
は
、
最
新
の
機
操

や
設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、
重

要
な
の
は
、
来
館
者
が
い
か
に
満
足

し
、
何
度
も
科
学
館
を
訪
れ
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
施
設
に
す
る
か
で
あ

る
。
全
国
的
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

や
科
学
館
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
た
新
た
な
視
点
で
運
営
し
て
い

き
た
い
。

39⑨1由峨づくり2001年12月号



恵
庭
市
は
、
新
千

歳
出
エ
港
か
ら
電
車
で

約
二
十
五
分
、

札
幌

市
と
千
歳
市
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
。

冬

も

比
較
的
暖
か

く
、
積
雪
も
少
な
い

住
み
良
い
ま
ち
で
あ

り
、
道
内
で
も
有
数

の
人
目
指
加
都
市
と

し
て
成
長
し
て
い

る
。
降
り
立

っ
た
駅

は
「
恵
み
野
」
と
い

う
美
し
い
名
を
持
ち
、
そ
れ
だ
け
で
実
り

豊
か
な
土
地
を
連
想
さ
せ
る
。

ま
ち
を
散
策
す
る
と
、
色
鮮
や
か
な

花
々
に
閉
ま
れ
た
家
々
が
目
に
付
く
。
清

流
と
美
し
い
景
観
を
保
つ
茂
漁
川
で
は
人

び
と
が
強
い
、
郊
外
に
日
比
を
延
ば
す
と
広

大
な
民
地
に

H
を
奪
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
恵
み
の
大
地
で
活
動
し
て
い

る
の
が
、
回
全
日
倶
楽
部
で
あ
る
。
「
地
産

地
消
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
で
採
れ

た
農
産
物
を
、
地
域
の
中
で
消
費
す
る
、

そ
う
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
、

実
践
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

田
~ 
Eコ

倶
楽
部

北
j毎
道
恵
庭
市

地
産
地
消
が

キ
!
ワ
ー
ド

農
業
問
題
は
消
費
者
の
視
点
で

奥
さ
ん
の
ひ
と
言

「州
民
業
の
問
題
と
い
う
と
、
も

っ
ぱ
ら
生

産
者
の
側
の
問
題
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
」

|
恵
庭
市
の
元

良
政
課
長
で
田
舎
倶
楽
部
代
表
世
話
人
の

中
島
輿
世
さ
ん
は
諮
る
。
そ
の
よ
う
に
認

識
さ
せ
た
の
は
、
大
都
市
か
ら
恵
庭
市
に

引
っ
越
し
て
き
た
友
人
の
奥
さ
ん
の
ひ
と

言
で
あ

っ
た
。
「
こ
ん
な
に
お
い
し
く
て
、

新
鮮
で
、
安
全
な
野
菜
を
州
民
家
か
ら
直
接

買
え
る
な
ん
て
、
夢
み
た
い
」。

後
継
者
が
い
な
い
。
従
業
は
儲
か
ら
な

い
。
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

。

中
島
さ
ん
自
身
も
、
こ
の
よ
う
な
農
業
問

題
は
、
生
産
者
側
の
問
題
と
考
え
て
い
た
。

代
表
世
話
人
の
中
島
興
世
氏
し
か
し
、

農
業
問
題
は
消

技
者
に
と

っ
て

も
、
生
命
を
支

え
る
食
に
か
か

わ
る
大
切
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
、
先

の
ひ
と
一言
で
気
付
か
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

野
菜
ト
ラ
ス
ト
の
仕
組
み

新
鮮
で
安
全
な
食
材
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
、
消
費
者
の
側
か
ら
民
家
を
支
え
て

い
く
方
法
は
な
い
の
か
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
野
菜
ト
ラ
ス

ト
の
仕
組
み
で
あ
る
。

「も
と
も
と
は
、
酒
ト
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト

に
考
え
た
仕
組
み
な
ん
で
す
」
と
話
す
中

島
さ
ん
。
酒
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
消
費
者
が

お
金
を
出
し
合

っ
て
基
金
を
つ
く
り
、
酒

樽
を
口
い
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
酒
蔵
を

支
え
る
仕
組
み
で
、
一
州
威
は
販
売
先
を
心

配
せ
ず
に
酒
造
り
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
仕
組
み
を
、
段
業
に
も
応
用

で
き
な
い
か
と
い

う
考
え
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
ス
イ
カ
を

一
M
I

あ
た
り
一一

万
五
千
円
で
作

っ
て
く
だ
さ
い
と
民
家
に

お
願
い
し
、
お
金
を
出
し
合
う
仲
間
を
募

っ
て
春
先
に
は
お
金
を
支
払

っ
て
し
ま

う
。
品川H
作
で
あ
れ
ば
で
き
た
分
だ
け
収
穫

で
き
る
が
、
冷
害
で
収
穫
が
少
な
く
て
も
、

お
金
は
返

っ
て
こ
な
い
。
こ
う
し
た
農
業

生
産
の
持
つ
リ
ス
ク
を
、
消
費
者
が
負
担

す
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

採
れ
た
ス
イ
カ
の
配
達
は
し
な
い
の

で
、
お
客
さ
ん
が
直
後
取
り
に
行
く
。
市

取
り
な
ど
手
伝
え
る
こ
と
は
し
て
も
ら

っ

て
よ
い
し
、
収
穫
に
は
で
き
る
だ
け
参
加



し
て
も
ら
う
。
農
家
は
、
販
売
先
や
価
格

を
心
配
せ
ず
に
、
安
心
し
て
野
菜
づ
く
り

に
専
念
で
き
る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ

っ
て
、
農
家
の
負
担
を
軽
く
し
、
消
費
者

が
積
極
的
に
農
業
に
か
か
わ
る
形
で
の
交

流
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

農
家
と
の
つ
な
が
り

地域づくり団体探訪

カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫

現
在
、
こ
の

よ
う
な
仕
組
み

に
よ

っ
て
生
産

さ
れ
て
い
る
の

は
、
ス
イ
カ
、

カ
ボ
チ
ャ
、

ジ

ヤ
ガ
イ
モ
の
三

は種
、類

ー--，

ス
イ
カ

あ
ま
り
市

場
に
出
回
ら
な

い
品
種
で
甘
く

て
非
常
に
人
気

が
あ
る
し
、
昨

年
は
カ
ボ
チ
ャ

の
で
き
が
素
晴

ら
し
か

っ
た
」

と
中
島
さ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、

農
業
は
自
然
が

相
手
で
あ
る
。

天
候
不
順
で
満

足
な
収
穫
が
で

き
な
か

っ
た
年

回
全
ロ
倶
楽
部

プ
ロフ
ィ
ー
ル
-
設
立
年
H
平
成
八
年
一
月
・
設
立
主
体
H
自
主
的
組
織
・
運
営
主
体
H
自
主
的
組
織

.
代
表
者
H
佐
伯
昇
.
会
員
数
H
三
十
人

-
事
務
局
連
絡
先
H
干

O
六

一

一

四

O
四

北
海
道
恵
庭
市
上
山
口
二
七
会

O
一
二
三
|
三一一
|
三
八
三
八

地
元
の
食
材
を
昔
な
が
ら
の
レ
シ
ピ
で
調
理

も
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
会
員
が

つ
い
て
く
る
理
由
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

「実
際
に
野
菜
の
収
穫
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
農
家
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
。
農
家
の
奥
さ
ん
た
ち
が
地
元
の
食

材
で
回
全
口
料
理
を
作
り
、
パ
ー
テ
ィ
を
闘

い
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
大
盛
況
で
、

残

っ
た
料
理
を
持
ち
帰
ろ
う
と
奪
い
合
い

に
な

っ
た
ほ
ど
」
と
中
島
さ
ん
は
笑
う
。

会
員
の
中
に
は
、
農
家
と
個
人
的
に
親
し

く
な
り
、
回
全
日
倶
楽
部
の
活
動
の
枠
を
超

え
て
、
付
き
合
い
が
始
ま

っ
た
方
々
も
い

る
と
い
、
っ
。

野
菜
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、

農
家
と
消
費
者
の
交
流
が
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
誕
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
交
流
の
仕
掛
け
も
、
田
舎
倶
楽
部
の
活

動
の

一
部
で
あ
る
と
い
う
。

広
が
る
活
動
の
輪

「農
業
を
単
に
生
産
者
の
側
か
ら
見
る
の

で
は
な
く
、
消
費
者
の
側
か
ら
、
あ
る
い

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
」
と
中
島

さ
ん
は
強
調
す
る
。

今
年
で
田
舎
倶
楽
部
の
活
動
は
六
年
目

を
迎
え
た
。
「
ま
だ
ま
だ
、
準
備
段
階
。

恵
庭
市
に
は
、
広
大
な
農
地
が
あ
り
、
六

万
五
千
人
の
市
民
が
暮
ら
し
て
い
る
。
小

さ
い
な
が
ら
も
活
動
を
続
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
な
が
ら
、
農
家

と
市
民
と
の
交
流
を
進
め
た
い
」
|
中
島

さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

今
、
田
舎
倶
楽
部
の
活
動
の
輸
は
江
別

市
や
南
幌
町
な
ど
の
周
辺
地
域
に
も
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

地
産
地
消
の
活
動
は
、
着
実
に
北
の
大

地
に
芽
吹
き
始
め
て
い
る
。
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魅
カ
あ
る
農
村
づ
く
り
目
指
し

恭
屋
を
経
営
鰻
間
性
化

柳
凹
園
間
刀
が
、
佐
々
木
喜
善
の
諮
っ
た

民
話
を
ま
と
め
、
明
治
四
十
三
年
に
自
費

出
版
し
た

「遠
野
物
語
」
に
よ
り
、
民
話

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
全
図
的
に
知
ら
れ
る

岩
手
県
遠
野
市
。
民
話
は
今
も
語
り
継
が

れ
、
豊
か
な
自
然
は
訪
れ
る
者
を
民
話
の

世
界
へ
と
思
い
を
は
せ
さ
せ
る
。

岡
市
の
綾
織
地
区
を
中
心
に
、
「
女
性

が
い
き
い
き
と
し
て
姉
く
、
魅
力
あ
る
山

村
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

「
あ
や
お
り
夢
を
咲
か
せ
る
女
性
の
会
」

の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

会
の
結
成
は

ト
イ
レ
設
置
が
き
っ
か
け

会
の
結
成
は
、
平
成
六
年
三
月
。
同
地

区
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
導
入
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
女
性
の
た
め
の
ト
イ
レ
設

置
を
要
望
す
る
た
め
、
菊
池
ナ
ヨ
さ
ん
ら

が
呼
び
掛
け
た
の
が
き

っ
か
け
で
、

二
十

一
人
の
女
性
が
集
ま

っ
た
。
こ
れ
が
実
り
、

旧
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
、
休
息
室
を
兼
ね
備

え
た
曲
り
家
風
の
公
衆
ト
イ
レ
が
整
備
さ

れ
た
。
珍
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
当
時
は
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
た
。
管
理
は
、
現
夜

で
も
会
員
た
ち
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。

活
動
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
男
性

だ
け
に
任
せ
ず
、
女
性
の
声
を
段
村
の
環

境
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
集
落
排
水

ゃ
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
学
習
会
を
開
き
、

女
性
の
立
場
か
ら
捻
一言一
口
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た、

E
M
菌
を
使
っ
た
生
ゴ
ミ
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
普
及
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
会

の
活
動
は

一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
次
に
何
に
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
模
索
が
始
ま

っ
た
。
会
長

の
菊
池
さ
ん
が
以
前
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る

K
J
法
を
使
っ
て
会
員
の
意
見
集
約
を
図

り、

①
夢
を
語
る
こ
と

(
農
家
が
取
る
お
や
つ
を

売
る
よ
う
な
庖
を
持
つ
)

②
自
然
と
共
生
す
る
地
域

づ
く
り
①
次
世
代
の
た
め
に

④
火
性
の
生
き
が
い
づ
く
り

l
の
凶
つ
の
方
向
性
を
ま
と
め
、

会
は
、

こ
れ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

市強
幹い
部思
がい
決lこ
断

も
終
わ
っ
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
喫
茶

庖
が
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

五
十
席
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
は
自
分
た

ち
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
喫
茶
庖
で
は

や
り
が
い
が
な
い
。
「
民
業
女
性
が
希
望

を
持

っ
て
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
庖
を
出
し
た
い
」
と
、
も
し
庖
を
持
た

そ
ん
な
折
、
遠
野
に
道
の
駅
が
で
き
る

ら
し
い
、
と
の
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
次

の
展
開
を
図
る
た
め
に
願
つ
で
も
な
い
機

会
で
あ
り
、
市
の
担
当
課
長
を
定
例
会
に

呼
ん
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
事
実

で
綾
織
地
区
に
と
の
説
明
だ
っ
た
。
す
か

さ
ず
、
自
分
た
ち
の
底
を
計
画
に
乗
せ
て

も
ら
う
よ
う
申
し
入
れ
た
が
、
既
に
設
計

せ
て
も
ら
え
る
な
ら
勤
め
先
を
や
め
て
も

と
の
強
い
思
い
だ

っ
た
。
そ
の
熱
意
と
迫

力
に
、
市
の
担
当
課
長
は
そ
の
場
で
設
置



を
決
断
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

道
の
駅
・
遠
野
風
の
丘
に
同
会
が
営
業

す
る
「
夢
咲
き
茶
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
、
平
成
十
年
六
月
。
わ
ず
か
四
坪
ほ

ど
の
食
堂
昨
水
菓
子
販
売
所
で
、

「
か
ね
な

り
」
や

「き
り
せ
ん
し
ょ
」
と
い

っ
た
地

域
特
・
廷
の
お
や
つ
、
お
に
ぎ
り
、
そ
ば
な

ど
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
、
会
員
は
全

員
伎
作
業
が
あ
る
た
め
、
交
代
制
で
切
り

峨
り
し
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
に
当
た

っ
て
は
、

自
分
が
客
な
ら
何
が
欲
し
い
か
を
第

一
に

地域を支える女性パワー

考
え
、
会
員
全
員
が

一
人
二
、
三
口山
ず
つ

持
ち
寄

っ
た
。
同
じ
品
物
で
あ

っ
て
も
、

家
庭
に
よ
り
味
や
作
り
方
は
述
、
っ
。
す
べ

て
に
味
や
コ
ス
ト
な
ど
の
検
討
を
加
え、

「会
員
全
日
の
思
い
が
入

っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
繭
口
川
」
は
作
り
上
げ
ら
れ
て
い

っ
た
。

う
け
た
手
づ
く
り
の
昧

売
り
上
げ
が
倍
増

練
り
に
練
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
価

格、

手
づ
く
り
の
味
が
う
け
、
腐
は
大
繁

盛
。
売
り
上
げ
は
当
初
見
込
み
の
二
倍
に

も
な
り
、
翌
年
度
に
は
、
会
員
の

山
資
で
つ
く

っ
た
企
業
組
合

「拶

咲
き
茶
賂
」
を
法
人
化
し
、
経
営

に
当
た

っ
て
い
る
。

組
合
と
女
性
の
会
と
は

一
体
で

あ
り
、
企
業
組
合
化
し
た
と
は
い

え
、
そ
の
経
営
理
念
は
、
あ
く
ま

で
地
域
の
活
性
化
に
あ
る
。
単
な

る
利
益
追
求
で
は
な
く
、
農
業
者

の
生
き
が
い
や
社
会
参
加
、
世
代

間
交
流
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
述

携
を
目
指
す

一
つ
の
手
段
と
し
て

の
位
置
付
け
を
徹
底
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
だ
け
が
い
い
思
い
を
し

て
い
て
も
、
地
域
全
体
は
虫
か
に

な
れ
な
い
」。
取
材
中
、
菊
池
さ
ん

が
何
度
も
繰
り
返
し
た
言
葉
だ
。

米
の
粉
、
野
菜
な
ど
の
材
料
は
、

組
合
員
か
ら
仕
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
若

者
の
農
業
担
い
手
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
積
極

的
に
仕
入
れ
る
と
と
も
に
、
採
れ
た
も
の

は
す
べ
て
買
い
取
る
と
い
う
条
件
で
、
中

学
校
に
地
域
の
お
年
寄
り
を
先
生
と
し
た

学
校
民
図
を
設
け
て
も
ら
う
な
ど
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
る
。

実
現
し
た
世
代
間
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催

平
成
十

一
年
か
ら
は
、
四
匹
の
綿
羊
を

飼
い
始
め
た
。
遠
野
で
は
昔
は
ど
こ
の
農

家
も
羊
を
飼
い
、
羊
毛
の
機
織
り
が
踏
ん

だ
っ
た
。
そ
う
い
う
文
化
を
子
供
た
ち
に

も
伝
え
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

置
き
場
所
も
な
い
ま
ま
機
織
り
機
も
購
入

し
た
が
、
小
学
校
の
児
童
会
室
に
置
か
せ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
毛
刈
り
や
機
織
り

の
体
験
会
を
行
う
こ
と
で
、
世
代
間
交
流

も
実
現
し
た
。
機
織
り
な
ど
の
技
術
の
修

得
は
、
冬
場
は
農
作
業
が
暇
に
な
る
の
で

自
分
た
ち
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
な
る
。

ま
た
、
今
年

一
月
に
は
、

「
こ
ん
な
町

に
住
み
た
い
、
こ
ん
な
町
に
し
た
い
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
初
め
て
開
催
し
た
。
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
を
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
考

え
よ
う
と
、
中
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
ふ
る
さ
と
の
未

来
を
語
り
合
っ
た
。
中
学
生
た
ち
は
、
事

前
に
全
校
で
話
し
合

っ
た
う
え
で
、
参
加

し
て
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

綾
織
地
区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域
の
交

流
も
行

っ
て
い
る
。
菊
池
さ
ん
は
北
東
北

広
域
連
携
推
進
協
議
会
の
委
員
も
務
め
て

お
り
、
問
委
員
会
の

「食
」
の
分
科
会
に

出
席
し
た
際
、
地
元
の
鍋
料
理
が
話
題
に

な

っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、

「
北
東
北
ナ

ベ
ナ
ベ
サ
ミ

ッ
ト
」
を
二
月
に
主
催
し
た
。

「鍋
」
と
「
夜
な
べ
」
を
か
け
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
だ
が
、
岩
手
、
秋
問
、
青
森
の
北
東

北
三
県
か
ら
持
ち
寄
っ
た
九
種
類
の
自
慢

の
鍋
を
つ
つ
き
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い

と
地
域
の
未
来
を
夜
な
べ
で
語
り
合
っ

た
。
大
変
な
好
評
を
博
し
、
持
ち
回
り
で

開
催
し
よ
う
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

「
わ

が
家
の
ナ
ベ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
形
で
で
も
独

自
に
取
り
組
め
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

女
性
の
会
の
定
例
会
は
、
毎
月
第
二
月

眼
目
。
い
ま
だ
に
全
日
参
加
が
続
い
て
お

り
、
今
年
に
な

っ
て
会
員
が
九
人
地
え
て

二
十
五
人
と
な
り
、

二
十
代
か
ら
七
十
代

ま
で
の
女
性
た
ち
が
、
活
発
な
活
動
を
展

開
中
で
あ
る
。
「
地
域
は
も

っ
と
よ
く
な

る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
で
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
菊
池
さ
ん
。

火
性
の
会
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
、

一
つ
ひ
と
つ
、
地
域
に
夢
を
咲
か

せ
続
け
て
い
る
。
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研
修
会
初
日
は
ま
ず
、
冒
険
家
大
場
満

郎
氏
が
「
私
の
冒
険
人
生
」
と
題
し
て
講

演
。
同
氏
は
世
界
で
唯

一
、
南
極
と
北
極

を
単
独
で
歩
行
横
断
し
、
平
成
十
二
年
六

月
に
植
村
直
己
冒
険
貨
を
受
賞
し
た
。
現

在
は
地
元、

山
形
県
最
上
町
で
ア

1
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
大
場
満
郎
冒
険
学
校
を
開
校
し

て
い
る
。
実
体
験
に
基
づ
い
た
話
は
大
変

面
白
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
生
き
方

に
大
勢
の
参
加
者
が
感
動
し
て
い
た
。

続
い
て
、
森
巌
夫
前
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

塾
長
(
明
海
大
学
教
授
)
を

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
1
に
迎
え
、
矢
野
学
(
新
潟
県
安
塚

町
長
)
、
高
木
美
保
(
女
優
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
)
、
宮
里
徳
夫
(
か
り
ゆ
し
塾
同
窓

会
顧
問
代
表
幹
事
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

第
十

一
期
修
了
生
)
、
原
田
正
司
(
総
務

省
自
治
行
政
局
自
治
政
策
課
長
)
の
各
氏

が
「わ
が
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
」

と
い
、
つ
テ

l
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
。
会
場
か
ら
の
質
問
に
パ

ネ
リ
ス
ト
が
答
え
る
形
式
を
取
り
、
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

夕
方
か
ら
は
修
了
者
、
現
役
塾
生
、
新

旧
講
師
陣
を
交
え
た
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
世
代
、
地
域
を
越
え
て
の
交
流
が
図

ら
れ
た
。
懐
か
し
い
講
師
の
あ
い
さ
つ
や
、

参
加
者
の
地
元
紹
介
な
ど
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
、
情
報
を
交
換
し
合
、
つ
だ
け
で
な

修

了

者

研

修

会

岡
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
第
八
回
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
修
了
者
研
修
会
を
十
月
四
、

五
の
両
日
、
車
尽
都
港
区
の
虎
ノ
門
バ
ス
ト
ラ
ル
で
開
催
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
ま
で
に

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
学
ん
だ
修
了
者
を
対
象
に
自
己
啓
発
や
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
主

任
講
師
や
修
了
者
相
互
間
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。
第
一
期
か
ら
第
十
二
期
ま
で
の
修

了
者
数
は
、
三
百
五
十
五
人
に
上
り
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。
今
回
の
研
修
会
に
は
、
こ

れ
ら
修
7
告
の
ほ
か
現
役
の
第
十
三
期
塾
生
三
十
四
人
も
加
わ
り
、
総
勢
九
十
人
が
参
加
し
た
。

年
々
広
が
る
卒
塾
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

@
大
場
満
郎
氏
の
講
演

@

@
夕
方
か
ら
聞
か
れ
た
交
流
会

。
@
二
日
目
に
行
わ
れ
た
分
科
会

く
、
親
睦
も
深
め
合
っ
た
。

二
日
目
は
、
参
加
者
が
四
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

1
マ
で
分
科
会

が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
新
旧
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

講
師
が
担
当
し
、
第

一
分
科
会
は
猪
爪
範

子
講
師
(
前
主
任
講
師
・

地
域
総
合
研
究

所
研
究
員
)
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
進
め
方
」
、
第
二
分
科
会
は
岡
崎
昌
之

講
師
(
前
主
任
講
師

・
法
政
大
学
教
授
)

に
よ
る

「ま
ち
で
食
え
る
仕
事
を
つ
く
ろ

う
」
、
第
三
分
科
会
は
宮
口
例
姐
講
師

(
前
主
任
講
師
・
早
稲
田
大
学
教
授
)
に

よ
る

「
い
ま
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」
、

第
四
分
科
会
は
小
田
切
徳
美
講

師

(
主
任

講
師
・
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授
)
に
よ

る

「中
山
間
地
域
の
振
興
を
考
え
る
」
と

い
っ
た
テ
l
マ
で
行
わ
れ
た
。
修
了
者
や

塾
生
の
実
践
報
告
を
基
に
、
講
師
と
参
加

者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合

い
、
熱
い
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

年
々
増
え
て
い
く
修
了
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
く
の
が

感
じ
ら
れ
、
地
域
間
交
流
な
ど
を
通
し
た
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
修
了
者
の
こ
れ
か
ら
の

活
動
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
感
じ
ら
れ
る

研
修
会
で
あ

っ
た
。
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ト
会

回
ン
修

5
べ
日

研
司
イ
第
域
務
地
実

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

住
民
に
や
る
気
を

「
第
十
五
団
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修

会
」
は
、
九
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
企
図

入
門
、
同
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

実
践
応
用
の
二
コ
l
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
東
京
都
文
京
区
の
東
京
弥
生
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
自
治
体
や
地
域
づ
く
り

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
が
対
象
で
、
今

年
で
設
立
十
六
年
目
を
迎
え
た
制
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
研
修
事
業
の

中
で
円
以
も
歴
史
が
あ
る
。

企
画
入
門
コ

l
ス
は
初
め
て
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
担
当
者
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
、

「
地
減
イ
ベ
ン
ト
と
は
何
か
」
「
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
魅
力
」
な
ど
を
テ

l
マ
に
、
側
タ

地域イベント実務研修会

ツ
プ
ク
リ
エ

i
ト
代
表
取
締
役
の

二
瓶
長

記
氏
を
主
任
講
師
と
し
て
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ

l
ク
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
ビ
デ
オ

に
よ
る
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
例
紹

介
を
交
え
た
講
義
を
行
い
、
コ
ン
セ
プ
ト

と
コ
ア
(
核
)
イ
ベ
ン
ト
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
た
。

特
別
講
義
は
「
第
五
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
」
で
大
賞
を
受
賞
し
た
新
潟
県

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
「
大
地
の

芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア

l
ト
ト
リ
エ
ン
ナ

1
レ
2
0
0
0
」
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
た
北
川
フ
ラ
ム
氏
を
講
師
に
招
い

て
実
施
。
同
氏
は
ま
ち
な
か
の
公
共
空
間

に
設
置
さ
れ
る
ア

l
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
、
そ
し
て
ア

ー
ト
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
の
可
能

性
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

五
班
に
分
か

れ
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、

各
自
が
持
ち
寄

っ
た
地
域
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
一
つ
の
地
域
を
取

り
上
げ
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
彩
申
余
し
た
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
お
よ

び
サ
ブ
(
付
帝
)
イ
ベ
ン
ト
、
期
待
す
る

イ
ベ
ン
ト
効
果
な
ど
を

一
枚
の
用
紙
に
ま

と
め
、
各
班
の
代
表
が

O
H
P
を
使

っ
て

発
表
を
行

っ
た
。

一
方
、
実
践
応
用
コ

l
ス
は
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ

っ
た
経
験
を
有
す
る
人
を
対

象
に
、

「
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
地
域
イ
ベ
ン

ト
を
打
破
す
る
方
法
」
「
時
代
に
呼
応
し

た
新
し
い
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
」
な

ど
を
テ

l
マ
に
し
て
、
側
地
域
戦
略
研
究

所
所
長
の
新
藤
健

一
郎
氏
を
講
師
と
し
て

講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
が
行
わ
れ
た
。

同
氏
は
自
ら
各
地
で
手
掛
け
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
事
例
に
基
づ
き
、
約
百
三
十

枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
実
践
的
な
講
義

を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
う
え

で
の
「
住
民
の
や
る
気
」
と
「
時
代
の
変

化
へ
の
対
応
」
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
で
は
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
新
た
な

「
伝
説
」
を
創
作
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
柱
と
し
た
七
枚
の
企
画
書

を
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
書
き
込
ん
だ
模

造
紙
を
使
っ
て
各
班
の
代
表
が
発
表
し
た
。

両
コ

l
ス
の
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
で
は
講

師
が
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
評
を
行

っ
た
。
研
修
終
了
後
、
各
班
の
代
表
者
に

メ
ン
バ
ー
全
員
の
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
全
国
各
地
の
実
例
を

挙
げ
て
の
講
義
に
よ
り
、
自
分
の
住
む
地

域
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
・
年
代
の
方
と
意
見
交
換

が
で
き
、
大
変
参
考
に
な

っ
た
」
な
ど
講

義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
に
関
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ま
た
懇
親
会
で
は
参
加
者
が

持
ち
寄

っ
た
地
域
産
品
を
交
換
し
た
こ
と

か
ら

「
地
域
の
特
産
口
聞
の
紹
介
が
で
き
て

よ
か

っ
た
」
と
好
評
で
あ

っ
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
人
に
は
、
研
修
会
で

培

っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
大
い
に
活
用
し
て
、
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
、
そ
し
て
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
そ
の

再
活
性
化
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
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側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
業
務
第
一
課

副
参
事

宮
本
明
人



「
米
百
俵
」
の
精
仰
を
行
政
に

新
潟
県
巻
町

巻
町
は
、
小
泉
純

一
郎
首
相
が

所
信
表
明
で
表
明
し
た

「
米
百
依
」

の
精
神
を
行
政
に
生
か
そ
う
と

「
米
百
依
利
治
用
研
究
会
」
を
発

足
さ
せ
、
具
体
案
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

戊
辰
戦
争
で
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
た
民
同
様
に
米
を
送

っ
た

同
様
の
文
務
コ
.似
山
議
は
巻
町
に

あ
る
。

同
研
究
会
は
庁
内
各
課
の
計
卜

三
人
で
組
織
。
こ
れ
ま
で
米
を
送

っ
た
船
止
引
き
場
な
ど
の
史
跡
を
視

察
し
た
り
、

一一一
桜
山
落
の
関
係
者

ら
か
ら
史
実
を
教
わ

っ
た
。
ま
た

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

に

「
米
百
俵
の
ふ
る
さ
と
」
の
観

光
案
内
板
も
設
置
し
た
。

研
究
会
で
は
卜
二
月
中
に
成
栄

を
ま
と
め
、
来
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
る
万
針
。
目
下
、
ホ

l
ム
ペ

ー
ジ
で
の
紹
介
、
史
実
教
育
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
の
設

立
な
ど
が
浮
か
ん
で
お
り
、
具
体

化
に
よ

っ
て
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
方
針
。

子
年
の
学
校
で
ま
ち
づ
く
り

静
岡
県
本
川
根
町

本
川
根
町
は
、
町
の
歴
史
、
文

化
を
再
認
識
し
、
体
験
学
習
を
通

じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と

「千
年
の
学
校
」
を
開
設
し
た
。

町
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
位
置

づ
け
、
入
学
者
は
単
に
学
ぶ
だ
け

で
な
く
行
政
に
提
言
し
た
り
、
実

践
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
ひ
と

役
買

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が

狙
い
。
名
誉
学
長
は
木
村
尚
三
郎

東
大
名
答
教
授
、
学
長
は
鈴
木
敏

夫
町
長
で
、
講
師
は
町
内
に
住
む

各
分
野
の
専
門
家
。
町
民
な
ら
だ

れ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
会
議
や
町
長

と
の
懇
談
会
に
参
加
で
き
る
。

講
座
は

「
地
域
学
の
す
す
め
」

と
題
し
毎
月

一
回
、
第
三
土
曜
日

に
二
時
間
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
う
。

.
回
日
は
卜

一
月
卜
七
日

「
地
域
」
を
テ

l
マ
に
実
施
し
た

の
を
は
じ
め
、
芸
能
、
観
光
、
歴

史
、
匠
な
ど
計
十
コ
マ
を
予
定
。

来
年
三
月
に
は
県
内
外
の
関
係
者

を
招
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
計
阿

し
て
い
る
。

戦
国
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ

滋
賀
県
米
原
町

関
ヶ
原
の
合
戦
で
徳
川
家
康
と

戦

っ
た
石
田
三
成
が
、
戦
況
を
連

絡
す
る
の
に
使

っ
た
の
ろ
し
が
起

通ヲ
信?

当，

う
「
日
年
度
州
地
織
政
策
の
動
向
」

4
を
発
行

側
地
域
指
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、

総
務
省
自
治
行
政
局
地
域
振
興
剤
師

が
行

っ
た

「
平
成
時
年
度
地
成
政

策
の
動
向
」
に
基
づ
き
、
各
市
区

町
村
の
新
規
施
策
を
取
り
ま
と
め

た
事
例
集
お
よ
び

C

D
l
R
O
M

源
と
い
わ
れ
る
戦
国
時
代
の

H

ロ

ケ
ッ
ト
μ

「
流
星
」
が
、
十
月
二

卜
円
、
米
原
町
で
十
発
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

で
、
流
星
の

「伝
承
の
火
」
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
、
歴
史
的
文
化
を

通
じ
て
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
る

の
が
目
的
。
約
三
J
の
火
薬
を
詰

め
た
長
さ
五

M
の
竹
ざ
お
の
先
端

を
制
作
し
た
。

条
例
、
住
民
参
加
、
良
山
漁
村

活
性
化
、
産
業
育
成
、
原
境
、
少

チ
・
高
齢
化
、
地
域
文
化
振
興
な

ど
あ
ら
ゆ
る
行
政
課
題
に
対
応
す

る
最
新
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
新
規
施
策
立
案
の
参
考
に
、

ま
た
地
域
政
策
の
実
態
研
究
に
ぜ

ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

会
員
に
は
既
に
配
布
し
て
い
る

が
、
ご
希
望
の
場
合
は
事
例
集

一

冊
千
五
百
円
、

C

D
l
R
O
M
一

枚
千
円
で
販
売
し
て
い
る
。

-
問
い
合
わ
せ
先
H
企
画
調
査
課

8
0
三
1

五会

一O
二
l

六

二
二
三

都宮::.:がヨ

首
長
来
訪

V
新
潟
県
五
泉
市

長
(
叩
月
お
日
)

五

嵐
基
I打

に
矢
つ
り
の
日
傘
(
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
)
を
付
け
て
点
火
す
る
と
一一一
百

μ
の
高
さ
ま
で
上
昇
。
務
ち
て
く

る
傘
を
拾
う
と
縁
起
が
良
い
と
い

う
伝
え
が
あ
る
。

技
術
を
受
け
継
ぐ
地
元
の
流
星

保
存
会
と
町
で
は
、
打
ち
上
げ
の

後
継
者
と
費
用
ね
ん
出
が
大
き
な

課
題
と
し
て
い
る
。

It!l峨づくり2001年12月号⑨46

笑

顔

が
い
ち
ば
ん
1

放
送
予
定

-mM月2
日

富
山
県
朝
日
町
、
立
山
町

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ビ
ー
チ
ボ
l
ル

-MM月9
日

長
野
県
木
曽
福
島
町
、
関
田
村

南
信
州
秋
景
色
]

-mM月市
日

岩
手
県
遠
野
市
、
釜
石
市

風
が
誘
-
つ
遠
野
路

-mM月呂
田

熊
本
県
水
俣
市
、
長
陽
村

伝
統
の
塩
づ
く
り

-
抱
月
初
日

滋
賀
県
石
部
町
、
水
口
町
、
土
山
町

東
海
道
宿
場
巡
り

-1月6
日

佐
賀
県
千
代
田
町
、
相
知
町

花
と
歴
史
と
自
然
に
出
会
-
つ
町

T
B
S系
、
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時

1
午
前
7
時
お
分

※
一
部
で
放
送
日
時
が
異
な
る
地
域
か
あ
り
ま
す
も
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毎年10月初旬、収穫の季節を迎える

ころになると、町一番のイベント「にん

にくとベごまつり」が行われます。

大黒森の大自然の中、 7-8時聞かけ

て炭火でじっくりと焼き上げる因子の

「黒べごJ(黒毛和牛)の丸焼きをメーン
に、町の特産品である田子にんにくをふ

んだんに使った特製のタレで、広い草原

でのびのひがと育った因子牛のバーベキュ

ーを味わう焼き肉大パーティーです。

今年で16回を数えるこのまつりには、

例年約6000人もの観光客が訪れ、地元

因子高校の生徒を中心に役場職員や町の

老若男女約400人がボランティアで運営

に参加し、町内外からのお客さまをお迎

えします。

姉妹都市である米国ギルロイ市や韓国

端山市からは、ガーリッククイーンや市

長などたくさんの友人たちが訪れ、国際

色豊かにまつりを盛り上げてくれます。

「にんにくのつかみどり」や「にんにく

とばし大会」、「にんにく相撲大会」など

ユニークなアトラクションが盛りだくさ

んで、食べて、飲んで、見て、楽しむに

ぎやかなイベントです。

I由戚づくり2001年12月号⑨48
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10月実施イベント

*日本橋プラザビル

イベントスペース

12月のイベント予定

*日本橋プラザビル

イベントスペース

10月 1 日 ~3日
高山市 (岐阜県)

飛騨高山フェア@

12月5日 ~7日
東村 (福島県)

10月 17日 ~18日
県南地域I也場産業振興対策協議
会 (福島県)
白河地方フ工スティI¥}レIn東京@

12月 1 3日 ~14日
楢川村 (長野県)

女ふるさと情報ブラザー

イベントスペース

カ
帥.，E
E
 
進

京

推

東
、
/
、
ノ

ウ

M
1

タ

フ

ン

示

日
ョ

ー
ン

お
シ
県
守

~
ッ
潟
、
山

咽

ア

新

?

幻
フ

(

フ

月

泉

会

泉

泊
五
議
五

12月3日 ~7日

喜多方市 (福島県)

安ふるさと情報プラザ

イベントスペース

12月 1 0日~13日
只見町 (福島県)

1 0月 1 日~5日
京都府
京都の工芸作品展@

12月 20日 ~21 日

飯南町 (三重県)

10月 15日 ~19日
佐賀県
佐賀を奏で‘るシンフォニー写真展

10月 22 日 ~24日
広陵町 (奈良県)
靴下のリサイクルを考えるため

の作品展

10月29 日 ~11 月2日
函館市 (北漏萱)
函館市観光ポスター展

-
編
集
後
記

今
阿
は
心
を
利
ま
せ
、
い
や
し
を
与
え
て
く

れ
る

「青
楽
」
を
取
り
仁
げ
て
み
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
き

っ
か
け
、
題
材
は
さ
ま
ざ

ま
だ
。
北
海
道
新
辺
町
の
場
合
、

「
文
化
の
記

録
と
も
い
う
べ
き
レ
コ
ー
ド
が
時
代
と
と
も
に

消
え
う
せ
る
の
は
忍
び
な
い
」
と
背
楽
愛
好
{
系

が
、
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
文
化
芥
る
町
構
怨
を
従

一言。
行
政
が
呼
応
し
て
収
械
施
設
を
つ
く

っ
た
。

こ
の
与
え
に
共
鳴
し
た
人
が
レ
コ
ー
ド
を
市

附
。
そ
の
数
は
何
と
六
卜
・
て
万
校
に
も
上

っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
を
ま
さ
に
全
凶
の
人
が
交
え
た
ケ

ー
ス
で
、
今
後

一
つ
で
も
多
く
新
泌
町
に
似
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
の
を
期
待
し
た
い
。

特
集
、
カ
ラ

l
グ
ラ
ビ
ア
で
は
民
間
主
導
に

よ
る
事
例
を
何
件
か
紹
介
し
た
。
行
政
が
や
り

に
く
い
、
ま
た
民
間
な
ら
で
は
の
発
忽
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
だ
。
そ
の
来
た
し
た
役
捌
は
大
な

る
も
の
が
あ
る
。
行
氏
が
協
働
す
れ
ば
そ
の

-M、

波
及
効
来
は
計
り
知
れ
な
い
。
財
政
問
題
が
常

に
つ
き
ま
と
う
が
、
こ
う
い
う
厳
し
い
時
こ
そ

お
互
い
知
忠
を
絞
っ
て
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

一一
卜

一
昨
紀
最
初
の
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
と
な

っ
た
。
角
誌
は
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
枠
さ
ん
の

一
一
切
に
な
れ

ば
、
を
主
版
に
編
集
し
て
い
る
が
、
企
岡
戸川
な

ど
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
泣
い版
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宝くじの収益金は、 住益~
身近な街づくりに役¥i:っています

⑧ 恕白本宝〈じ協会
当せんはしっかり調べて、しっかり換金.

宝くしのホームベーγ

httログwww.takarakuji円IPロon-net.ne.JP

本誌は例日本宝くじ協会の助成を受けて刊行しています。

二科展デザイン部入選作晶

榛津照生

富土銀行のATMIこて、数字選択式宝くじが購入できままーただし、購入するには

その銀行のキャッシユ力一ドを保有していることが必要で、また一部広舗および

機種によりお取級いできtJ.い場合がありますe 詳しくは.当~金福機関にと照会下さい。

.外国発行の宝〈じを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています二


	1402
	1403
	1404
	1405
	1406
	1407
	1408
	1409
	1410
	1411
	1412
	1413
	1414
	1415
	1416
	1417
	1418
	1419
	1420
	1421
	1422
	1423
	1424
	1425
	1426
	1427
	1428
	1429
	1430
	1431
	1432
	1433
	1434
	1435
	1436
	1437
	1438
	1439
	1440
	1441
	1442
	1443
	1444
	1445
	1446
	1447
	1448
	1449
	1450
	1451
	1452
	1453

